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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　派手なネオンに、軒のきを連ねる高級ホテル。

　夜ごと行われる華はなやかなショーが人々を楽しませ、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう者たちがギャンブルに興じる。砂さ漠ばくの上に建てられた、まさに歓かん楽らくと欲よく望ぼうの街。

　それがここ、ラスベガスだ。

　ケイン・ニコルズはカジノフロアの真ん中に立ち、いつものように客たちの様子をチェックした。

　カジノホテル『メルビル』の監かん視しチームで、サブリーダーに任命されてから半年。勤務中は常に続けている習慣だ。

　フロアにはありとあらゆる場所にカメラが設置されていて、その映像はモニターで常に監視されている。

　でも実際に現場で観察し、問題を事前に察知する目を養え、と教えられてきた。だからケインはよくフロアに立ち、自分の目で全体を見るようにしていた。

　夏の休きゆう暇かシーズンに入って客が増え、それと同時に揉もめ事も増えるだろう。砂漠の中にあるこの街に、さらに熱い季節がやってくるのだ。

　ケインはラスベガスで生まれた。

　母はカジノで働くディーラーで、未み婚こんのままケインを生んだ。父はケインが生まれる前に死んだと聞かされているが、くわしくは分からない。母が話したがらなかったからだ。

　たぶん、カジノに来ていた客の一人だったのだろう。もしかすると死んだのではなく、母とケインを捨てただけなのかもしれないとは思ったが、特に調べたりはしなかった。

　生きていたとしても、ケインに父親がいないことは変わらない。今まで放ほうっておいたのだから、向こうが会いたがるとも思えない。

　血がつながっているだけでは、家族になれないのだから。

　母が働くカジノホテルは、幼い頃ころのケインにとって、いわば遊び場だった。いつも人で溢あふれ、キラキラと輝かがやく場所。

　母子家庭という事情を知っているほかの従業員もかわいがってくれたし、そこにいれば少しも寂さびしいと感じなかった。

　母の望みもあり、奨しよう学がく金を得て東部の大学にも行ったのだが、結局ケインはこの街に戻もどってきた。

　ケインがカジノで働くようになったのは、母の影えい響きようもある。でももう一人、大きく影響を受けた人物がいた。

　それがこの『メルビル』で現在監視チームのボスをやっている、ハモンドだ。母が『メルビル』でディーラーをやっていた頃から監視チームにいたという。

　母の友人だった彼は、ケインたち親子の面めん倒どうを何かとみてくれていた。ケインは父の顔も知らないが、それを寂しく思わなかったのは、ハモンドがいたからだと思う。

　ケインにとっては、本当の父親以上の存在だ。

　ハモンドはがっしりしたたくましい身体からだに、厳いかつい容よう貌ぼうを持つ。なんでも、学生時代はボクシングのチャンピオンだったらしい。

　見た目が怖こわいし、実際に怒おこるとかなり怖い。気き性しようも激しいのだが、実はすごく温かい心の持ち主なのだ。

　何か困ったことがあればケインは彼に相談し、それを彼はいつもあっさり解決してみせた。実際のところ、ケインは彼に憧あこがれてここに就職したのである。

　それから彼の許もとで鍛きたえられ、監視チームの仕事をたたきこまれた。とはいえ、ケインはまだ二十八歳で、サブリーダーには若すぎるという評価があるのは当然だと思う。

　アメリカ人と日本人のハーフだった母は、豊かな黒くろ髪かみを持っていた。ケインもその血を受け継つぎ、目も髪も黒い。

　それなりに鍛えてはいるのだが、ハモンドのようにはなれず、どちらかというと細身の体型だ。大たい抵ていは実じつ年ねん齢れいより若く見られるし、ショーに出る芸能人と間ま違ちがえられたことすらある。

　お世辞にも強面こわもてとはいえない容姿のせいで、迫はく力りよくがないのは仕方がない。だから頭脳とカンを働かせ、仕事ができることをまわりに示したかった。

　サブリーダーに抜ばつ擢てきしてくれた、ハモンドの期待に応こたえるためにも。

　ラスベガスはネバダ砂漠の中にあり、その名は『肥ひ沃よくな草原』を意味する。ゴールドラッシュに沸わいた頃、カリフォルニアを目指す人々の貴重な中ちゆう継けい地点だった。

　そこに一人の男が、壮そう大だいな夢を実現するためにカジノホテルを建てた。カジノが収益を上げると分かると、次々とマフィアがホテルを建設し、客を呼ぶために有名歌手のショーなどを行うようになった。

　ケインが勤める『メルビル』も老舗しにせのホテルで、最初のオーナーはマフィアの幹部だったという。

　その後、大おお掛がかりな改装がされ、現在のオーナーは不動産業者だ。両親がカジノにいる間に子供を預かるキッズルームのほか、プールや劇場、ちょっとした遊園地などもあり、カジノ以外でも楽しめるようになっている。

　謳うたい文句は『家族連れにも安心で快適なホテル』。その言葉を実じつ践せんすべく、監視チームはホテル内の警察のように、滞たい在ざいする客の安全を守っていた。

　監視室にはずらりとモニターが並び、監視チームのメンバーが交代でその映像を見張る。何か問題が発生すれば、すぐ対処できるように。

　ギャンブルはあくまでギャンブルで、勝つ者と負ける者がいる。大金が絡からめば、なんらかの揉め事が起こるのは当然だろう。

　勝った者が配当金を狙われることもあるし、負けた者が憂うさ晴らしに暴れることもある。さらに、勝利を運に頼たよるのではなく、もっと確実な方法で摑つかもうとする者たちもいる。

　手を替かえ品を替えて行われるイカサマを見み抜ぬくには、鋭するどい観察眼が必要だ。その点、『メルビル』の監視チームは優ゆう秀しゆうだと自負している。

　そのメンバーの一人、監視室でＩＴを担当するフォックスの声が、無線のイヤフォンから聞こえた。

「ルーレットのほうで、男二人が何か揉めてるようだ」

「深刻そうか？」

「いや、軽い口くち喧げん嘩かって感じかな」

「とりあえず俺が様子を見に行こう。念のために、警備員を待機させといてくれ」

「了りよう解かい」

　ケインはすぐルーレットテーブルのほうへ向かった。

　カジノフロアは広大で、ゲームによって区分けがされている。スロットゲームの区画にはずらりとマシンが並び、客は一人で黙もく々もくとジャックポットを目指す。

　テーブルゲームのほうには、女性連れやグループで来る客も多く、飲み物を飲みながらチップを賭かけていく。

　ルーレット、ブラックジャック、バカラ、フロアの奥にポーカールーム。一番騒さわがしいのはクラップスのテーブルで、サイコロを振ふるたびに歓かん声せいがあがる。

　ちょうどゾロ目が出たらしく、抱だき合うカップルを避さけたところ、後ろから来た人物にぶつかりそうになった。

「失礼」

　謝りながら振り向くと、そこには見知った顔があった。

「やあ、ケイン」

　一いつ瞬しゆん、どきりと心臓が鳴る。目の前で微笑ほほえむ、黒い瞳ひとみ。同じ黒でも、彼の瞳はケインよりもっと深い漆しつ黒こくだ。

　名前は竜りゆう崎ざき隆たか博ひろ。このカジノのディーラーで、みんなからリュウと呼ばれている。国こく籍せきは日本だが、世界中を渡わたり歩き、腕うでを磨みがいてきたという。

　東洋人にしては背が高く、体つきも欧おう米べい人に負けていない。長めの髪を後ろで束ね、彫ほりの深い容貌は精せい悍かんで、人の目を惹ひきつける。

　流りゆう暢ちような英語を話し、フランス語、中国語まで堪たん能のうだ。あらゆるゲームに精通していて、国籍を問わず客たちに人気があった。

　大勢いるディーラーの中でも彼は目立っているし、カジノにとって貴重な人材だということは、ケインも知っている。

　分からないのは、彼のこの黒い瞳で見られると、妙みように落ち着かない気分になることだ。

　ホテルには世界各国から人がやってきて、東洋系の客も珍めずらしくはない。だいたい自分も同じ色なわけだし、黒い目など見慣れているはずなのに。

　それでもなぜか、彼と目が合うたびにどきりとさせられるのだ。そういうおかしな反応に気づかれたくなくて、ケインはビジネスライクな表情を貼はり付けた。

「今日は休みじゃなかったか、リュウ？」

「日本から団体客が来るっていうんで、フロアマネージャーに呼ばれたんだ」

「ああ、そうか。ご苦労さん」

　日本にはカジノが合法化された場所がないから、日本人はカジノに慣れていない。さらに言葉の問題があって、テーブルゲームをやるのは気き後おくれするらしい。

　その点、日本語を話す竜崎がディーラーに入ると、大いに喜ばれるのだ。

「どこのテーブルに入るんだ？」

「ブラックジャックの一番だ。初心者連中を気持ちよく遊ばせてやるさ」

　ウィンクする彼に、つい笑ってしまう。

　本職のギャンブラーは別にして、大抵の客は楽しむためにカジノにやって来る。金を賭けた勝負のスリル。日常とは違ちがう独特の雰ふん囲い気き。竜崎はそういう場を作るのがうまかった。

　勝てば楽しいのは当然だが、負けて金をスっても、『また来たい』と思わせる。

　団体客は観光が主だし、さほどギャンブルで金を使わない。だが楽しく『遊ばせてやる』ことで、気分よく国へ帰っていく。そうやって評判を上げ、アジア系の金持ちを呼び込むのも、ホテルには重要なファクターだった。

「リュウは人を楽しませるのが得意だからな」

「お褒ほめに与あずかり、光栄だ」

　竜崎が胸に手を当て、古めかしい礼を取る。ちょっとキザな仕草も、彼がやるとカッコよく見えるから不思議だ。　>>>♥

　彼にはディーラーの黒い制服がよく似合う。物もの腰ごしも優ゆう雅がで、声を荒あらげたり怒ったりする姿を見たことがない。

　穏おだやかな微笑を浮うかべた、ポーカーフェイス。

　ギャンブラーではないケインには、彼の心の内はまるで読めそうにない。だから時々、彼が感情を表に出したところが見たくなってしまう。

　でもそんな風に思うのは、まったくもって不合理だ。いいディーラーの条件は、どんな時も冷静でいることなのだから。

　ケインは軽く咳せき払ばらいをして、自分も冷静な声を出した。

「ブラックジャックに入るなら、知らせておくことがある。今朝入った情報で…」

　ケインが言いかけた時、怒ど鳴なり声が聞こえた。声の出所はルーレットのほうだ。男二人の揉もめ事が大きくなったらしい。

　ケインは舌打ちした。

「悪い、またあとで」

　竜崎に手をあげ、素す早ばやく声がしたほうへ向かった。

　揉めている二人はルーレットテーブルの傍そばにいたが、ゲームには参加していないようだ。たまたまそこで喧けん嘩かが勃ぼつ発ぱつしたらしい。

　顔を見れば、まだ若かった。服装からして、ちょっと遠出をして遊びに来た大学生という感じである。

　カジノに入れるのは二十一歳以上と決められているので、ようやく年ねん齢れいに達したというところか。一人はハンバーガーを食べすぎたような大きな身体からだにアロハシャツを着て、一人は瘦やせてメガネをかけていた。

「お客様、何かありましたか？」

　静かに声をかけると、アロハシャツのほうが振り向いた。

「あんた、誰だれ？」

「私はこのホテルの者です。問題があるようなら、別の場所でお話をうかがいますが」

　さりげなく二人をテーブルから離はなそうとしたが、アロハ男は動かなかった。

「問題なんかないよ。こいつがイチャモンをつけてるだけだ」

　すると、メガネのほうが声を荒げた。

「イチャモンってなんだよ！　お前が彼女に手を出すから…！」

「なんだと？　彼女は俺のもんだ！」

　ケインは二人の間に割って入った。どうやら、ゲームのことで熱くなっているのではなく、女性のことで揉めているらしい。

「お二人とも落ち着いて。ここではほかのお客様のご迷めい惑わくになるので、どうぞこちらへ」

　双そう方ほうの腕を取って誘ゆう導どうしようとしたところ、メガネ男がその腕を振り払はらった。

「彼女をお前なんかに渡すもんか！」

　そう言うなり、止める間もなくアロハ男の顎あごにパンチを見み舞まう。アロハ男はもんどりうって、後ろのテーブルに激げき突とつした。

　そこにはちょうどツキのある客が積み上げたチップと、ウイスキーのグラスがあり、衝しよう撃げきで両方が床ゆかに飛び散る。

　悲鳴とグラスの割れる音が交こう錯さくした。

「やめろ！」

　さらに飛びかかろうとするメガネ男を、後ろから羽は交がい締じめにして取り押さえた。すると今度は、アロハ男が飛びかかってきた。

　正面から体当たりされた格好で、もろともに床に倒たおれた。二人分の体重をまともに受けて、身動きが取れなくなってしまう。

　その時、目の端はしの動きに気がついた。

　黒い野球キャップをかぶった男が、床に散らばったチップを拾っている。素早い動きで、それをジャケットの裏ポケットに入れていく。

　明らかに、好意で拾っているわけではなさそうだ。

「そこの黒いキャップ！　馬ば鹿かな真似まねはやめておけ！」

　ケインが怒鳴った瞬しゆん間かん、野球キャップの男は弾はじかれたように逃にげ出した。

「待て！」

　男たちの身体の下から脱だつ出しゆつしようともがいたが、ケインを下した敷じきにしたまま、二人はまだ組み合っていた。暴れる片方の肘ひじが口元に当たるし、足は蹴けられるし、喧嘩はしばらく収まりそうにない。

「くそっ」

　二人の手足を避けつつ、無線に連れん絡らくを入れた。

「フォックス、黒い野球キャップだ。出口で捕つかまえろ」

　ケインは渾こん身しんの力でのし掛かかる背中を押しのけ、なんとか下から這はい出した。身体を入れ替かえると同時に、上に乗っているアロハ男の腕をねじ上げ、二人一いつ緒しよに組み伏ふせる。

「いい加減、おとなしくしろ！」

　全身で押さえつけながら、援えん護ごを求めて警備員を捜さがす。すると驚おどろいたことに、野球キャップの男がこちらに戻もどってくるのが見えた。

　後ろには竜崎がいて、がっちり男の腕を摑つかんでいた。

「こいつを捜してるか？」

「リュウ…！」

　ケインは目を瞬またたいた。

「捕まえてくれたのか？」

「俺の懐ふところに飛び込んできたんだ」

　にやっとして、野球キャップを頭から取り上げる。

「ここで問題を起こすのはやめといたほうがいいぞ、坊ぼうや」

　現れた顔はまだ若く、喧嘩していた二人と同じくらいの年齢だ。そこでようやく警備員のチームが到とう着ちやくし、ケインは二人組と野球キャップの男を引き渡わたした。

「ありがとう、助かった」

　礼を言うケインと目を合わせ、竜崎が微笑ほほえんだ。

「役に立ててよかった」

　またも心臓がどきりとしてしまう。ケインはそれをなんとか抑おさえつけた。

「協力は嬉うれしいけど、中には危険な連中もいるから気をつけてくれ」

「大だい丈じよう夫ぶ。これでも俺は場数を踏ふんでる」

「それでも、こういうのは俺たちの仕事だ。もしリュウに何かあったら…」

　変なことを言いそうになり、急いで次に続く言葉を考える。

「カジノにとって大きな損失だから」

「それはどうも」

　竜崎がふと眉まゆを寄せた。

「俺のことより、ケインは大丈夫か？」

「え？」

「これはアザになるぞ」

　先ほどアロハ男の肘が当たった口元を、彼の指がすっと撫なでる。

「せっかく綺き麗れいな顔なのに」

「な…」

　今度は心臓が跳はね上がり、かっと身体が熱くなってしまう。ケインは慌あわてて彼の指から逃のがれた。

「お、男に綺麗ってことはないだろ」

「そうか？」

「そういうのは女性に言えよ」

「日本じゃ性別に関係なく、綺麗なものは素す直なおに称しよう賛さんするものなんだ」

「噓うそつけ。日本人はシャイだから、そういうことは滅めつ多たに言わないと聞いたぞ」

「…くわしいな」

「俺にもサムライの血が入ってるからね」

　竜崎がおもしろそうに眉を引き上げた。

「サムライの血か」

「子供の頃ころ、よく母にそう言われてたんだよ。俺は日本に行ったことはないけど」

「サムライの故郷に行きたくなったら、俺に知らせてくれ。案内するから」

　にっこり笑ってウィンクされて、また心臓が暴れ出す。

　こんなことを言われたからといって、いちいち喜んでいては駄だ目めだろう。これは話の流れから出た、単なる社交辞令なのだ。

　彼の笑え顔がおも等しく客に向けられているもので、ケインが特別なわけではない。綺麗だとかいう言葉も。

　ケインは一つ息を吐はいて心を落ち着けた。

「休きゆう暇かの話より、仕事の話が先だ」

「ああ、さっき話が途と中ちゆうだったな。なんだ？」

「ほかのカジノから連絡があった。ここ数日、カウンティングをするグループが出しゆつ没ぼつしてるらしい」

　カードカウンティングは、ブラックジャックの必勝法として知られている。ブラックジャックはカードを引いて、合計点が二十一に近いほうが勝つ。数がオーバーすればバーストとなって、負けになる。

　絵札はすべて十と数えるため、勝負を分ける重要なカギだ。カウンティングは場に出たカードを数えることで、次に来るカードを予測する。

　かなりの記き憶おく力がないとできないし、厳密に言えば違い法ほうではないのだが、これをやっている人はカジノからすみやかに退去してもらう。

　かつて、とある優ゆう秀しゆうな大学生のグループが、これで荒あら稼かせぎをしたことがある。それ以来、カジノ側の目も厳しくなった。カジノには、不利益をもたらす客の入場を断る権利があるのである。

「日本の団体客は関係ないと思うが、一応、何かおかしな動きをする客がいたら知らせてくれ」

「分かった、気をつけておく。ケインも気をつけろよ。これ以上、その綺麗な顔を傷つけないように」

　笑って手を振ふり、竜崎はブラックジャックのテーブルへ歩き去っていった。

　彼の姿が見えなくなると、口から深い溜ため息いきが漏もれた。竜崎には見み抜ぬかれている気がする。彼の前だと、自分が変に動どう揺ようしていることを。

　分かっていて、からかっているのかもしれない。

　彼に対して心が騒さわぐのは、初めは同じ日本の血が流れているせいかと思った。あの黒い瞳ひとみに、親近感が湧わいているのかと。

　でもそれだけで、目が合うたびに心臓が跳ねたりするものだろうか。

　こういう感覚に覚えがないわけではない。何を隠かくそう、ケインの初はつ恋こいは、黒い制服がよく似合うディーラーの女性だった。

　当時ケインはジュニアハイスクールにいて、彼女は母の同どう僚りようだった。ずっと年上だったし、彼女にとってケインは年の離はなれた弟みたいな存在だったと思うが、会うたびにどぎまぎしていたものだ。

　確かにこれは、あの時の感覚に似ている。

　でもケインは今まで普ふ通つうに女性と付き合ってきたし、自分がゲイだと思ったことはない。あまり長続きしなかったのは認めるが、それは仕事が忙いそがしかったり、タイミングが悪かったりしたせいだ。

　竜崎の相手が女性なのも知ってるから、男は圏けん外がいだろう。

　だからこれは、ちょっとした錯さつ覚かくなのだと思う。たぶん自分は、ディーラーの制服に弱いのだ。彼にはすごく似合うので、憧あこがれのような感覚で気になっているに違ちがいない。

　それに今は、仕事が第一である。おかしな感情に振りまわされて、仕事に支障をきたすわけにはいかない。

　ケインは吹ふっ切るように首を振り、監かん視し室へ向かった。
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　監視室の隣となりに、小さな部屋がある。置いてあるのは椅い子すと机だけ。いわゆる、警察の取り調べ室と同じような形状だ。

　野球キャップの男のジャケットを調べると、裏ポケットから五百ドルのチップが三枚に、百ドルのチップが四枚見つかった。高額チップだけを選んで拾っていたのだろう。確たる証しよう拠こを見つけてから、この部屋に連れてきた。喧けん嘩かしていた二人と一いつ緒しよに。

　覗のぞき窓から部屋の中を見て、監視チームのボスであるハモンドが首を傾かしげた。

「どうして三人いる？」

「チップを取った奴やつと、喧嘩した二人です」

「喧嘩だけなら、あっちの二人は追い出すだけでいいんじゃないか？」

「それが、これを見てください」

　ケインはモニターの前へハモンドを連れていった。フォックスに合図すると、一つのモニターに一時間ほど前の映像が流れ出した。

「彼らが店に来た時です」

　それは入口に設置されたカメラで、三人が一緒に入ってくるところが映っていた。何事か話し合ってから、二手に分かれる。

「そしてこっちが、喧嘩が始まった時」

　映像がルーレットテーブルに切り替かわり、二人の言い合いが始まった。ケインが登場し、殴なぐられた男がテーブルに激げき突とつする。

「手元をアップにしてくれ」

　スローで同じ場面を繰くり返す。テーブルにぶつかると同時に、男の手が積まれたチップをはたき落とすのが、はっきり分かった。

　ハモンドが事の次し第だいを理解して頷うなずく。

「なるほど。連中はグルだったわけか」

「喧嘩騒さわぎにみんなが気を取られている隙すきに、チップを取って逃にげる作戦だったんでしょう。単純ですが、効果的な手ですね」

「まったく、馬ば鹿かな若造がいるもんだ」

「身元を調べると、三人とも同じ大学の学生でした。カジノに入れる年ねん齢れいに達したばかりで、夏休みを利用して遊びにきたようです」

「あんな連中が大学生とは嘆なげかわしいな」

　溜息をついたハモンドが、にやりとした。

「少々、お灸きゆうを据すえてやるか」

　二人はドアを開け、部屋に入った。机を挟はさんでハモンドが三人の前に座り、ケインはドアに寄りかかって立つ。

　大学生三人は、落ち着きのない様子できょろきょろ視線を泳がせていた。その中で、メガネの男は一番勇気があるらしく、舌で唇くちびるを湿しめらせてから口を開いた。

「喧嘩したのは確かに悪かったけど、なんでこんなとこに連れてこられたんですか？」

　ほかの二人をちらっと見て続ける。

「壊こわしたグラスなら弁べん償しようするし、そんなたいしたことじゃ…」

　ハモンドは返事をせず、しばらく沈ちん黙もくしていた。こういう沈黙が、相手の不安を増大させる。

　彼はさほど大きな男ではない。だが五十歳を超こえた今でも筋肉質の身体からだは衰おとろえず、見るからに頑がん丈じようそうだ。眼光は鋭するどく、顔つきは厳いかめしく、見据えているだけで相手に威い圧あつ感かんを与あたえられる。

　しばらく無言の圧力を与えたあと、ハモンドがおもむろに口を開いた。

「どいつだ？」

「え？」

「誰だれがこんな真似まねをしようと言い出した？」

「な、なんのことだか…」

「この街を作ったのが誰か、忘れているようだな」

「え…？」

「昔はカジノでイカサマをしたり、盗ぬすみをした奴をどうしたか知ってるか？」

　重々しく続ける。

「砂さ漠ばくの真ん中へ連れて行き、眉み間けんを撃うち抜ぬくんだ。あとはハゲタカが始末してくれる」

「そ、そんなこと…」

「もちろん、今はそんな真似はしない。お前らは五体満足でこのホテルを出る。しっかりカメラに映ってな。だがそのあと、お前らが忽こつ然ぜんとこの世から姿を消しても、俺たちは一いつ切さい関知しない」

　三人が青ざめるのが分かる。ハモンドが視線を野球キャップに向けた。

「今のところ、盗みをしたのは一人だけのようだ。すべての責任をお前がかぶるか？」

　すると、野球キャップが弾はじかれたように顔を上げた。

「じょ、冗じよう談だんじゃない。俺はやめようって言ったのに、こいつらが…」

「馬鹿、黙だまれ！」

「俺一人に全部押しつけるつもりか？」

「うるさい！　だいたいお前が捕つかまったりするから…！」

「お前らの芝しば居いがクサいからバレたんだ！」

　たちまち仲間割れを始める三人に、ケインは笑いを堪こらえた。

　軽い気持ちでやったことでも、盗みは立派な犯罪である。彼らの経歴には傷がつき、将来を潰つぶしかねない。

　ここで心底怖こわい思いをすることが、むしろ彼らのためなのだ。

「黙れ！」

　ハモンドが一いつ喝かつすると、三人はぴたっと口をつぐんだ。

「お前らを砂漠に連れて行くか、警察に突つき出すか、決める必要がある。ケイン、お前の意見は？」

　ケインは至し極ごく真面目まじめな声を出した。

「三人だと目立ちますし、後始末が面めん倒どうです。ここは警察に任せたほうがいいかと」

「ふん、お前は甘すぎる」

　ハモンドは不満そうに舌打ちした。

「仕方ない。だがもしまた、この街で悪さをするのを見かけたら…」

「二度としません！」

　口を揃そろえて三人が叫さけんだ。
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　ブラックジャックのテーブルで、竜崎がカードを配っている。これだけたくさんモニターがあるのに、いつも最初に目に入るのが彼だ。

　カードを配る、優ゆう雅がな手つき。凜りんとした立ち姿。いつからか、監かん視し室のモニターでこっそり彼を見るのが、ケインの密ひそかな楽しみとなっていた。

　目を合わせるわけではないので、変に動どう揺ようすることなくじっくり彼を見られるのは、監視チームにいる特権だろう。

　ストーカーしているつもりはないが、彼が女性といるところも何度か見た。仕事を終えた彼が綺き麗れいな女性をエスコートして、ホテルを出ていくところを。

　彼は人気者だし、当然ながら女性にももてる。不正を防ぐため、ディーラーが客と付き合うのは禁止されているが、彼が相手に困ることはないらしい。けっこう遊び人だという噂うわさも聞いたことがあった。

　確かに、見るたびに相手は違ちがう女性だったりしたが、だからといって遊び人とは限らないだろう。噂の真しん偽ぎのほどが分かるほど、彼のことを知らないのだから。

　従業員として、彼の情報は持っている。

　ここに勤めるようになったのは二年前。三十二歳、独身。出身は日本の東京で、就労ビザは取得済み。

　あと知っているのは、優ゆう秀しゆうなディーラーだということぐらいだ。

　ここに来る前は、アトランティック・シティのカジノにいたという。ホテル・メルビルのオーナーが彼を気に入って、引き抜いてきたらしい。

　知っていることを並べてみても、彼の実像は分からなかった。

　この二年間、同じ職場で働いてはいるが、竜崎とは特に親しいわけではない。偶ぐう然ぜん会った時に挨あい拶さつを交かわし、少し世間話をする程度である。あとは、モニターの中で見ていただけだ。

　泥どろ棒ぼうを捕まえる気き概がいがあることは、今日知った。綺麗だとかいう言葉を、さらりと言うところも。

　男の自分にまでああなのだから、やはり彼は噂通りの『遊び人』なのかもしれない。

　総合して考えると、ある意味竜崎は、ハモンドと対極にいる感じがする。

　見た目が怖くても、ハモンドはけっこう分かりやすい。気き性しようが激しく、自分にも他人にも厳しいが、弱い者には優やさしい。

　一度結けつ婚こんしたが、数年後に離り婚こん。くわしい理由は聞いていないが、仕事に没ぼつ頭とうしすぎるハモンドに、奥さんが業ごうを煮にやして出ていってしまったらしい。そのあとずっと独身を通しているのは、別れた奥さんを忘れられないからだと思う。

　そういう不器用なところも含ふくめて、彼はケインの理想であり、憧あこがれだ。

　一方の竜崎は、穏おだやかな微び笑しようを浮うかべていても、心の内は分からない。どこか捕とらえどころがなく、黒い瞳ひとみは謎なぞめいている。

　女性関係がルーズというのが本当なら、むしろ苦手なタイプのはずだ。それなのに、つい目が追ってしまうのはなぜなのだろう。

　ディーラーの制服が似合っているから？　それだけでは短たん絡らく的すぎる。

「なんだ、絶世の美女でも来てるのか？」

　後ろから声をかけられて、ケインは飛び上がりそうになった。

「後ろに忍しのび寄るのはやめてくださいよ、ボス」

「忍び寄ってなどいない。お前の注意が足りないんだろう」

　ハモンドが横に並んでモニターを覗のぞいた。

「お前が熱い視線を送ってたのは、どの娘こだ？」

「別に熱い視線など送ってません。フロアの状じよう況きようをチェックしてただけです」

「隠かくすことはない。俺も昔はよく惚ほれた女を見てたもんだ」

　ケインは目を丸くした。

「ボスがですか？」

「そんなに驚おどろくことか？」

「いえ、なんか想像できなくて」

「俺にも惚れた女くらいいたさ。彼女はディーラーの制服がよく似合ってて…」

「相手はディーラーの女性ですか？　でも奥さんは看護師さんだったんじゃ…」

「結婚前の話だ。監視チームの仕事を始めたばかりの頃ころだったな」

「その女性とは…？」

　ハモンドは肩かたをすくめた。

「モニターで見てるだけじゃ、何も変わらない。本気で好きなら、お前もここから出て行動することだ」

「だから、俺にそんな相手はいませんって」

　ケインは急いで話題を変えることにした。

「警察のほうはどうでしたか？」

「ああ、まったく、世の中には間ま抜ぬけがいるもんだ」

　ハモンドがしみじみと呟つぶやいた。

　例の三人の大学生は、警察に引き渡わたした。警官が現れると、彼らは『早く逮たい捕ほしてください！』と泣きつき、喜んで連行されていった。

　ここにいると、本気で殺されると思ったらしい。警官もハモンドのことはよく知っているので、にやにやしながら対応していた。

「なんでも、ほかのカジノでたまたま喧けん嘩かに出くわして、どさくさ紛まぎれにチップを拾ったところ、すんなり換かん金きんできたそうだ。それに味をしめて、自分たちで喧嘩を演出することにしたんだろう」

「実行犯に逃にげられていたら、共犯を証明できなかったかもしれませんね。リュウが捕まえてくれたおかげです」

「ああ、竜崎か」

　ケインはハモンドの表情を窺うかがった。

「ボスは彼のことをどう思います？」

「あまり話したことはないが、よく分からん男だな」

「ボスにも分からないことがあるんですか？」

「当たり前だろう。ただあいつは、見かけとは違う感じがする。まあ、ディーラーとして優秀なのは認めるが」

　ハモンドは人を見る目にも長たけている。その彼が分からないとは、竜崎のポーカーフェイスはたいしたものだ。

　でも見た目と違うというのは、どう違うのだろう。

「それよりお前、連中が共犯だとよく気づいたな」

　話が竜崎から三人の大学生に戻もどり、ケインは慌あわてて頭を切り換かえた。

「二人が組み合って床ゆかに倒たおされた時、わざと俺を動けないようにしてるようだったんで、おかしいと思ったんです」

「全員を捕つかまえられたのはお前の手て柄がらだな」

「いえ…」

　ケインは溜ため息いきをついた。

「あんな騒さわぎになる前に収めるべきでした。すみません」

「あれはお前が来るのを待って、わざと騒ぎを起こしたんだ。防ぎようがない。まあこれで、連中も懲こりただろうよ」

　肩をすくめるハモンドを、ケインは見つめた。

　実は彼が三人のために、警察に口くち添ぞえしたのを知っている。カジノからは被ひ害がい届を出さないと伝えてあるから、今回はお説教だけで帰されるだろう。

　ハモンドは彼らの経歴に傷が残らないよう、配はい慮りよしたのだ。

「なんだ？」

「いえ、砂さ漠ばくで眉み間けんを撃うち抜ぬくって話を聞いたのは、何度目だったかと思って」

「馬ば鹿かな連中には、あれが一番効くのさ。楽して金を盗ぬすむのと、命の重さを天てん秤びんにかけられるからな」

「おかげでボスは、マフィアの殺し屋だとか噂されてるみたいですよ」

「いいじゃないか、うちのカジノで悪さをする奴やつがいなくなる」

「でもあんまり無む茶ちやはしないでください。もうそんなに若くないんですから」

　ハモンドは嫌いやな顔をした。

「お前こそ、監かん視し室に寝ね泊とまりしてると噂されてるぞ。今日はもう帰れ」

「俺は若いので大だい丈じよう夫ぶです」

「いいからさっさと帰れ、命令だ。お前が身体からだを壊こわしたりしたら、あの世でサラにあわせる顔がない」

　サラというのは母のことである。

　母はディーラーを引退したあと、郊こう外がいで小さなカフェをやっていたのだが、三年前に交通事故で死亡した。

　車で家に帰る途と中ちゆう、酔よっぱらい運転の車に衝しよう突とつされたのだ。母の車は横転し、病院に運ばれた時にはもう息がなかった。

　ハモンドが離婚したあと、母は彼と付き合うんじゃないかと思っていた。お互たがいに好き合っているように見えたからだ。

　彼が父親になるのなら、ケインも喜んで応おう援えんするつもりだったが、二人は結局友人のままだった。

　それでもハモンドが母を大事にしていたのは分かったし、母の死を知った時、誰だれより悲しんでいたのを知っている。

　だからこういう場合、母の名を出されると弱いのだ。

「分かりましたよ。あとはよろしくお願いします」

「早く行け」

　ひらひらと手を振ふるハモンドに溜息をつき、ケインはもう一度モニターをチェックした。もう揉もめている客もなく、カジノは平へい穏おんだ。竜崎のテーブルも。

　ふと思う。ハモンドもこんな風に、モニターの中の誰かを見つめていたのか。好きな相手を、ただ見守るだけで過ごした日々。

『好きなら、ここを出て行動しろ』

　いや、竜崎は男性だし、自分はハモンドとは違ちがう。たぶん、違うはずだ。ケインはモニターから目を引きはがし、監視室を出た。










　カジノフロアに隣りん接せつしたホテル・メルビルのバーは、カジノと同じく二十四時間営業である。夜が更ふけるにつれ、ラスベガスはさらに輝かがやきを増していく。

　子供連れの観光客が姿を消し、夜は大人たちの時間だ。

　深夜を過ぎてもケインは家に帰る気にならず、バーのカウンターでウイスキーを飲んでいた。ケインは車で十分のところに部屋を借りていたが、帰っても一人だし、特にやることもない。

　ハモンドの言った通り、ケインはほとんど監視室かカジノフロアにいて、家には寝に帰るだけである。

　仕事している時間は好きだ。自分にはすべきことがあり、いるべき場所があり、余計なことを考える暇ひまはない。

　一人になると、居場所がないように感じることがある。

　母が死んで、家族ももういない。ハモンドが唯ゆい一いつの家族のようなものだが、彼は職場の上司でもある。

　改めて、仕事以外、自分には何もないことを思い知らされてしまう。

　幼い頃ころ、母の職場のカジノホテルにいれば、寂さびしいと感じなかった。だからどこへ行こうと、結局はここへ戻ってきてしまうのかもしれない。

「もう一いつ杯ぱい」

　馴な染じみのバーテンダーに注文したところで、隣となりに誰か座る気配がした。

「俺にも同じものを」

　顔を振り向けてどきっとする。そこにいたのは、竜崎だった。

「リュウ…」

「珍めずらしいな、ここで飲んでるなんて」

　彼はディーラーの制服から私服に着き替がえていた。薄うすいブルーのシャツにジーンズというラフなスタイルである。

　でも心臓が跳はねるのは変わらない。髪かみを下ろし、普ふ段だんと違う感じの姿に、むしろ余計に目が惹ひきつけられるようだ。

「一いつ緒しよに飲んでもいいか？」

「も、もちろん。リュウも今日はあがりか？」

「団体客が引き上げたから、やっと俺もお役ご免めんだ」

「そうか」

　彼はよく仕事のあとに飲みに来たりしているのだろうか。仕事以外で、こんな風に彼と会うのは初めてである。

　彼は誰にでも気さくに声をかけるし、たまたまケインを見かけたから隣に座ったのだろう。深い意味などないに違いない。

　でもハモンドに言われたことが頭に浮うかび、変に意識してしまう。

『ここを出て行動しろ』

　ケインは彼と目を合わせるのを避さけ、グラスに視線を落とした。

「さっきはありがとう」

「え？」

「チップ泥どろ棒ぼうを捕まえてくれただろう」

「ああ」

　竜崎は軽く肩かたをすくめた。

「連中はどうした？」

「連中？」

「喧けん嘩かした二人とグルだったんだろう？」

　思わず彼の顔を見てしまった。

「気づいてたのか？」

「殴なぐられた奴がテーブルにぶつかった時、わざとチップを落とすのが見えた。そのあと盗んだとすれば、偶ぐう然ぜんとは思えない」

「目ざといな、リュウ。監視チームに向いてるかも」

　竜崎が笑った。

「またチップ泥棒が出たら任せてくれ」

「あんな馬鹿をやる連中は滅めつ多たにいないさ。あの三人はボスがお灸きゆうを据すえたから、もう懲こりたと思うし」

「ミスター・ハモンドか」

　竜崎がかすかに眉まゆを寄せた。

「彼が元マフィアの殺し屋だっていうのは本当か？」

　ケインはぶっと吹ふきだしていた。

「ただの噂うわさだよ。あれで本当は優やさしい人なんだ」

「そうか？　怒おこらせるとすごく怖こわそうだぞ」

「確かに怖いけど、理り不ふ尽じんに怒ったりはしない。本気でぶつかれば、ちゃんと応こたえてくれる。困った時は誰より頼たよりになるし」

「くわしいな」

「俺には父親みたいな人だから」

「…父親？」

　ケインははっとした。アルコールのせいか、口が軽くなっている。ケインとハモンドが古くからの知り合いだというのはまわりに知られているが、『父親』というのは言い過ぎだろう。

　ケインが勝手にそう思っているだけなのだから。

「子供の頃から知ってるっていう意味だ。彼は母がディーラーをやってた頃からの知り合いで、何かと世話になったんだ」

「お母さんはディーラーだったのか」

「とっくに引退したけどね。ボスは一人で俺を育ててる母の苦労を知ってたから、俺たちの面めん倒どうを見てくれてたんだと思う」

「実のお父さんは亡なくなったのか？」

「母にはそう聞かされてる。でも本当のところは分からない。生まれる前の話だから、俺は父が誰かも知らないんだ」

「そうか」

　竜崎はそう言ったきり沈ちん黙もくした。いつもの穏おだやかな微笑が消えて、不可解な表情をしている。

　ケインは少々バツが悪くなった。彼が感情を表したところを見たいとは思ったが、同情されたかったわけではない。

「もう父親を欲しがる年でもないし、誰だれなのか知りたいとも思わないよ。変な話をして悪かった」

　わざと明るく言うと、竜崎が首を振った。

「親を知らない気持ちは分かる」

　ふっと息をつき、静かな声で言う。

「俺にも家族はいないから」

　ケインはどきっとして、彼の顔を見つめてしまった。

「…ご両親は亡くなったのか？」

「さあな。俺は施し設せつで育った。赤ん坊ぼうの頃に病院に捨てられていて、親がどこの誰かも分からない」

「え…」

　いきなりな話の展開に呆ぼう然ぜんとしてしまう。プライベートでする初めての会話にしては、ヘビーすぎるのではないだろうか。

「ご、ごめん」

「何を謝る？」

「つらい話をさせて…」

「俺が勝手に話したんだろう。つらい話をさせたのはお互たがい様だ」

「でも俺には母がいたし、リュウのほうがずっと…」

「お母さんは健在か？」

「それが、三年前に交通事故で…」

「そうか…」

　竜崎が手を伸のばし、ケインの頭を撫なでた。　>>>♥

「お互い、クリスマスは楽でいいな」

　胸が締しめつけられるような感覚がする。

　母が死んだあと、家族がいなくなった心細さを痛感した。でも竜崎には、初めから誰もいなかったのだ。

　心を読ませない、穏やかな微笑のポーカーフェイス。それは、どんな風に身についていったのか。

　ホテルでは様々なイベントやパーティーが行われる。その中でも、クリスマスは一番華はなやかだ。

　でもクリスマス・パーティーで彼の姿を見た覚えがない。あのハモンドですら、サンタに扮ふんしたことがあるのに。

　彼はいつも一人で過ごしているのだろうか。

　家族がいない寂しさは、クリスマスの時期になると特に身に沁しみる。クリスマスは、家族で過ごすものだから。

　竜崎は何度、そういう気持ちを味わってきたのだろう。

　彼の黒い瞳ひとみに惹きつけられてしまうのは、どこか自分と同じものを感じ取ったせいなのかもしれない。

　その中にある、孤こ独どくを。

　ケインは頭の上の彼の手を、がしっと摑つかんだ。

「リュウはスタッフのクリスマス・パーティーにも参加してないよな」

「特に強制じゃないだろ？」

「違ちがうけど、ホテルの従業員はみんな家族なんだ。リュウも家族の一員なんだから、サボってたら駄だ目めだ」

「…そうか？」

「そうだよ。これだけの大家族だと、楽なんかできないぞ」

「なるほど。そういう考え方もあるか」

　竜崎が再び微笑を浮かべた。いつもより、少し温かな顔で。

「じゃあ、今年はプレゼントを奮発するか」

「家族の分だけでも山ほど買わないと」

「ケインは何が欲しい？」

「え…」

「家族用のプレゼントは買ったことがないから、何を贈おくればいいか分からない」

「気が早いな。まだずっと先の話だろ」

「じゃあ、思いついた時に教えてくれ。サンタにお願いするつもりで」

　ケインは思わず笑ってしまった。

「この年でサンタって…」

「なんなら、膝ひざに乗ってもいいぞ」

「遠えん慮りよしておく」

　冗じよう談だんに笑いながらも、なんだか浮かれた気分になった。半年も先のクリスマスのことを、今から楽しみに思うとは。こんな気持ちは、子供の頃ころ以来かもしれない。

　そこで、まだ彼の手を摑んでいたことに気づき、慌あわててぱっと手を放した。竜崎はけっこう気軽にスキンシップをするタイプだと思う。だから特に気にしてないとは思うが、照れくささを隠かくすために口を開いた。

「そうだ、リュウのほうこそ何が欲しい？」

「俺か？」

「リュウがサンタに何を願うのか想像できない」

「願ったことがないからな」

「願うとしたらなんだ？」

　食い下がると、竜崎は考えるように顎あごに手をやった。

「そうだな、俺は…」

　彼が言いかけた時、後ろから女性の声が割り込んできた。

「すみません！　この男性を見ませんでしたか？」

　二人の間から手を伸ばし、スマートフォンの画面をバーテンダーに見せる。バーテンダーはしばらく画面を見たあと、首を振ふった。

「見てませんね」

　女性が明らかに落らく胆たんの表情を見せる。ケインは思わず声をかけていた。

「何かありましたか？」

　女性が振り向き、今度は彼らに画面を見せた。

「夫を捜さがしてるんです」

　画面には、五十歳前後の男女の写真が映し出されていた。バックにはラスベガス郊こう外がいの見所の一つ、フーバーダムが映っている。精力的に観光に行っているのだろう。

　二人とも幸せそうに笑っていて、いかにも仲のいい夫ふう婦ふという感じがした。

「旦だん那なさんがいなくなったんですか？」

「私たち、二十回目の結けつ婚こん記念日のお祝いで、初めてベガスに来たんです。いつもは山や海に行くんですけど、記念だから少し冒ぼう険けんしようって。目的はギャンブルというより、街の雰ふん囲い気きを楽しむつもりで…」

　不安のせいなのか、話し始めたら止まらない。ケインは話を本題に戻もどすべく、口を挟はさんだ。

「それで、旦那さんがいなくなったのはいつですか？」

「あの、私、今日は疲つかれてしまって、夕飯のあと九時過ぎには休んだんです。十時頃に一度目が覚めたら、夫がいなくなっていて…。電話もつながらないし」

「たぶん奥さんが休んでいる間に、少しゲームでもしてるんでしょう」

「深夜を過ぎても戻ってこないから、心配になってカジノにも行ってみましたが、いませんでした」

「ほかにもカジノはありますし、街を散策してるのかもしれません。ここは夜でも明るいですから、心配はいりませんよ」

「でも、こんな風に連れん絡らくがとれないのは初めてなんです。夫はお酒を飲むとすぐ寝ねてしまうほうだし、夜遊びとかする人じゃありません。明日あしたは早く出て、グランドキャニオンのツアーに行く予定なのに」

　その必死な表情を見て、頭が仕事モードに切り替かわる。ここはラスベガスで、いい年した大人が数時間いないくらいでは事件にならない。

　でも、夫婦には特別な絆きずながあって、奥さんが何かを感じ取ったとも考えられる。虫の知らせ、というのは案外馬ば鹿かにならないのだ。

「とりあえず落ち着いて。そんなにご心配なら、旦那さんの足取りを追ってみましょう」

「あの、あなたは？」

「このホテルの監かん視しチームにいるニコルズという者です。何か分かったら連絡するので、お部屋のほうでお待ちいただけますか？」

「ほんとに夫を捜していただけるんですか？」

「それが仕事ですから」

「あ、ありがとうございます！」

　ほっとした顔で、ぎゅっとケインの手を握にぎる。ケインは夫の写真を自分のスマートフォンに送ってもらい、女性を部屋へ帰した。

　監視室へ戻る前に、カジノのフロアマネージャーである、アトキンズにも一応確かく認にんした。アトキンズは四十代半ばで、若い頃からホテル・メルビルで働いてきた男だ。

　仕事は真面目まじめにやるタイプで、その日も夕方から勤務についていたが、写真の男のことは覚えていなかった。

「これからの時間帯は客の人数も減るし、気をつけて見ておこう」

「彼を見かけたら連絡ください」

「分かった。君はまだ仕事なのか？」

「これが終わったら帰ります」

「早く見つかるといいな」

「ええ」

　アトキンズと別れて監視室へ向かおうとすると、なぜか竜崎もついてくる。ケインは首を傾かしげた。

「あとは俺の仕事だから、リュウはバーに戻って飲んでてくれ」

「いや、ちょっと気になることがある。一いつ緒しよに行ってもいいか？」

「別にいいけど」

　何が気になっているのだろう。監視チームに向いてる、と言ったから、興味が湧わいたのだろうか。

　でもなんとなく、まだ彼と一緒にいられるのは嬉うれしいように思う。せっかく少し親しくなれた気がするのだから。

　監視室に入ると、フォックスの交代で入ったエドワーズが目を丸くした。

「あれ？　今日は帰ったんじゃないのか？」

「下で飲んでたんだが、仕事が入った。ボスは？」

「ヤボ用とかで外へ出てる。呼び出すか？」

「いや、その必要はないよ。ただの人捜しだから」

「人捜し？」

「この男性を顔認識で捜してくれ」

　データを送ると、エドワーズがそれをモニターに出した。

「ビリー・スコット、四十八歳。ベガスには初めて来た」

「どこを捜す？」

「まず今日の九時以降、出入り口近辺だ」

「了りよう解かい」

　コンピューターが仕事をしている間、竜崎は後ろに控ひかえていた。彼を見たスタッフが気軽に声をかけ、彼もそれに応こたえている。

　どうやら、みんなと親しくしているらしい。彼には友人も多く、人気者だ。どこにいても、すぐ人に囲まれる。

　でもほかのみんなは、彼の生おい立ちを知っているのだろうか。その瞳ひとみの奥に隠された、孤こ独どくを。

　ふいに竜崎と目が合って、にっこり微笑ほほえまれてしまう。どきっと心臓が跳はね上がり、ケインは慌てて目をモニターに戻した。

　彼を見ているのがバレただろうか。バーでは照明が暗かったから、あまり意識しないですんだのに。モニターではなく、実物と目が合うのは心臓に悪い。

　だいたい、仕事中に何を考えているのか。ちょっと話ができたからといって、ほかのみんなに優ゆう越えつ感を持ってどうするのだ。

　でも今度は、彼に自分が見られているような気がする。背中に感じる、射い貫ぬくような視線。目を合わせなくても、変に鼓こ動どうが早まるような…。

「見つけたぞ」

　エドワーズの声で、ケインはほっと息をついた。

「どこだ？」

「九時二十八分に、正面ゲートから出てる」

　モニターに、ビリーと思われる人物がホテルの外へ出て行く姿が映し出された。次に玄げん関かん前のカメラに切り替わり、彼がタクシーに乗り込むのが見える。

「車でダウンタウンのほうへ向かったようだ」

「そうか、ありがとう」

　少なくとも、ビリーは誘ゆう拐かいとかされたわけではなく、自分で出ていったのが分かった。やはり、奥さんの目を盗ぬすんで遊びに行ったらしい。

　朝になったら、ひょっこり帰ってくるのではないだろうか。

「なんだ？　こいつ、何かやらかしたのか？」

「いや、奥さんが捜してる」

「夜遊びするにも奥さんの許可がいるなんて、大変だなあ」

　同情するように言うエドワーズに首を振ふった。

「ちょっといなくなっただけで、これだけ心配してもらえるんだ。愛されてる証しよう拠こだろう」

「うーん、そうか、幸せ者とも言えるか」

「そう、幸せな男だろ」

　その幸せな夫のことを、なんて報告するか考えなければ。とりあえず朝まで待ってみて、それでも戻らなければ警察に届けましょう、と提案するべきか。奥さんが一人で闇やみ雲くもに捜しまわったりしないように。

　すると、竜崎が急に口を開いた。

「今日の六時頃、ブラックジャックの二番テーブルを映してくれ」

　ケインは驚おどろいて振り向いた。

「どうしたんだ、リュウ？」

「隣となりのテーブルで彼を見た覚えがある」

　彼が真しん剣けんなのを見て取り、ケインはエドワーズに合図した。

「やってくれ」

「了解」

　まもなくして、その時間の二番テーブルが映し出された。

　確かにそこにビリーがいる。別行動だったらしく、奥さんは傍そばにいない。でも隣に座ったブルネットの若い女性と何やら親しげに話しながら、ゲームを楽しんでいるようだ。

　しばらくするとその女性がテーブルを離はなれた。入れ替かわりのように奥さんが現れる。彼を呼びに来たようで、残ったチップを集めて一緒に立ち去っていく。

「これは行方ゆくえ不明になる前だろう？」

「隣の女性がテーブルを離れるところを、もう一度」

　エドワーズが言われた通りにする。スローにすると、女性が立ち去り間ま際ぎわ、何やら名めい刺しのようなものをビリーに渡わたしたのが見えた。

「これは？」

「まだ分からない。でもこの女性のことは知っている」

「誰だれだ？」

「ブルーキャットという店のダンサーだ」

　ケインは目を瞬またたいた。

「それって、ダウンタウンのストリップクラブだろ」

　ではビリーはこの女性に誘さそわれて、そのクラブへ行ったのか。奥さんに隠かくれてこっそり行った理由も頷うなずける。

「奥さんには言えないな」

「でもあそこ、なんか評判がよくないぜ」

　エドワーズが首を振り向けた。

「慣れてない観光客から、ぼったくってるって。ヤバい写真とか撮とられるから、奥さんや恋こい人びとにバラされたくなくて、泣き寝ね入いりしてる客も多いって噂うわさだ」

　ケインは思わず頭を抱かかえた。

「そんなことになってたら、ますます奥さんに言えないぞ」

「俺が様子を見てこよう」

　至し極ごく冷静な竜崎の声に、ケインはぎょっとした。

「クラブに行くつもりか？」

「俺なら客として行っても怪あやしまれない」

「でも、危ない状じよう況きようかもしれないだろう」

「店に入って、ビリーが無事かどうか確認するだけだ。ヤバそうだったら連れん絡らくする」

　そう言い残し、出口へ向かう。

「ちょっと待ってくれ」

　ケインは慌あわてて彼を呼び止め、エドワーズのほうへ首を振り向けた。

「三○五号室のミセス・スコットに、ミスター・スコットは無事だが、行き先を捜さがしてると伝えてくれ。朝には報告できるから、あまり心配しないようにと」

「了解」

　指示を出してから、竜崎を追いかける。

「俺も行く」

「お前はここの監かん視しチームのサブリーダーだ。向こうにも知ってる奴やつがいるかもしれない」

「俺は非番で、友人とちょっと息いき抜ぬきに行く設定ならどうだ？」

　竜崎がおもしろそうに眉まゆを引き上げた。

「友人とストリップクラブで息抜きか」

「男同士なんだし、別におかしなことじゃないだろ」

「そうだな」

「じゃあ、俺の車で行くぞ」

「お前は酒が入ってるだろう」

「う…」

「俺はほとんど飲んでないから、俺が運転する。まずはお前の家に行こう」

　いきなりの言葉に、どきっと心臓が鳴った。

「な、なんで？」

　竜崎がスーツを着たケインの上から下まで視線を走らせる。

「友人としての提案だ。ストリップクラブに行くなら、もう少しラフな格好で」
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　ケインはいったん家に送ってもらい、Ｔシャツとスポーツジャケットに着き替がえた。戻もどってくると、運転席にいた竜崎が口元を引き上げる。

「なんだよ」

「いや、そういう格好をしてると若く見えるな」

「悪かったな」

「別に悪くない。よく似合ってる」

「それはどうも」

　ケインはぶすっとして助手席に収まった。若く見える、というのは、ガキっぽく見える、というのと同意語だ。

　仕し事ごと柄がら、そう見えないように努力してきたが、竜崎にまで言われてしまった。

「同じ日本の血が流れてるのに、なんでリュウは体格がいいんだ」

「さあ。先祖のどこかで、同じアメリカの血が流れてるのかもしれないな」

　ケインははっとして、目を伏ふせた。

「ごめん」

「ただの冗じよう談だんだ。気にするな」

　竜崎はダウンタウンへハンドルを切り、ブルーキャットに向かった。近くに来ると車を停とめ、歩きながら店を探す。

　入口の上に青い猫ねこのネオンが輝かがやいていたので、すぐに分かった。

「まずは女性たちを見て、楽しんでいる振りをしよう。いきなり客を探しまわると怪しまれる」

「分かってるよ」

　すっかり竜崎に主導権を握にぎられていたが、ここは従うことにした。実際のところ、ケインはあまりこういう店に来たことがない。

　竜崎はどうなのだろう。ダンサーを知っているということは、この店に来たことがあるということだ。

　彼は相手に困っていないし、ストリップクラブに通っているところなど、あまり想像できないのに。

　ドアの前にはがっしりした大男が立っていて、客のチェックをしている。ケインと竜崎は入場料を払はらって中に入った。

　フロアは思っていたよりも広く、色とりどりの照明が輝いていた。真ん中にステージがあり、金きん髪ぱつの女性が音楽に合わせ、ポールに摑つかまって踊おどっている。身につけているのは、布地の少ないビキニとハイヒールだけだ。

　ダンサーはチップをくれた客の前でしばらく踊り、また移動していく。女性の足元に群がる、男たちの群れ。

　竜崎は慣れた感じで飲み物を注文し、のんびりダンサーを眺ながめていた。表情を窺うかがっても、何を考えているかは分からない。

　ケインは女性を見る振ふりをしつつ、できる限り男たちの顔をチェックした。ステージの傍にビリーはいないようだが、隅すみのほうは暗がりだし、遠目では顔が識別できない。

「彼を捜すなら、店内を見てまわらないと」

　竜崎が軽くステージを指し示した。

「彼女をよく見ろ」

「え？」

　ケインは改めてダンサーに目をやった。ライトを受けて白い肌はだが輝き、動きにつれて金髪が翻ひるがえる。顔は思っていたより若そうだ。

　そこで、ふいに気がついた。髪かみの色も服装も違ちがっているが、あれはビリーの隣となりにいた女性ではないだろうか。

「彼女が例の女性か？」

「そうだ」

「よく分かったな」

「仕事柄、人の顔を覚えるのは得意でね」

　やがて曲が終わり、彼女がステージから去っていく。それと同時に、竜崎が移動を開始した。

　舞ぶ台たい袖そでに行くと、先ほどのダンサーがガウンを羽織って水を飲んでいた。額には汗あせが光っている。ハイヒールで踊るのは、かなりの重労働なのだ。

「やあ、メリッサ」

　竜崎が声をかけると、振り向いた彼女の顔がぱっと輝いた。

「リュウ！　来てくれたのね」

「君の綺き麗れいな足がまた見たくなって」

　メリッサが嬉うれしそうに笑い、竜崎の耳元に唇くちびるを寄せた。

「リュウになら、プライベートで見せてあげる」

「それは嬉しいな」

　目の前でいちゃつかれている状況に、ケインは視線をはずした。やはり彼は、『綺麗』とかいう言葉を簡単に言う男らしい。

「じゃあ、仕事が終わるまで待っててくれる？」

「ああ、残念だけど、今日は友人を車で送らないといけないんだ。ここで待ち合わせしてたんだが、見てないか？」

　話が本題に入ったので、ケインは彼に目を戻した。竜崎が自分のスマートフォンに移したビリーの写真を見せている。少し見ただけで、メリッサは素す早ばやく首を振った。

「知らないわ」

「そうか？　今日、隣のテーブルで彼と話してただろ？」

　メリッサは子供っぽい仕草で頰ほおを膨ふくらませた。

「だって、リュウのテーブルが日本人観光客で満席だったんだもの。あの人、一人で退たい屈くつそうだったから…」

「君の誘さそいに抗あらがえる男がいるとは思えない。この店に来たんだろう？」

　竜崎にじっと見つめられ、メリッサは困った顔をした。

「あの人がリュウのお友達だなんて知らなくて…」

「分かってる。君は悪くない。ビリーは個室で女性といるのか？」

「あら、違うわよ。彼、観光客用じゃなくて、もっとスリルのある冒ぼう険けんをしたいって言うから、うちのポーカールームを紹しよう介かいしたの」

　竜崎がちらりとケインのほうに視線を投げた。

「まだゲームをしてるのか？」

「たぶん。でも私が見てないだけで、もう帰ったかも」

「分かった、ありがとう」

　メリッサが不安げに小首を傾かしげる。

「何かまずかった？」

「いや、教えてくれてすごく助かった」

「じゃあ、また来てくれる？」

「もちろん」

　竜崎は軽く彼女の頰にキスをして、その場を離はなれた。彼の後ろについていきながら、疑問を口に出す。

「この店にもカジノがあるのか？」

「いわゆる『裏カジノ』だな。そこにいるのはセミプロみたいな連中だから、素人しろうとが勝てるわけがない」

「そうだとすると…」

「女性と写真を撮とられるより、ヤバい状じよう況きようってことだ」

　竜崎はフロアの奥に向かった。そこにカーテンで隠かくされた扉とびらがあり、店の入口よりさらに怖こわそうな男が前に立っている。

「ここで待っててくれ」

　ケインを少し離れた場所に残し、竜崎が見張りの男に何事か話した。男が無線で誰だれかと連れん絡らくを取るのが見える。監かん視しチームが使っているのと同じ、身につけていても目立たないタイプの無線だ。

　やがて男が頷うなずき、カーテンを開いた。竜崎が手招きしたので、ケインも彼に続いてドアを抜ぬける。後ろでドアが閉まったとたん、急に音楽が途と絶だえて静かになった。

　通路を進むとさらに扉があり、またしても男が見張っている。身体検査をされてから、ようやく部屋に入ることができた。

　ドアの向こうは、クラブのほうとはまるで違っていた。妙みように静かで、煙草たばことアルコールの臭においでよどんだ空気。

　古めかしい内装がされた部屋の真ん中に、丸いポーカーテーブルがある。

　カジノと同じようにディーラーがいて、そのまわりに座っているプレイヤーは五人の男。ディーラーの正面に座っているのが、ビリーだった。真っ青な顔をして。

　テーブルの上にはウイスキーのグラスに、灰皿と葉巻。ビリー以外のプレイヤーの前には、チップが山と積まれている。

　まるで禁酒法時代の違い法ほうカジノにタイムスリップしたようだ。

　ラスベガスのカジノは、華はなやかでオープンである。気軽に楽しめる一方、ゲームセンターのような感覚は否いなめない。

　だからこういう店が、観光客を引きつける。古い映画のようなスリルと興奮。だが、『スリルを味わう』だけで終わらないことがほとんどだ。

　本当に危険なのだから。

　部屋の片側にカウンターで仕切られた場所があり、そこで現金をチップに交こう換かんしているらしい。

　会計と思おぼしき男が金を数えている横で、恰かつ幅ぷくのいい男がこちらに目を向けた。

「よう、リュウ。お前が来るなんて珍めずらしいな」

「やあ、ベイツ」

　二人が挨あい拶さつを交かわすのを聞いて、ケインは驚おどろきを隠せなかった。竜崎の知り合いというのは、いったいどれくらいいるのだろう。

　こんな場所でも顔が利きくとは。

「今日は遊びに来たのか？」

「いや。彼を迎むかえに来た」

　ビリーのほうを指し示す。ケインたちが部屋に入ってから、彼は身動きもしていない。完全に放心状態のようだ。

　ベイツが口元で笑った。

「いいタイミングだな。ちょうどミスター・スコットの負ふ債さいが、二十万ドルになったところだ」

「なっ…！」

　ケインは慌あわてて声を吞のみこんだ。

　そうなのだ。『危険』というのは、身体的なことだけではない。カジノにはそれぞれ独自のチップがあり、客はそれを現金と交換してゲームに使う。

　金がなくなればチップもなくなり、それで終わり。クレジットカードも使えるが、それでも限度額というものがある。

　カジノが『信用貸し』をするのは、身元がはっきりしていて、財力がある特別な客だけだ。

　でもこういう店では、借用書にサインさせて、どんどんチップを出してしまう。客は負けを取り戻もどそうと躍やつ起きになっているうちに深みにはまり、気がつけば膨ぼう大だいな借用書が残ることになる。

　それは法的にも有効なため、文字通り、身ぐるみはがされることになるのだ。

「なんであんたが迎えに来た？　知り合いなのか？」

　ベイツの言葉に、竜崎が首を振ふる。

「奥さんに頼たのまれた」

「じゃあ、連れ帰って奥さんと返済の相談をするといい。何、家と土地を売ればちゃんと返せるさ」

　すると急に、ビリーが頭を抱かかえた。

「そんな…、妻になんて言えば…」

　がくっと椅い子すから崩くずれ落ちてしまう。ケインは慌ててビリーの傍そばに駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　彼を抱えて立たせようとしていると、隣となりに座っていた男がケインの顔を覗のぞいた。

「こいつの息子むすこか、坊ぼうや？」

「は？」

　呆あつ気けにとられたせいで、否定しそびれる。どうやったら息子に見えるのだろう。髪かみも目の色も違ちがうし、だいたい年ねん齢れい的にどうなのだ。

　二十歳はたちの時の子だと思えばあり得ない話でもないが、『坊や』と言われたからには、かなり若く見られているらしい。

「この顔なら、ソッチ方面の店に行けばそれなりに稼かせげるんじゃないか？　パパの借金のために一ひと肌はだ脱ぬいだらどうだ？」

　わざとらしく頰を撫なで、襟えり元もとからジャケットの下に手を入れてくる。胸の辺りを撫でまわされて、ケインの背筋に悪お寒かんが走った。

　ビリーを抱えているせいで、手が使えない。この際、彼を放ほうり出して殴なぐってやろうかと思ったところで、竜崎が動いた。

　いきなり男の腕うでをねじ上げ、テーブルに上半身をたたきつける。積まれていたチップがバラバラと崩れた。

「な、何する…っ」

「彼に手を出すな」

　その声を聞いて、ケインはぎょっとした。

　竜崎のものとは思えない、軋きしむような声。彼の表情も変わっている。底冷えするような鋭するどい目に、全身から漂ただよう殺気。

　こんな風に怒いかりを露あらわにした彼を、初めて見た。

　正直に言って、かなり怖い。ハモンドが怒おこった時も怖いが、それに勝まさるとも劣おとらないくらいだ。まわりも彼の迫はく力りよくに気け圧おされて、凍こおりついたようになっている。

　これが、感情を剝むき出しにした時の竜崎なのか。いつも穏おだやかに微び笑しようを浮うかべていたのが噓うそのようだ。

　張り詰つめた空気を断たち切るように、ベイツの声がした。

「落ち着いてくれ、諸君。ここは紳しん士しの集まりだろう」

　竜崎がふっと息をつき、男から手を放した。

「では紳士らしくしたらどうだ？」

「まあまあ、彼はちょっと飲み過ぎただけだ。そうだろう、マーティン？」

　マーティンと呼ばれた男は、怒りに顔を赤くしながらも頷いた。

「ああ」

「彼も反省してるようだし、許してやってくれ」

「それなら彼に謝ってもらおう」

「え…」

　ケインが反応する前に、ベイツがマーティンを促うながした。

「当然だな。ここは男らしくけじめをつけよう。マーティン？」

　マーティンは竜崎を睨にらみつけたが、ベイツには逆らえないらしい。おそらく彼がこのポーカールームの主しゆ催さい者しやで、かなり力があるのだろう。

　歯ぎしりするように、ケインに向かって声を絞しぼり出す。

「悪かったな」

「いや…」

　ケインが答えたところで、ベイツが手を打った。

「これで万ばん事じ解決だ。さてリュウ、君はミスター・スコットを迎えに来たんだろう。もう連れて帰ってくれてけっこうだ。我々は彼の家も職場も知ってるし、借金からは逃にげられないと分かってるだろうからね」

　ビリーの身体がびくっと震ふるえる。すると、急に竜崎がにやっとした。

「気が変わった」

「何？」

「俺を彼の代わりに入れてくれ」

「えっ？」

　仰ぎよう天てんするケインを尻しり目めに、彼は気楽な調子で続けた。

「この部屋を見てたら、俺も少々遊びたくなった。別に問題ないだろう？」

　ベイツがおもしろそうに眉まゆを引き上げた。

「どうかな。君はメルビルのディーラーだ」

「それがどうした？　この街にディーラーなど山ほどいる。店の前に、ディーラーお断りの看板でも掲かかげるか？」

　ベイツは肩かたをすくめた。

「そこまで言うならいいだろう。ほかのプレイヤー諸君も異存はないかね？」

　テーブルにいた面々が頷うなずく。特にマーティンは、にんまりと大きく口元を引き上げた。

「望むところだ」

「では決まりだな」

　ケインは竜崎の顔色を窺うかがった。遊びたくなった、というのが本心のはずはない。彼がプレイして、ビリーの負債を少しでも減らすつもりなのだろうか。

　彼がポーカーテーブルに入ることはあるが、ディーラーはプレイに参加しない。トーナメントに出たという話も聞かないし、どの程度の実力なのだろう。

　彼が勝てば問題ないが、もし負ければ事態はもっと悪化する。ベイツの次の言葉で、ケインはさらに青くなった。

「うちのレートは百ドルからだ。いいかね？」

　ゲームはレートによってテーブルが違う。最低限の掛かけ金が決まっているのだ。客は自分の資金にあったテーブルを選ぶ。一ドル、五ドル、十ドル、というように。

　百ドルはハイリミット・エリアと同じレベルである。いわゆる、大金を賭けるハイローラー用のテーブルだ。しかもポーカーの場合、レイズを重ねていけば掛け金はどんどん上がっていく。

　あっという間に借金が嵩かさんだわけである。

　ケインは自分の財さい布ふの中身を思い浮かべた。資金の面でとても力になれそうにない。彼のほうにちらっと目をやると、竜崎は落ち着き払はらって胸ポケットに手をやった。

　取り出したのは、メルビルのチップだった。色は茶色。通つう称しよう『チョコレート』と呼ばれている高額チップ。これ一枚で五千ドルだ。

「これは現金と同じだろう」

「おもしろい。では、こちらのチップと交こう換かんしよう」

　五千ドル分のチップを受け取り、竜崎が今までビリーのいた椅子に座る。ベイツが突つっ立ったままのケインたちに目を向けた。

「そちらのお二人はどうするね？　見学していくか？」

「いや、彼らは…」

　竜崎が言いかけるのを遮さえぎり、素す早ばやく答えた。

「もちろん、見学する」

　ビリーのことは心配だが、竜崎を一人残していくわけにはいかない。勝っても負けても、彼が危険なのは確かだろう。こんな密室では逃げ場がない。

「邪じや魔まはしないから、後学のためにぜひ」

　害がなさそうに、にっこり笑ってみせる。どうやら彼らは、ケインがメルビルの監かん視しチームのメンバーだと気づいていないらしい。

　ソッチ方面で稼げそうな、ただの坊やだと思われているなら、むしろ好都合だ。相手の油断は最大の武器になる。

　先ほどは助けられてしまったが、ハモンドに鍛きたえられたケインも、腕に覚えがないわけではない。今度は自分の番なのだ。

　笑え顔がおが功を奏したのか、ベイツもにこやかに言ってくれる。

「では気楽に楽しむといい。飲み物が欲しければ持ってこさせよう」

「お気き遣づかいをどうも」

　ケインはビリーを抱かかえたまま、テーブルから少し離はなれた壁かべ際ぎわに移動した。ビリーはまだ放心状態で、何が行われようとしているのか分かってないようだ。支えていた手を放すと、壁に寄りかかってぼんやりしている。

　ケインはできるだけ冷静な表情を顔に貼はり付けた。あくまで傍ぼう観かん者として、竜崎の気持ちを散らさないようにしなければ。

　竜崎は一いつ瞬しゆん、ケインのほうを見たが、何も言わずに目をテーブルに戻もどした。

　ディーラーがカードを切り、ゲームが始まった。

　行われているのはテキサスホールデムで、現在では主流のポーカーだ。それぞれに二枚のカードが配られ、テーブル中央のボードには表に開かれたカードが五枚置かれる。合計七枚のカードの中から五枚を選び、最強のハンドを作った者が勝利するのだ。

　初めに配られた二枚では、まだどんなハンドが作れるか分からない。その時点でのベットやレイズは、カンとブラフがものをいう。

　次にボードに三枚置かれる。ターン、リバーと一枚ずつカードが置かれていくにつれ、相手がどんな手を持っているかの読み合いになる。

　最初のプレイで、早くも竜崎とマーティンが火花を散らした。マーティンが五百をレイズし、竜崎がリレイズ。

　ほかの三人は降りて、一対一になる。

　ボードに開かれた五枚には、すでに四のワンペアができていた。あとは五と十一とエース。

「ショーダウン」

　ディーラーの声で、マーティンが自分のカードを開いた。エースと七。つまり、彼のハンドはエースと四のツーペアだ。

　かなり強い手である。ケインは拳こぶしを握にぎりしめた。

「ほら、そっちの手を見せろ」

　マーティンの嘲あざけるような声に動じることなく、竜崎がゆっくりカードを開く。彼のカードは九と四。ハンドは四のスリーカード。竜崎の勝ちだ。

　マーティンの歯ぎしりがここまで聞こえた。

　彼はさっき竜崎に腕うでをねじ上げられ、ケインに詫わびまで入れさせられた。その怒いかりがまだ収まっていない。

　ポーカーでは、感情を乱したほうが負ける。一方の竜崎は、驚おどろくほど冷静だった。

　ディーラーの時は穏やかに笑ったりもするが、今はまったくの無表情だ。眉一つ動かさず、心にさざ波すら立っていないらしい。

　先ほどあんなに怒りを露あらわにしたのが、まるで夢かと思えるほどである。カードを操あやつるように、自分の感情まで自在に操っているかのようだ。

　数刻後、竜崎の前にはチップの山ができていた。マーティンはすっかり頭に血が上ってレイズをしまくり、墓ぼ穴けつを掘ほっている。

　ほかのメンバーはその勢いについていけず、早々にゲームを降りることが多かった。

　マーティンの前に積まれていたチップはどんどん減り、ますます冷静さを失っていく。とうとう彼は勝負に出た。

「オールイン」

　すべてのチップを前に押し出し、挑ちよう発はつ的に竜崎を見み据すえる。勝負はまたしても二人の一いつ騎き打ちになった。

　全員が見守る中、竜崎はゆっくりと自分のチップに手をかけた。

「こちらもオールインだ」

　ケインはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。これで最後だ。負けた方がすべてを失う。

「ショーダウン」

　マーティンがカードを開いた。ハンドはフルハウス。勝利を確信して笑いかけた口元が、次の瞬しゆん間かん、凍こおりつく。

　竜崎のハンドは、ストレートフラッシュだった。　>>>♥

「馬ば鹿かな…！」

　怒ど号ごうを発して、マーティンが立ち上がった。竜崎に摑つかみかかる寸前、今度はケインが素早く近づき、彼の腕をねじ上げた。

「かっかするなよ、坊ぼうや。勝負は時の運と言うだろう」

　先ほどのお返しに言ってやる。

「貴様…っ」

　マーティンはもがいたが、関節を極きめているので、動いても腕が痛むだけだ。彼の動きを封ふうじる一方、ほかの連中の行動にも目を光らせた。

　ここは普ふ通つうのカジノとは違ちがう。誰だれがどれだけ勝とうと、叩たたきのめして追い出し、掛け金を奪うばうこともできる。全員で口裏を合わせれば、勝ったことを証明できないのだから。

　緊きん迫ぱくした数秒が流れたあと、ベイツの声がした。

「彼の言う通りだ、マーティン。勝負は時の運。少し頭を冷やせ」

　マーティンがぐっと言葉に詰つまり、暴れるのをやめた。ケインは用心しつつも、彼の腕を解放する。マーティンは何も言わず、どかっと椅い子すに座った。

　すべてのチップが、竜崎の前に積まれた。なかなか壮そう観かんな眺ながめである。ハイリミット・エリアでしか見られない、二万五千ドルのチップもある。元手の五千ドルが、いったい何倍になったのだろう。

　竜崎がおもむろに立ち上がった。ベイツに向かって言う。

「これで、ミスター・スコットの負ふ債さいが払えるな？」

「そのようだ」

「では、借用書を返してくれ」

　会計士がベイツの顔を見る。ベイツは頷うなずいた。

「渡わたしてやれ」

　借用書を受け取る竜崎に、ベイツがにやりとした。

「やっぱり、ディーラーをやらせておくには惜おしい男だな」

　それには答えず、竜崎はケインとビリーを促うながした。

「帰るぞ」

「気が変わったら、また連れん絡らくしてくれ」

　背中にベイツの声を聞きながら、三人は連れだって部屋を出た。竜崎が先頭に立ち、通路を歩き出す。

「振ふり向くな。まっすぐ前だけを見て外へ出よう」

「了りよう解かい」

　ビリーの背中を押すようにして、ケインがしんがりをつとめる。何かあっても対応できるように身構えていたが、無事に二つ目のドアを抜ぬけ、クラブのフロアへ出た。

　今度はステージで踊おどる女性には目もくれず、出口に向かった。










　車に乗り込んでから、ケインはほっと息をついた。その時になってようやく、後部座席のビリーが放心状態から回復したらしい。

　きょろきょろしながら、混乱したように言う。

「これはいったい、どういうことで…」

「あなたの借金はなくなったということです」

「ほ、ほんとにそんなことが…」

　ごくりと唾つばを吞のみ込み、急に姿勢を正す。

「あの、あなたたちは…？」

「我々はホテル・メルビルの者です。奥さんに頼たのまれて、あなたを捜さがしていました」

「妻が…」

「とても心配していらっしゃいましたよ。早く帰って、奥さんを安心させてあげましょう」

「しかし、妻にはなんと言えばいいのか…」

「ダウンタウンのカジノに行って、つい時間を忘れてしまった、と言えば噓うそにはなりません。いたずらに不安を煽あおることもないですし」

「本当に、私の借金を帳消しにしてくれたんですか？」

「礼ならこの竜崎のほうに。彼の腕がなければ不可能でした」

「あ、ありがとう。本当にありがとう」

　竜崎とケインの両方に頭を下げる。安心して気がゆるんだのか、急に饒じよう舌ぜつになってしゃべり出した。

「私は真面目まじめなだけが取り柄えの男で、もうすぐ五十歳になります。このまま何もなく年老いていくのかと思ったら、どうしても何か羽目を外したくなった。だからクラブの女性に誘さそわれた時、チャンスだと思ってしまった。妻が起きる前に戻もどればいいと思って…」

　いわゆる、中年の危機というものだろうか。真面目で遊んでいない男こそ、こういう罠わなにはまりやすいのだ。

「初めは楽しかった。葉巻をすすめられ、映画の登場人物になった気分で、実際に勝ってもいたんです。でも途と中ちゆうからどんどん負け始めて…。気づいた時にはもう、どうしようもない状態に…」

「これに懲こりたら、もう危ない冒ぼう険けんはしないことです。奥さんのためにも」

「もちろんです。こんな恐おそろしい思いをするのは二度とごめんですから」

　深く反省しているビリーを奥さんの許もとへ送り届け、エドワーズには無事に戻ったことを知らせた。

　くわしい事情は話さなかったが、実質的な被ひ害がいはなかったわけだし、あの夫ふう婦ふのためにも事を大きくする必要はないだろう。

　そのあと竜崎は、ケインのことも家へ送ってくれた。車のドアを開ける時、なんとなく離はなれがたい感じで彼のほうを向く。

「改めて俺からも礼を言うよ。今日はありがとう」

「いや。役に立ててよかった」

「それにしても、負けたらどうするつもりだったんだ？」

「さあ。よく考えてなかったな」

　あまりに気楽な調子で言うので、思わず笑ってしまった。

「リュウはポーカープレイヤーだったのか？」

　竜崎が肩かたをすくめる。

「ディーラーの修しゆ業ぎよう中に、少々かじっただけだ」

「少々ってレベルじゃなかったぞ」

「運がよかっただけだろう」

　そのあたりのことは、あまり話したくないのだろうか。それ以上の詮せん索さくははばかられ、ケインは話題を変えることにした。

「俺をかばってくれたことにも、礼を言わないと」

「え？」

「マーティンに触さわられた時、かばってくれただろう」

「ああ」

　竜崎はにっこりした。

「礼には及およばない。あれでマーティンの頭に血が上ったから、ゲームがかなり楽になった」

「じゃあ、わざとやったのか？」

「ポーカーはカードを切る前から勝負が始まってるんだ。一人が冷静さを失えば、ほかのメンバーにも影えい響きようする」

「ふーん…」

　あの時の竜崎を思い出す。あの怒いかりは、相手の気を乱すための作戦だった、ということなのだろうか。

　なんとなく、消しよう沈ちんした気分になった。彼が感情を表に出したところを、初めて見られたと思ったのに。

「ケイン？」

　気落ちしたのに気づかれたのか、顔を覗のぞかれてどきっとする。ケインは慌あわてて車のドアを開けた。

「送ってくれてありがとう。ともかく、ほかのことも」

　車を降りてから、ふいに気づく。

「そうだ、リュウの五千ドルのチップは取られたままだよな」

「気にしなくていい。景気のいい客にもらったチップで、お守り代わりに持っていただけだから」

　竜崎が笑って手を振った。

「長い夜だったからな。ゆっくり休んでくれ」

　彼が運転する車が動きだし、テールライトが遠ざかっていく。ケインはそこに立ったまま、竜崎について新たに分かったことを頭の中で整理した。

　ストリップクラブのダンサーや、ベイツのような男と知り合いなこと。

　恐ろしくポーカーが強いこと。

　あれほど露あらわにした感情が、本当かどうか分からないこと。

　結果として、ますます彼が分からなくなった気がする。

　ケインは首を振り、家に入ることにした。少し眠ねむれば、もっと頭が働くようになるかもしれない。

　いくら考えたところで、答えは出ないかもしれないが。
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　その日のカジノフロアは、朝から少々ざわついていた。なぜなら、翌日からポーカートーナメントが行われるからである。

　有名な世界大会とは別に、これはホテル・メルビルが独自に開かい催さいしているものだ。優勝賞金は世界大会より低いが、その分、参加者のハードルも低い。

　それだけに、初心者からプロ級のプレイヤーまで、数多く集まってくる。低いとはいっても、賞金総額は一千万ドルなのだ。

　開催日が迫せまり、世界各国から集まるポーカープレイヤーを迎むかえる準備で、スタッフたちは準備に余念がない。

　ケインたちも不測の事態に備え、警備を強化していた。

　監かん視し室でモニターをチェックしながら、竜崎の姿に目が留まる。彼は今日もブラックジャックのテーブルに入り、客たちに穏おだやかな微び笑しようを見せていた。

　あのあと、スコット夫妻は無事に家へ帰っていった。

　騒さわぎのあった朝は、心配しすぎた妻も、家を失う恐きよう怖ふを味わった夫も寝ね不ぶ足そくで、グランドキャニオンのツアーはキャンセルとなった。

　それを知ったケインは、知り合いのカジノホストの女性に頼たのみ、人気のマジックショーのチケットと、特別ディナーを用意してもらった。

　カジノホストというのは、重要な顧こ客きやくのために様々なサービスを提供する、コンシェルジュのような存在である。

　彼女の客は『クジラ』と呼ばれ、カジノで大金を使うような金持ちに限られているのだが、今回は特別に頼みを聞いてもらった。

　結けつ婚こん二十周年の記念にホテルからのプレゼントです、と言って招待すると、二人とも大いに喜んでくれた。

　あの悪夢の一夜を、早く忘れることができればいいと思う。ラスベガスの旅が、いい思い出として残るように。

　竜崎とは、あれから特に話をしていない。

　ただ、たまたま顔を合わせた時は、少しだけ前より親しげに話しかけてくれるように思える。でも自分がそう思っているだけで、彼は変わっていないのかもしれない。

　ポーカートーナメントの準備をしていると、つい彼のことを思い出してしまう。もし竜崎がトーナメントに出場したら、優勝するのではないだろうか。プロとして稼かせいでいくこともできそうだ。

　本音を言えば、また彼がプレイするところを見たいような気もする。でもプロになったら、ディーラーを辞やめてしまうだろう。

　やっぱり、出場しないでいてほしい。そう思うのは、個人的な感情ではないはずだ。彼を失うのは、カジノにとって痛手なのだから。

　竜崎から視線をはずし、時計をチェックした。そろそろ時間だ。フォックスの肩に軽く手をやって指示を出す。

「俺は下に降りる。モニターの監視を続けてくれ。何か不ふ審しんな動きがあったら、すぐ連れん絡らくを」

「了りよう解かい」

　ケインはもう一度モニターをチェックしてから、フロアへ下りていった。

　トーナメント開催に備え、これから賞金が銀行から搬はん入にゆうされてくるのだ。それは外から見えるように、特別な箱の中に置かれることになっている。

　これを提案したのはオーナーだった。トーナメントの開催期間中、賞金はそこに飾かざられ、プレイヤーたちに実際に札束を見せることで、やる気を鼓こ舞ぶするという寸法だ。

　もちろん、箱には細心のセキュリティーが施ほどこされ、警備員も配置される。とはいえ、金庫に入れたほうが安全なのは確かだ。

　ハモンドもその点を強調して反対したのだが、オーナーがどうしてもと譲ゆずらなかった。このトーナメントの評判を上げ、客を呼び込む作戦なのだろう。

　トップの方針には従うしかない。

　賞金を箱に入れることが決定すると、それを警備するための作戦が練られた。賞金が搬入されたら、いったん地下の金庫室へ運び、そこで箱に移してからフロアへ移動。

　その日時と移動経路は極ごく秘ひで、最終決定はハモンドが行い、情報を抑おさえることで危険を最小限にする。

　ケインが搬入口に着くと、すでにハモンドが警備員に運び込む指示を出していた。

「外の様子はどうだ？」

「特に変わった動きはありません」

「通路の確保は？」

「使用部分は閉へい鎖さし、エレベーターは点検中ということにして、一階で停止させています」

「よし。全員、配置につけ」

　ハモンドの号令で、警備員がそれぞれの持ち場に移動する。しばらくすると、現金輸送車が見えてきた。

　搬入口のすぐ前に車が停とまり、後ろのドアが開いた。用意していたカートに、現金の入ったケースを積み込んでいく。

　ケインはその作業には参加せず、まわりに気を配っていた。この受け渡わたしの時が、第一の関門だ。近づいてくる車も、人もなし。ここまでは順調だ。

　カートに積み終わると、すぐ建物内に運び込む。先頭にハモンドが立ち、警備員がカートを囲んで、最さい後こう尾びにケイン。

　閉鎖している通路には誰だれもおらず、滞とどこおりなく奥へ進んでいった。

　地下へ向かうエレベーターの前にも警備員が配置されていて、彼らが近づくのを見計らってドアを開く。

　その瞬しゆん間かん、中からスプレー缶かんのようなものが投げ出された。それは白い煙けむりを噴ふき出し、瞬またたく間に狭せまい通路に広がっていく。

　目と喉のどに強きよう烈れつな刺し激げき。催さい涙るいガスだ。

　腕うでで顔を覆おおったが、遅おそかった。ガスを吸い込んで咳せき込み、涙なみだが溢あふれてくる。潤うるんだ視界に、先頭にいたハモンドが倒たおれるのが見えた。

　エレベーターの中から、ガスマスクをした男たちが現れたのだ。なんとか目を開けて確かく認にんできたのは三人。手にしているのは、スタンガンらしい。

　彼らは咳き込んでうめく警備員たちに、次々とスタンガンを見み舞まった。動けなくなった警備員からカートを奪うばう。

「待て…！」

　ケインは一人に組みついたが、催涙ガスの影えい響きようで力が入らない。必死に服を引っ張ると、首筋にタトゥーのようなものが見えた。

　だが次の瞬間、後頭部を殴なぐられ、手が離はなれたとたん、スタンガンの衝しよう撃げきで倒れ込んでしまう。

　目も見えず、喉は焼けつくようで、身体からだも動かない。まるで陸に打ち上げられた魚のように、びくびくするだけだ。

　ようやく動けるようになった時、男たちの姿は消えていた。カートに載のった、一千万ドルと共に。










　ホテル・メルビルの医務室は、野戦病院のようになっていた。ホテル付きの医者は、次々と運ばれてくる警備員たちの治ち療りように追われた。

　スタンガンの影響からは脱だつしたが、催涙ガスの効果はなかなか消えない。目はチカチカするし、喉も鼻もヒリヒリする。

　症しよう状じようの重い者は病院へ搬はん送そうされたが、順調に回復しているそうだ。

　催涙ガスではなく毒ガスか、スタンガンではなく本物の銃じゆうを使われていれば、自分たちの命は確実になかっただろう。

　ある意味、良心的な強ごう盗とうだったわけである。

　一通りの検査を終えた頃ころ、医務室に竜崎が現れた。ケインの姿を見て、ほっとした顔をする。

「よかった、無事だったか」

「リュウ？」

「強盗が入って怪け我が人が出たと聞いたから、心配になったんだ。ケインは現場にいただろうと思って」

　じっと顔を覗のぞかれて、どきりとしてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶか？　どこか怪我は？」

「だ、大丈夫」

　彼の黒い瞳ひとみは真しん剣けんだ。本当に心配してくれたらしい。奇き妙みように跳はねる心臓を意識しながら、なんとか冷静な声を出した。

「みんな怪我はないよ。連中が使ったのは、催涙ガスとスタンガンだから」

「催涙ガスとスタンガン？」

　竜崎が奇妙な表情を浮うかべた。

「どうかしたか？」

「いや、とにかくケインが無事でよかった」

　にっこりと微笑ほほえみ、軽くケインの髪かみを撫なでる。

「この綺き麗れいな顔に傷なんかつけたくないからな」

「またそういうことを…」

　文句を言おうとした時に、無線から声がした。声の主は、かなり機き嫌げんが悪いらしい。ふうっと溜ため息いきが漏もれた。

「ボスからの呼び出しだ」

「じゃあ、俺はフロアに戻もどる。そんなに何人も強盗はいないだろうが、気をつけろよ」

　ドアへ向かう竜崎を、ふと呼び止めていた。

「リュウ」

「なんだ？」

「心配してくれて、ありがとう」

　改まった口調で礼を言うと、彼がまた微笑んだ。

「当然だろう。ケインは特別だからな」

　さらりと言い残し、竜崎は立ち去っていった。

　特別？　何が特別なのだろう。友人と言う意味だろうか。彼がポーカーしている姿を見ていただけではあるが、ポーカー仲間とか。

　混乱した頭を抱かかえ、ケインは監かん視し室へ向かった。

　そこは、ケインの頭よりさらに混乱した状じよう況きようだった。電話が鳴り響ひびき、モニターはところどころ灰色で、フォックスが必死でコンピューターと格かく闘とうしている。

　ケインの姿を見ると、ハモンドが隣となりの部屋へ促うながす。警察の尋じん問もん室のようなその部屋に、今度は本物の刑けい事じがいた。

　以前から顔見知りの、ロイドという刑事だ。監視チームは必然的に警察と連れん携けいするため、刑事に知り合いも多い。

　特にハモンドはこの仕事が長いので、いわゆる『顔』が利きく。ロイドとも長い付き合いで、気心の知れた仲らしい。

　それだけにハモンドの気持ちが分かるのか、ロイドがなだめるように言った。

「あんたのいるホテルを狙ねらうなんて、命知らずの連中だよな」

「絶対に後こう悔かいさせてやる」

　答えるハモンドの目は真っ赤で、声もひどく掠かすれていた。彼は医者の制止を振ふり切って、治療もせずさっさとここに戻ってきてしまったのだ。

「ちゃんと検査を受けたほうがいいですよ、ボス。一番前にいたんだし」

「そんなことはあとだ。それより、連中の車は見つかったか？」

　ハモンドの質問に、ロイドは肩かたをすくめた。

「通報を受けてすぐ検問をかけたが、何も引っかからなかった。犯人も金も、煙のように消え失うせたらしい」

「くそっ」

　罵ののしり声をあげ、ハモンドが拳こぶしを壁かべにたたきつける。ぼこっと壁がへこんだ。

　強盗団の車は、監視カメラに映らない場所で待機していたのだろう。仲間がカートを奪ったらすぐさま搬入口に乗り付け、素す早ばやく積み込んでその場を去った。

　異変を察してフォックスが通報し、警察が駆かけつけるまでの数分間。そのわずかな間に姿を消した。短時間で誰も傷つけることなく、大金を盗ぬすんだ手て際ぎわのよさ。

　まさに映画のような犯行だ。怪我人が出ていないせいもあり、敵ながらあっぱれ、という感かん慨がいをつい持ってしまう。

　でもハモンドには、そういう感慨などまったくないらしい。かなり怒いかり心頭に発していたが、一つ息をついて気を鎮しずめ、今度は冷静な声を出した。

「連中はプロだ。前にもやってるに違ちがいない」

　ロイドが頷うなずく。

「分かった、その線で調べてみよう。まずは、何があったか正確に話してくれ」

　ケインは思い出せる限りのことを話し、ロイドが質問を交えながらメモを取った。

「エレベーターから出てきたのは三人です。全員がガスマスクをして、スタンガンを持ってました」

「何か特とく徴ちようはあったか？」

「顔は分かりません。でも一人に組みついた時、首にタトゥーのようなものが見えました」

　ロイドが身を乗り出す。

「どんなタトゥーだった？」

「すみません、一いつ瞬しゆんだったからよく見えなかったんです。何しろ目と喉のどが痛くて…」

「あの状況じゃ仕方ない。何もないよりマシだろう」

　ロイドがメモを閉じた。

「ほかの従業員にも話を聞くが、協力してくれるよな？」

　ロイドの言葉に、ハモンドが頷く。

「もちろんだ」

「あんたは少し休め。念のために言っとくが、捜そう査さは警察に任せろよ。勝手に犯人を捕つかまえて、砂さ漠ばくで撃うち殺したりしないように」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない口調で言って、ロイドは部屋を出ていった。

「ほんとに具合が悪そうですよ、ボス。やっぱり病院に行ったほうが…」

　ケインの言葉を遮さえぎって、ハモンドが唸うなるように言う。

「強盗の件はすぐマスコミに漏れて、外は大おお騒さわぎだ」

「そうでしょうね」

「オーナーはすみやかに声明を出し、資金に問題はないから、ポーカートーナメントは予定通りに開かい催さいすると宣言した」

　トーナメントを中止になどしたら、それこそホテルの評判に関かかわる。損害は最小限にしなければならない。一千万ドルが最小限だとしても。

「まわりには問題ない顔をしているが、オーナーはカンカンだ。なんとしても金を取り返せと厳命された」

「そんな無む茶ちやな…」

「無茶でもなんでも、犯人を見つけるぞ」

「勝手に動くなとロイド刑事にクギをさされたじゃないですか」

「警察には協力するが、俺たちには俺たちのやり方がある。これだけコケにされて黙だまっていられるか」

　ハモンドの全身から、怒りがふつふつと湧わき上がっていた。

　気持ちは分からないでもない。経験豊富な彼が、目の前で大金を盗まれたのだ。身体からだに傷はつけられていないが、傷ついたものがある。

　プライドだ。

「今回の搬入経路は極ごく秘ひだった。あの搬入口と、使用するエレベーターを知っていたのは、ごくわずかしかいない」

「確かに」

　ホテルには何カ所も出入り口があり、その中からハモンドが警備に最適な場所を選んだ。本来は備品などの搬入口で、エレベーターも貨物用だ。

　搬入経路を前もって知っていなければ、待ち伏ぶせなど不可能である。

「協力者が内部にいるわけですね」

「そうだ。そいつを捜さがし出すぞ」

「情報は誰だれかが漏らしたとして、どうやってエレベーターに入ったんです？　あの通路は朝から閉へい鎖さして、エレベーターも止めていました。寸前まで見ていた監視カメラの映像にも、異常がなかったのに」

「それをこれから調べるんだ」

　ハモンドは監視室に戻り、フォックスに鋭するどい目を向けた。

「分かったことを知らせろ」

「あの、それが…」

　ハモンドの剣けん幕まくにびくびくしながら、フォックスが身を縮こまらせた。

「調べ直して分かったんですが、監視カメラのシステムがハッキングされていました。エレベーター内の映像が差し替かえられてたんです。封ふう鎖さしたあとだったから、動きがなくても気づきませんでした」

「連中の侵しん入にゆう経路は？」

「まだ分かりません。どの映像が本物で、どれが差し替えられたものか、今チェックしているところで…」

「早くやれ。スタッフ全員を総動員して当たらせろ」

「は、はい」

　フォックスがすぐさまパソコンに取りつく。ケインはふと思いつき、自分なりに調べてみることにした。

「俺は例のエレベーターを見てきます」

　ケインがそう言って監視室を出ると、ハモンドが後ろについてきた。

「ボスも来るんですか？」

「じっとしているとイライラする。まわりに当たり散らしそうだしな」

「俺に当たるのはいいんですか？」

「お前は慣れてるだろう」

　ケインは反論せず、肩をすくめてみせた。

　確かに、あのフォックスの緊きん張ちようぶりを見れば、機き嫌げんの悪いハモンドは傍そばにいないほうがよさそうである。彼は優ゆう秀しゆうなＩＴ技術者だが、少々気が弱いのだ。

　ケインは『犯罪現場』の通路ではなく、その上の階へ向かった。貨物エレベーターが停とまる二階部分は、客室から扉とびらを隔へだてた備品室の横にある。

　そこのエレベーターの扉を念入りに調べた。わずかだが、扉の間に何かを差し込んだあとがある。ケインはハモンドと力を合わせ、エレベーターの扉をこじ開けた。

　上から覗のぞくと、一階下にエレベーターの箱が停まっている。懐かい中ちゆう電灯で照らして調べたところ、その天てん井じように足あし跡あとが残っていた。

　つまり、二階でエレベーターの扉を開け、ロープか何かで一階に停まっているエレベーターの上に下りる。天井にある点検用の扉を開けて中に入り、待ち構えたというわけだ。

「この通路のカメラ映像も、差し替えられてたんでしょうね」

「よく考えたものだ」

「ロイド刑けい事じに侵入経路を伝えましょう。何か犯人につながる証しよう拠こが残っているかもしれません」

「無む駄だだ。これだけ手際のいい連中が、指し紋もんやらなんやらを残すようなヘマはしないだろう」

　ハモンドは口元を引き上げた。

「だが、どれだけ頭のいい連中でも、大金が絡からめば誰かがミスをするものだ。必ず尻しつ尾ぽを捕まえてやる」

　狼おおかみのように笑うハモンドは、慣れているはずのケインにも、やっぱり少々怖こわかった。










　調べを進めた結果、監かん視し室のコンピューターにウイルスが仕込まれており、それのせいでハッキングされたことが判明した。

　カジノのコンピューター・セキュリティーは、政府機関並みと言われている。外部からのハッキングはかなり難しい。

　ウイルスは、監視室のコンピューターに直接仕込まれたのだ。

　つまり、実際に監視室に入り、コンピューターに近づける人間がやった、ということになる。仲間内に犯人がいることが分かり、誰もが疑心暗あん鬼きに陥おちいった。

　ハモンドとケインは、スタッフの経歴や経済状じよう況きようを洗い直した。ケインのことはハモンドが、ハモンドのことはケインが調べた。

　例外を作らず、徹てつ底てい的に調べたのである。

　その結果、五人の容疑者があがった。ハモンドにそのリストを見せられた時、ケインはかなり驚おどろいた。

　そこには、竜崎隆博の名もあったのである。

「リュウも容疑者ですか？」

「ああ」

「でも彼はディーラーだし、ここには入れないでしょう」

「いや、入ったことがあるはずだ」

「あ…」

　確かに竜崎がここに入ったことはある。ミスター・スコットを捜さがしていた時だ。

　ハモンドには、あの件をくわしくは報告していない。夫がストリップクラブでやっている裏カジノにはまり、心配した妻に頼たのまれて連れ戻もどした、というような話をしただけだ。

　竜崎がポーカーで債さい務むを取り戻したことは言わなかった。なんとなく、そのほうがいいような気がしたのだ。

　ハモンドに彼をギャンブラーだと思われたくなかったから。

「でもあの時は緊きん急きゆう事態だったんです。彼はウイルスを仕込んだりはしていません」

「ずっと彼の動向を見ていたか？　少しも目を離はなさずに？」

「それは…」

「理由はそれだけじゃない。竜崎は以前、アトランティック・シティにいたな」

「それが何か？」

「去年、催さい涙るいガスとスタンガンを使った強ごう盗とう事件が起こっている。ハイローラー用の資金を搬はん入にゆうした時を狙ねらって起きた強盗だ」

「それだけでは彼が怪あやしいとは…」

「調べたら、強盗にあったのは竜崎がディーラーをしていたカジノだった」

　ケインは息を吞のんだ。確かに、偶ぐう然ぜんにしてはできすぎている。ハモンドが疑うのも当然かもしれない。

　催涙ガスとスタンガンの話をした時、竜崎は奇き妙みような表情をした。ポーカーフェイスの彼が表に出すほど、何か動どう揺ようする理由があったのか。

　さらに、ストリップクラブの『裏カジノ』を仕切っていたベイツと、彼は知り合いだった。ベイツはいかにも、『裏商売』をやっていそうなタイプである。『また連れん絡らくしろ』ということは、以前にも連絡しているということだ。

　もしかすると、ラスベガスに来る前からつながりが…。

　いや、違ちがう。

　彼が強盗なんかに荷か担たんするとは、どうしても思えない。

「初めから、奴やつのことは妙にうさん臭くさいと思ってたんだ」

　ハモンドが続けた言葉に、ケインは思わず反論していた。

「リュウはそんな人間じゃありません。絶対に違います」

「ずいぶん奴に肩かた入いれするじゃないか」

「それは、ボスより彼のことを知ってるからです」

　ハモンドが口元を引き上げた。

「そんなに言うなら、お前が竜崎を調べろ」

「え？」

「容疑者の中から、犯人につながる奴を特定する必要がある。俺が信しん頼らいする連中に、それぞれ当たらせるつもりだ」

「それで俺がリュウを調べるんですか？」

「こっちの仕事は調整してやるから、しっかりやれ。竜崎が犯人じゃないと言うなら、証拠を見つけて俺を納なつ得とくさせろ。奴を信じるのはそれからだ」

　ケインはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。ハモンドのことは尊敬しているし、彼のカンも信頼している。

　でも、竜崎に関しては別だ。

「分かりました。俺がリュウの疑いを晴らします」
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　偉えらそうに断言したものの、実際にはどうすればいいか、まるで分からなかった。竜崎の経歴はすでに調べがすんでいる。

　あとは彼の交友関係や、私生活に関することを調べなければならない。竜崎の知り合いは多すぎるし、どこから手をつければいいのだろう。

　まず無難なところで、直属の上司であるカジノのフロアマネージャー、アトキンズに話を聞いてみた。

　彼は人望も厚いし、従業員にも人気がある。仕事上、普ふ段だんの竜崎を一番知っているのは彼だろう。

「リュウのことか？　客あしらいはうまいし、ディーラーとしては一流だ」

「金銭問題を抱かかえてるとか、何か悩なやみがあるような感じは？」

「ないと思うな。彼はハイローラーにも人気で、よくチップをもらってるし。急な呼び出しにも応じてくれるから、俺としてはここにずっといてほしい人材だ」

「…店を移る話があるんですか？」

「特に決まってないが、彼のようなディーラーは流れ者で、長く同じ場所にはいないものだからね」

「そうですか…」

　流れ者。では竜崎も、しばらくしたらほかの場所に移動していくのだろうか。家も持たず、家族も持たないままで。

　次に聞いたのは、同どう僚りようのディーラーだった。

「リュウ？　いい奴だけど、女にだらしないよなあ。美人の客が来ると、わざと勝たせてやるみたいだぜ」

　女性ディーラーはこう言う。

「彼、私が嫌いやな客に絡からまれてる時、うまく追い払はらってくれたのよ。彼に誘さそわれたら、絶対にノーとは言わないわ」

　つまり、ディーラーとして優ゆう秀しゆうで、女性にもてる。すでに知っていることだけで、あまり成果は上がらなかった。

　闇やみ雲くもに聞きまわっても成果はなさそうだ。派手にやれば、すぐ本人の耳に入ってしまう。ケインは探たん偵ていではないので、うまくやれるとは思えない。

　とりあえず、彼の行動を調べることにした。カジノにいる間は、ほぼ監かん視しカメラに映っている。知りたいのは、カメラの外に出た時の行動だ。

　つまり、カジノを出てからの彼を尾び行こうしたのである。

　そうしてみて分かったのは、竜崎の生活はケインとあまり変わらない、ということだった。カジノで働き、勤務が終わると、家へ帰る。

　帰りにバーへ寄って飲んで帰ることもあるが、噂うわさされているように遊んでいる様子はない。女性を連れ帰ったり、ストリップクラブに行ったりもしていないから。

　そしてもちろん、怪しい連中と会ったりもしていない。

　一週間ほど尾行を続けたところで、なんだか馬ば鹿か馬鹿しくなってきた。こんなことを続けていても、証しよう拠こなど見つからないだろう。

　犯人はおそらく、実行犯三名、運転手一名、内部協力者一名。一千万ドルも盗ぬすめば、五人かそれ以上で分けても十分な額だ。むしろ、何も変わらない生活をしていることが、強ごう盗とうに関かかわっていない証拠なのではないだろうか。

　その日もホテルから彼の車をつけながら、ケインは妙な罪悪感を覚えた。このまま彼の家に着いたら、もう尾行などやめよう。

　彼ではなく、強盗団のことを調べればいい。アトランティック・シティへ行って、前の事件についてくわしく知り、今回の事件と比ひ較かくするのだ。その当時の竜崎のことも含ふくめて。

　ところが、尾行をやめる決心をしたまさにその日、竜崎はまっすぐ家に帰らなかった。車は今までとは違う道へ入っていく。ハンドルを握にぎるケインの腕うでが緊きん張ちようした。

　普段と違う行動には、それなりの理由があるはずだ。しかも、車はどんどん街を離れ、砂さ漠ばくのほうへ向かっていく。

　夜の砂漠に、どんな用があるというのか。

　嫌な予感に囚とらわれ始めた頃ころ、町外れのバーが見えてきた。看板には大きな牛の角。カウボーイが好みそうな、カントリー調の店だ。

　車はそのバーの前で停とまった。車を降り、竜崎が店に入っていく。ケインは少し時間をおいてから、自分も中に入った。

　西部劇風のカウンターに、カントリー・ミュージック。華はなやかなカジノとは違い、古き良きアメリカを思い起こさせる店内だ。客層は身体中にびっしりタトゥーをしたバイカーなどで、観光客が足を踏ふみ入れるのは勇気がいるだろう。

　ここで、誰だれかに会うのだろうか。

　ふと、強盗犯の首にあったタトゥーを思い出す。ここには、首筋にタトゥーをした男が山ほどいそうだ。

　竜崎がただ酒を飲んでくれていればいいと思う。どこかの美女といちゃついていても、強盗仲間と会ってたりするよりはずっといい。

　祈いのるような気持ちで竜崎の姿を捜さがしたが、見つからなかった。まさかまた、裏のほうに扉とびらがあって、秘密のカジノ部屋に行っているのでは。

　奥へ向かおうとしたところで、後ろから声をかけられた。

「やあ、ケイン」

　ぎょっとして身体からだが硬こう直ちよくする。

「俺に何か用か？」

　振ふり向いて見た竜崎は、いつものように笑ってはいなかった。ただ無表情に、じっとケインに目を当てている。

　今回、心臓の鼓こ動どうが早まっているのは、冷や汗あせのせいだ。ポーカーのブラフを見み抜ぬかれたような心境である。

　ケインは自制心を総動員し、なんとか落ち着いた声を出した。

「リュウじゃないか、偶ぐう然ぜんだな」

「偶然、俺をつけてきたのか？」

「まさか。俺がここに来たのはたまたまで…」

「この一週間、ずっと俺の後ろにいたな。何かおもしろいゲームでもしてるのか？」

　ぐっと言葉に詰つまってしまう。初めからバレていたとは。自分はまったく探偵業に向いていないらしい。

　こうなってしまったら、何をどう言えばいいのだろう。

「これはゲームなんかじゃなくて…」

「俺の行動を監視しろと言われたか？」

「違ちがう！」

　ケインは思わず声をあげていた。

「俺は、ただ、リュウのことが知りたかっただけだ」

　口に出してみて、真実だと気づく。彼の疑いを晴らしたい。真実を知りたい。彼が本当はどんな人間なのかを。

　竜崎が目を瞬またたいた。

「俺の何を知りたい？」

「どんな生活をしてるかとか、何を考えてるのかとか…」

「そんなことを知ってどうする？」

「どうするって…」

　そうだ、知ってどうしようというのだろう。でも何か言わなければ。彼を知りたい理由。気ばかり焦あせって、うまい言葉を思いつけない。

　言葉に詰まるケインに、竜崎の顔がますます不ふ審しんそうになってしまう。

「話のネタにでもするか？」

「そんなんじゃない！　俺はリュウが好きなんだ。好きな人のことを知りたいって思うのは、当然じゃないか」

　竜崎が驚おどろいたように眉まゆを引き上げる。彼に負けず劣おとらず、ケイン自身も驚いていた。

　いったい何を言っているのだろう。気がついた時には、口から言葉が出てしまったのだ。これではまるで、告白ではないか。

　いや、疑いの余地もなく、告白だ。

　自覚したとたん、一気に顔が熱くなる。見つかって動どう揺ようしたとはいえ、彼に告白してどうするのだ。いくらなんでも馬ば鹿かすぎる。

「ご、ごめん、男の俺にこんなこと言われても、迷めい惑わくなだけだよな。俺はもう帰るから、忘れてくれ」

　その場から逃にげ出そうとすると、竜崎に腕を摑つかまれていた。

「待てよ、ケイン」

「いや、その、俺のことは気にしなくていいから…」

「本当に俺が好きなのか？」

　彼の黒い瞳ひとみに覗のぞき込まれ、心臓が暴れ出す。ここで違う、と言えば、つけまわした理由がなくなってしまう。

　それに、本当に『違う』と言えるだろうか。ずっとモニターで彼を見ていたのに。

　吸い込まれそうな、彼の瞳。温かに包み込む夜空のようにも、底のない暗くら闇やみのようにも見える。

　初めて見た時から、その瞳に囚われていた。

「…好きだよ」

　口にした言葉は、真実なのか。それとも、ごまかすための噓うそなのか。自分にもよく分からない。

　でも彼は女性が好きなのだ。どちらにしても、結果は変わらない。そのことに安あん堵どと、奇き妙みような痛みを感じた。

　これで、彼が気軽に声をかけてくれることはなくなるだろう。ゲイのストーカーなんて、我ながら気味が悪いと思う。

　目を伏ふせて最後通つう牒ちようを待っていると、彼の声が聞こえた。

「じゃあ、俺と寝ねてみるか？」

「え…？」

「俺とセックスするか、という意味だ」

　呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「リュウは男も大だい丈じよう夫ぶだったのか…？」

「今まで男と付き合ったことはないが、ケインならかまわない」

「か、かまわないって、そんな簡単なことじゃ…」

「簡単というわけじゃない。ケインが特別だからだ」

「あ…」

　特別、という言葉に、心が勝手に舞まい上がった。頭は混乱しているが、身体は熱くなってくる。

　信じられない。竜崎と自分が？　本当にそんなことがあり得るのだろうか。

　ケインの告白など、あっさり拒きよ絶ぜつされて終わると思ったのに。

「どうする？　俺と一いつ緒しよに来るか？」

　竜崎が手を差し伸のべた。

　違う、と言うのは今しかない。さっきのはただの冗じよう談だんだったと言って謝れば、彼はこの手を引くだろう。そのあと、二度と差し出されることはない。

　そしてケインはもう、特別な存在ではなくなる。

　胸がキリキリし、うまく息ができない。どうすればいいのだろう。どうするのが正解で、どうするのが間違いなのか。

　頭の中で、理性の声が警告を発していた。この手を取ってしまえば、後あと戻もどりはできないと。警報やら非常ベルやらが鳴り響ひびく。

　それでもケインは手を伸ばし、彼の手を取った。










　ケインは再び竜崎の車のあとを追い、彼の家までついていった。今までと違うのは、それから一緒に家の中へ入ったことである。

　竜崎が住むコンドミニアムは、シティセンターの近くにある高層マンションだ。十二階にある部屋は、ケインが借りている部屋よりずっと広くて豪ごう華かである。家賃はかなりのものに違いない。

　初めて中に足を踏ふみ入れたケインは、物もの珍めずらしげにきょろきょろ見まわしてしまった。室内は黒と銀の色調の家具で統一され、まるでホテルのスイートのようだ。

　壁へき面めんいっぱいに作られた窓からは、夜のラスベガスが一望できる。

「いい部屋だな」

「メルビルのオーナーは、このビルのオーナーでもあるんだよ。彼に引き抜ぬかれた時、この部屋を用意してくれた。家賃は格安だし、家具つきだから楽でいい」

「オーナーに引き抜かれたっていう話は、本当だったのか…」

　竜崎がにやりとして頷うなずく。

「アトランティック・シティのカジノにいた時、俺のテーブルに来て長いことゲームしていった。その時は素す性じようを知らなかったから、あとで連れん絡らくをもらった時は驚いたよ。もうしばらくは向こうにいるつもりだったんだが、条件がよかったからな」

「へえ…」

　竜崎がラスベガスに来たのは、オーナーに呼ばれたからなのだ。何か別の目的があって、自ら移動してきたわけじゃない。それを確かく認にんできただけでも、収しゆう穫かくである。

　そうだ、ここにいる理由を忘れないようにしなければ。彼を調べて、疑いを晴らす。

　でももし、万が一、彼が犯人とつながっている証しよう拠こが見つかったら、ハモンドに知らせなければならない。ハモンドは容よう赦しやなく、彼を警察に突つき出すだろう。

　金の在処ありかを聞き出してから。

「先にシャワーを浴びるか？」

　物思いに囚とらわれていたケインは、竜崎の声に飛び上がった。

「シャ、シャワー？」

　頭がようやくその単語の意味に思い当たり、かっと赤くなる。

「え、あ、そうだよな、シャワーか、うん」

　狼狽うろたえるケインに、竜崎が笑った。

「その前に一いつ杯ぱいやるか。適当に座ってくれ」

「あ、ああ」

　ケインは力が抜けたようにソファに腰こしを下ろした。

　何をおたおたしているのだろう。女性とホテルに行った時と同じではないか。まずシャワー。いわゆる普ふ通つうの手順が、妙みように生々しく感じられる。

　なんだかまだ、これが現実だという実感がない。竜崎の部屋にいて、彼とこれから男女のような行こう為いをするなんて。

　竜崎がキャビネットからウイスキーを出し、それを二つのグラスに注いで戻もどってきた。

「飲めよ。緊きん張ちようがほぐれる」

「…ありがとう」

　ケインはグラスを受け取るや、一息に飲み干した。キツいアルコールが喉のどを焼く。確かに今は、この刺し激げきが必要かもしれない。

　竜崎はグラスを手に持ってすぐ隣となりに座り、ケインの様子を見守っていた。

「少しは落ち着いたか？」

「ああ、まあ…」

「前にも男と寝たことはあるんじゃないのか？」

「ないよ！」

　断言してから、はっと気づく。竜崎は自分をゲイだと思っているだろう。何しろ彼に告白したのだから。

　唇くちびるを湿しめらせ、真実でもある言いわけを口にする。

「男性を好きになったのは初めてなんだ」

「そうか」

　竜崎が微笑ほほえんだ。

「じゃあ、お互たがい初体験だな」

「しょ、初体験って…」

「初めてでも怖こわがらなくていい。傷つけたりはしないから」

「俺は怖がってなんか…っ」

　竜崎が顔を倒たおし、気づいた時にはキスされていた。

　彼の唇がしっとりと優やさしく、ケインの唇を覆おおう。怖がらせない、という言葉の通り、初めはそっと触ふれるだけ。それから少しずつキスが深くなっていく。

「んっ…」

　舌が差し入れられる頃ころには、もう手にグラスを持っていなかった。いつのまにか自然な感じで抱だき合っていて、身体からだから力が抜けていく。

　これは、なんだろう。

　キスするのは初めてではないし、誰だれかと抱き合うのも初めてではない。でもこんな風に、キスだけで頭の中が溶とけ出してしまうのは初めてだ。

　男は初めてだと竜崎は言ったが、経験豊富なのは確かだと思う。キス一つで思考能力を低下させ、身体をゼリーに変えてしまえるのだから。

「あ、は…っ」

　唇が離はなれても、ケインは動けなかった。彼の胸にすがるような格好で、ぼうっと彼を見つめるしかない。

　竜崎がケインの濡ぬれた口元を軽く撫なでた。

「俺とキスするのは嫌いやじゃないな？」

「ん…」

「触れられるのは？」

　手がするりとシャツの下に忍しのび込み、肌はだを撫で上げる。ケインはびくっと震ふるえた。

「あ…っ」

「嫌か？」

　ケインはふるふると首を振ふった。確かに嫌ではない。嫌ではないが、彼が触れると、まるで感電したように痺しびれが走る。

　あの『裏カジノ』でマーティンに触さわられた時は、悪お寒かんしか感じなかったのに。竜崎が触れたところからは、熱が広がっていく。

「どこが感じる？」

　確かめるように這はいまわっていた手が、乳ち首くびの突とつ起きに止まった。

「ここは？」

　先せん端たんをきゅっと摘つままれて、ケインの身体が跳はねた。

「あ、やっ」

「よさそうだな」

　シャツがたくしあげられ、そこを露あらわにされた。片方を指で弄いじりながら、片方を舌で舐なめられる。今度は、鋭するどい電流が駆かけ抜けたようだった。

「ひっ、あ…っ」

　信じられない。そんなところが感じるなんて。

　乳首から湧わき上がる快感、急激な身体の変化。その初めての感覚に耐たえられず、ケインは音をあげた。

「ま、待ってくれ…っ」

「どうした？」

　必死で次の言葉を考える。

「その、そうだ、シャワーを浴びないと…！」

「あとでいい」

「で、でも…」

「ここで手を放したら、逃にげられそうだ」

「俺は逃げたりしな…、んんっ」

　再び唇を塞ふさがれて、ケインのはかない抵てい抗こうは封ふうじられてしまった。彼のキスには特別な力があって、ケインから動く力を奪うばってしまう。

　すっかり身体の力が抜けた頃を見計らい、竜崎がケインを抱だき上げる。あまりに軽々と持ち上げられて呆ぼう然ぜんとした。

「よ、よせよ、リュウ」

「すぐそこまでだ」

　隣の部屋のドアを足で蹴けり開け、ケインを抱かかえたまま寝しん室しつへ入る。次の瞬しゆん間かんには、広いベッドにぽんと下ろされていた。

「…女扱あつかいしないでくれ」

「そんなつもりはない」

　横たえたケインの身体を竜崎が見下ろした。

「女性にこれはついてないだろう」

　ズボンの上から、すでに反応しているケインのものに触れる。ケインはかっと赤くなり、身体を丸めてそこを隠かくした。

　キスして、ちょっと胸を触られただけでこの有様とは。十代のガキじゃあるまいし、我ながら反応が早すぎる。

「そんなとこ、いきなり触るなよ」

「もう勃たってるな」

「し、仕方ないだろう。リュウが触るから…」

「嬉うれしいね」

　かすかに微笑み、竜崎が上に覆い被かぶさってきた。頰ほおや首筋にキスしながら、服を脱ぬがそうとする。

　ケインはシャツを死守しながら、なんとか上半身を起こした。

「ちょっと待てってば…！」

「今度はなんだ？」

「じ、自分で脱ぐ」

　その方がなんとなく、彼に脱がされるより恥はずかしくない気がする。竜崎は目を瞬またたき、ふいに身体を離した。

「じゃあ、どうぞ」

　どうぞ、と言われ、彼の視線にさらされて、ケインは自分の言葉を後こう悔かいした。彼の目の前で服を脱ぐなんて、ストリップみたいなものではないか。どさくさ紛まぎれで服を脱いだほうが、いろいろ考えずにすんだのに。

　恨うらめしそうに彼を見上げ、苦し紛れに文句を言う。

「俺だけじゃ不公平だろう。リュウも脱げよ」

「そうだな」

　竜崎はあっさり頷うなずき、自分のシャツを脱ぎ落とした。

　目の前に、たくましい身体が晒さらされた。広い胸むな板いたに、引き締しまった腹部。ディーラーの制服の下に隠されていた、彼の肉体。

　自分と同じ男の裸ら身しんを見て、なぜこんなに胸が騒さわぐのだろう。この、喉が渇かわくような感覚はなんなのか。

　じっと見つめたまま動かないケインに、竜崎が笑った。

「触りたいか？」

　ごくっと唾つばを吞のみ込んだ。頭で考えるより先に、口から言葉が出てしまう。

「触りたい」

「では、どうぞ」

　竜崎が少し身体を倒して、近くに来る。ケインはそろそろと手を伸のばし、彼に触れた。がっしりした肩かたから、なめらかに隆りゆう起きする腕うでのライン。

　再び肩に戻もどり、鎖さ骨こつをたどって、胸から腹のほうへゆっくり撫で下ろしていく。臍へそに近くなると竜崎がくすぐったそうに身体を揺ゆらし、ケインの指をすくいあげた。

　その指にキスをして口元を引き上げる。

「次は俺の番だな」

「え…」

　今度は抗あらがう暇ひまもなく、シャツをはぎ取られていた。

　竜崎の指が、ケインの身体の上を這う。ケインがしたことをたどるように、肩から腕へ。それから鎖骨を通って胸を撫で、乳首をかすめてもっと下へ。

　彼の手は腹部で止まらず、ジッパーを下ろして前を開き、下着の中まで入り込んだ。

「あ…っ」

「ここも見たいな」

「や、やめっ」

　止めようとした時は、遅おそかった。ズボンと一いつ緒しよに下着まで引き下ろされ、すでに勃ち上がっていたものが飛び出してしまう。

　こんな、男の『証あかし』みたいなものを、いきなり彼に晒してしまうなんて。

「み、見るなよ」

「なぜ？」

「男のなんて、気持ち悪いだろ」

「いや、ケインのなら少しも」

　まるでそれを証明するように、竜崎がそれをぺろりと舐める。ケインは飛び上がった。

「な、なにし…っ」

「やっぱりここは反応がいいな」

　先端を舐めまわされて、びくびく腰こしが震えてしまう。だがイク前に舌は離はなれ、別の場所に移っていった。

「あ…」

「ほかはどこが感じる？」

「な、なに…」

「俺に教えてくれ」

　さらに下がって太ふと腿ももの内側。膝ひざの裏からふくらはぎまで。手が触ふれたあとは、唇くちびるがたどっていく。

　あちこちをくまなく触れられて、ケインは死にそうになった。

　彼が触れたところは痺しびれて熱くなり、身体からだ中がどろどろに溶とけていくようだ。中心は痛いほどに硬かたくなり、先走りに濡ぬれている。

　でも彼は肝かん心じんなところには触れようとしない。

「も、もう、遊ぶなよ、リュウ」

「遊んでない」

「じゃあ、なんで…」

「ケインが感じるところを知りたいだけだ」

「そ、そんなの、リュウが触れたとこはどこだって…」

「そうなのか？」

　竜崎がいったん身体を起こした。見られているのが分かる。全身に彼の愛あい撫ぶを受け、震ふるえて身み悶もだえている自分の姿を。

　逃げ出したかったが、どうにもできなかった。どろどろの身体は力が入らず、彼の視線を遮さえぎる術すべがない。

　最後の足あ搔がきで顔だけを横に背そむける。すると、彼の手で顔を戻されてしまった。激しいキスをされて、頭の中までどろどろになってしまう。

　唇が離れたと思ったら、今度はすぐケインのものがくわえられた。

「え、何っ…」

　温かい口内に含ふくまれ、舌を使われると、もはや言葉が出なかった。声はただ喘あえぎとなって、熱い息を吐はくだけだ。

「あ、ああっ…！」

　軽く吸い上げられたとたん、ケインは達していた。　>>>♥

「は、あ…」

　すっかり脱だつ力りよくしているケインに、口で受け止めた竜崎が笑った。

「けっこう苦いな」

　我に返って、真っ赤になってしまう。

「だ、出せよ、そんなもの…」

「初めての記念だ」

「な、何言って…」

「俺もケインの初めてが欲しい」

「う…」

　ケインはぐっと唇を嚙かんだ。

「分かった」

　身体を起こし、彼の腹部に屈かがもうとすると、肩を押さえられていた。

「そうじゃない。ここだ」

　するりと尻しりの間を撫なでられ、びくっとしてしまう。

「ここに男を受け入れたことはないんだろう？」

「な、ない」

「じゃあ、ゆっくりやろう」

　竜崎がケインの後ろにまわり、四つん這ばいの格好をさせた。そのまますぐ指を入れられて、焦あせってしまう。

「ゆ、ゆっくりやるんじゃ…」

「ゆっくりほぐすんだ」

「んっ…、う…」

　何度も指が出し入れされ、広げるように動く。内側を探さぐられる気持ち悪さと、奇き妙みような疼うずき。ケインはじっと我が慢まんしていたが、指が増やされ、奥まで突つき入れられた瞬しゆん間かん、背筋に稲いな妻ずまが駆かけ抜ぬけた。

「あ…っ」

「ここか？」

　竜崎が低く呟つぶやき、何度もそこを擦こすり上げる。

「あ、あっ…」

　指の動きにつられるように、腰が揺らめき出していた。奇妙な熱が奥から湧わき出し、勝手に動いてしまうのだ。

　さっきイったばかりなのに、もう前が硬くなって張り詰つめてくる。

　ケインはたまらない気持ちになった。

　後ろに指を入れられて興奮し、メス犬のような格好で腰を振ふっているなんて。それをまた、全部竜崎に見られている。

　これ以上、痴ち態たいを晒さらす前に、終わらせてくれたほうがいい。

「も、もう、いいから、リュウ」

「ゆっくりやるんだろう？」

「やらなくていい。だから、早く、頼たのむから、リュウ…！」

　必死で訴うつたえると、指が引き抜かれた。竜崎が腰を抱かかえ直す。

「じゃあ、力を抜いて」

　どうしていいか分からないまま、じっと動かずにいると、彼が侵しん入にゆうを開始した。指よりも圧あつ倒とう的な存在感で、自分の中に押し入ってくる。

　ケインはうめき、背中をのけぞらせた。

「あ、あ…っ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ゆっくり息を吐いて」

　言われた通りに息を吐くと、彼がさらに中へ押し入った。

「んっ、あっ」

「俺が入ってくるのを感じるか？」

「か、感じる…っ」

「もっと奥まで受け入れてくれ」

　ぐっと突き入れられて、悲鳴のような声が出る。抑おさえようと唇を嚙みしめたのに気づき、竜崎が唇の間に指を入れてきた。

「抑えようとするな。声を出せばいい」

「ん、んんっ」

　彼が腰をまわし、中を馴な染じませるように動く。ケインの腰がびくびく震えた。

「そ、それ、だめ…っ」

「気持ちいいのか？」

「やっ、やめっ」

　先ほど指で擦られたところを、もっと太くて硬いもので抉えぐられる。ケインの喉のどが引きつった。

「感じるままに声を出せ。お前の声が聞きたい」

　竜崎がいったん自分を引き、再び突き入れる。衝しよう撃げきが全身を揺ゆるがし、頭の中がスパークした。

「ひっ、あ…！」

「そうだ。もっと俺を感じろ」

「あ、やあっ、ああ…っ！」

　奥を突かれるたびに、留とどめようもなく声が出てしまう。身体の中にいる彼と、彼に与あたえられる快感しか分からなくなってくる。

「ああっ！」

　一ひと際きわ高い声を放った瞬間、ケインは達していた。










　ぐったり身体を横たえたまま、ケインは呆ぼう然ぜんとしていた。

　信じられない。自分があんな声をあげるなんて。女性だって、あんなよがり声はあげないだろう。

　そうだ、あれはよがり声だった。

　男との初めてのセックスで、感じまくってしまったのだ。

　なんてことだろう。自分はゲイじゃないはずだったのに。これでは、淫いん乱らんでスキモノのゲイだと思われても否定できない。

　羞しゆう恥ちのあまり横を向いて顔を隠かくしていると、竜崎がケインを引き寄せた。無理やり前を向かされてしまう。

「見るなよ」

「なぜ？」

「変な顔をしてるだろう」

「綺き麗れいな顔だ」

「よせよ。変な声も出した」

「綺麗な声だった」

「だから、それはよせって…」

　なんだか気が抜けて、ケインは彼の胸に顔を伏ふせた。疲つかれていて、もう反論する気力が出てこない。

　竜崎がケインを腕うでに抱だき入れ、髪かみに軽くキスしてくれた。

「成功してよかった」

「え？」

「お互たがいイけたんだ。初体験は成功だろう？」

「ああ…」

　最後のほうは、すでに何も分からない状態だった。竜崎がイったことすら覚えていない。でも彼も満足してくれたなら、自分もよかったと思う。

　なんだか妙みように安心し、そのまま眠ねむりそうになった時、ふと頭の隅すみに引っかかっていたことが口を衝ついて出た。

「なあ、リュウ…」

「なんだ？」

「さっきは、どうしてあの店にいたんだ…？」

「あの店？」

「あの西部劇風の店だ。リュウの趣しゆ味みなのか？」

　彼の笑いが胸から伝わった。

「いや、違ちがう。お前が俺のあとをつけてるのはすぐ分かったが、街にいる間は捕つかまえても偶ぐう然ぜんだと言いわけできるだろう。だから、お前が行きそうにない場所を選んだ」

「…バレバレだったんだ。分かった時点で言えばよかったのに」

「ちょっと楽しかったんだよ。お前がいつも俺の後ろにいると思うと」

「人が悪いな」

「これからは、一いつ緒しよの車で帰ればいい」

「うん…」

　竜崎の言葉に返事をしたあと、頭の中でその言葉の意味を考えた。

　一緒の車で帰る。これからは一緒に帰って、一緒に眠るということだろうか。つまり彼はケインと、こういう関係を続けるつもりなのか。

　あのケインの告白に、彼はあっさり『寝ねてみるか』と答えた。特別だとは言われたが、好きだと言われたわけではない。

　男相手は初めてだが、『特別』にケインの気持ちに応こたえ、身体からだを慰なぐさめてくれた、ということだろう。意外とうまくいったから続けてもいい、と思ったのだろうか。

　彼は見るたびに違う女性といたし、けっこう遊んでいるという。ケインとすらあっさり寝てくれたところを見ると、やはりそれは事実なのかもしれない。

　ケインは、彼が遊ぶ相手の一人になったということなのか。それを光栄に思うべきか、悲しむべきか、よく分からなかった。

　でも彼の胸は温かく、不思議と安らいだ気分になってしまう。今は疲れていて、頭がうまく働かない。考えるのは明日あしたにしよう。

　目を閉じると、すぐ意識がとろとろ薄うすれ出す。ケインは彼の胸に頭を預け、そのまま眠りに落ちていった。
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　強ごう盗とう事件の捜そう査さは、あまり進展していなかった。

　警察のほうでも、手がかりがほとんどないらしい。催さい涙るいガスやスタンガンからも、交通カメラの映像からも、強盗犯の足取りをたどれなかったようだ。

　かなり用意周しゆう到とうなプロなのだろう。

　ハモンドが内通者の容疑者としてあげた五人の中にも、特に怪あやしい人物は出なかった。

　ケインはまだ竜崎が潔白だという確固たる『証しよう拠こ』を見つけたわけではないが、犯人だという証拠もない以上、ハモンドも動くことはできない。

　捜査が暗あん礁しように乗り上げている一方で、ケインと竜崎の関係は続いていた。

　竜崎が言った通り、あれから彼と一緒に帰るようになったのである。互いに勤務時間のシフトが違うこともあるが、時間が合う時は連れん絡らくを取り合う。

　一緒に帰れる夜は竜崎の家へ行き、朝まで一緒に過ごした。

　なんだか本当に彼と付き合っているようで、おかしな気分になることがある。実際に竜崎は、理想的な『恋こい人びと』だった。

　ケインに急な仕事が入って約束を反ほ故ごにしても、今までの相手のように怒おこったりはしない。不規則な時間にも対応してくれる。

　寛かん大だいで、いつも優やさしい。そして夜は、たまらない快感を与えてくれる。

　だが、そんな風に過ごしていても、本物の『恋人』になれた、と自うぬ惚ぼれることはできなかった。やはりまだどこか、彼には分からない部分があるからだ。

　微び妙みように踏ふみ込めない、心の内。身体を重ねても、越こえられないように感じる一線。

　ケインにしても、すべきことを忘れているわけではない。実のところ、彼がシャワーを浴びている間に、部屋を調べたりもした。

　でも分かったことといえば、あの広くて豪ごう華かな部屋に、彼自身の私物はわずかしかない、ということだ。

　旅行で来た観光客だって、もっと荷物があるように思う。彼はあの部屋に『住んでいる』と言えるのだろうか。

　ケインの部屋には、母の写真や様々な過去の記念品がある。あの部屋には何もない。彼が生きてきた痕こん跡せきのようなものが一つも。

　フロアマネージャーのアトキンズが言った、『流れ者』という言葉が頭に浮うかぶ。家具付きで借りている家。つまり、身のまわりのものだけでいつでも移動できるということだ。

　ただの一時、寝ね泊とまりするだけだから、部屋を居い心ごこ地ちよくする必要もない。

　では、ケインは彼にとってなんなのだろう。ただの一時、セックスを楽しみ、時が来たら去っていくのか。

　そう考えると、胸がキリキリ痛み出す。

　何物にも縛しばられず、好きな時にどこへでも行ける、自由な男。今は恋人のように付き合ってくれていても、いつまで傍そばにいてくれるだろう。

　だから、彼に深入りしてはいけないと思う。あとでひどい痛手を負わないように。いずれいなくなってしまうなら、本気になっても傷つくだけだ。

　それでも、監かん視し室のモニターをチェックしていると、いまだについ竜崎を見てしまう。等しく客に向けられる、穏おだやかな微び笑しよう。第二の皮ひ膚ふのように馴な染じんだ、ディーラーの制服。

　彼は変わっていないのに、前と同じようには彼を見られない。何も知らなかった頃ころとは違うから。

　ケインは、あの制服の下を知っている。ベッドの中でだけ見せる表情も。

「何か分かったか？」

　いきなり後ろからかけられた声に、ケインは飛び上がった。

「だから、忍しのび寄って驚おどろかすのはやめてください」

　振ふり向いて文句を言うと、ハモンドが肩かたをすくめた。

「たるんでるから驚くんだ。俺に報告することはないのか？」

「今日はたいして問題も起こってませんよ」

　ハモンドが眉まゆを寄せて、声を潜ひそめた。

「俺が言ってるのは竜崎のことだ」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまったあと、何気ない声を出す。

「報告することは特にありません」

「最近、よく一緒にいるようだな」

　ケインはなんとか動どう揺ようを抑おさえた。二人が一緒に帰ったりしていることは、ハモンドに隠かくしても無む駄だである。彼は監視チームのボスなのだから。

　でも、二人が『そういう関係』だということまでは分からないだろう。

「ボスが調べろと言ったから、彼に近づいてるだけです。リュウはもともと金に困ってないし、あれから生活も変えてないし、強盗と結びつくような要素はありません。アトランティック・シティからここへ移ったのもオーナーが引き抜ぬいたからで、計画的なことじゃないんです。今回の強盗とは関係ないですよ」

「奴やつがこのホテルへ来たから、ここが狙ねらわれたのかもしれないぞ」

「それこそこじつけです。連中はポーカートーナメントの賞金を狙っただけでしょう」

　ケインは溜ため息いきをついた。

「手がかりがないからって、リュウに濡ぬれ衣ぎぬを着せないでください」

「まだ濡れ衣かどうか分からないだろう」

　ハモンドはがしがしと髪かみを搔かきまわした。

「連中は馬ば鹿かじゃない。あれだけの大金を街から出そうとすれば、警察の検問に引っかかったはずだ。金を動かすのは、ほとぼりが冷めてからだろう。今は疑われないように息を潜めてる。内通者さえ分かれば、揺ゆさぶってボロを出させてやれるんだが」

「ほかの四人も特に疑わしい点はなかったんですよね」

「ああ。今は誰だれかが動くのを待つしかないな」

　ハモンドはぽんとケインの肩をたたいた。

「竜崎が動いたらすぐ知らせろ」

「彼に限定しないでくださいよ」

「どちらにしても油断するな。どうもあいつは信用できん」

　不ふ穏おんな言葉を残し、ハモンドは離はなれていった。

　信用できない？　ケインは不ふ機き嫌げんな気分で考えた。竜崎のどこが信用できないというのだろう。強盗を捕つかまえたいあまり、ハモンドは意固地になっているらしい。

　むかむかしたまま、ケインはいつもの見まわりをしにカジノフロアへ向かった。竜崎の疑いをきっちり晴らせない自分が情けない。

　ハモンドはケインにとって大事な人間だ。だからこそ、彼にも竜崎を認めてもらいたいのに。

　そこで、自分の思考にはっとした。これではまるで、父親に恋人を認めてもらいたい息子むすこのような…。

　思わず動揺したために、前方から来る人物に気づかなかった。

「やあ、ケイン」

　頭の中で思い浮かべていた人物に声をかけられて、心臓が跳はね上がる。にっこり笑ってくれるのは前と同じだ。

　でも前より少し、彼の目がやわらかく感じるのは気のせいだろうか。

「や、やあ、リュウ」

「ぼんやりしてどうした？　何かあったのか？」

　彼が心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。ケインは慌あわてて首を振った。

「別に何もないよ。今日はカジノフロアも静かだし」

「…例の強ごう盗とう事件のことで困ってるのか？」

　どきっとしてしまう。竜崎の口から強盗事件の話が出るとは。動揺を押し隠し、気楽な感じで笑ってみせた。

「確かにオーナーは怒ってるけど、仕方ないことだし、心配いらないよ」

「ならいいが」

　彼が少し声を潜めて言う。

「今日は早めに帰れそうか？」

「このまま何も起こらなければ」

「じゃあ、いつもの場所で待っている」

「分かった」

　いつもの約束に、いつものように手を振って別れる。今夜も彼と会えるのだ。

　幸せな気分に囚とらわれた時、ふと頭上の監視カメラが気になった。彼と話している姿を見て、モニターの前の彼らはどう思うだろう。

　自分と彼の関係を。

　男同士なのだから、ただの友人にしか見えないに違ちがいない。ハモンドには、容疑者を探さぐっていると見えるはずだ。

　本当のところはどうなのだろう。自分と彼の関係は？　自分は彼との関係をどう見られたいと思っているのか。

　ケインは監視カメラから顔をそらし、見まわりに戻もどった。










　竜崎のベッドは広いから、二人で横になっても十分な広さがある。

　でも今、竜崎がいるのはケインの上だ。彼の甘いキスを受けながら、背中に腕うでをまわしてしがみつく。

　いつのまにか、身体からだが覚えてしまった。どこに腕をまわし、どんな風に抱だき合うかを。

　男の自分が、同じ男に組み敷しかれることに対する抵てい抗こうも、今ではすっかり薄うすれている。むしろ、ひどく自然に感じられた。

　彼に抱きしめられ、彼を身体に受け入れることが。

　何しろ竜崎の唇くちびるには特とく殊しゆな力があるらしく、キスされると抗あらがえなくなってしまう。素す肌はだに触ふれられ、乳ち首くびを弄いじられれば、すぐに身体がとろけだす。

　でもいつも、竜崎は急がない。

　指と舌でどろどろに溶とかされ、さんざん声をあげさせられ、ケインがもう死にそうになった頃に、ようやく欲しいものを与あたえてくれる。

　それまではただ、彼にしがみついて待つしかない。

　もっと熱くて、激しい刺し激げきを。

「んっ、や…っ」

　キスは唇から乳首に移っていた。小さな突とつ起きを唇が覆おおい、舐なめられては吸われ、軽く歯をたてられる。

　ここが男でも感じるポイントだというのは、竜崎に愛あい撫ぶされて初めて知った。でも困るのは、弄られているうちに、だんだん敏びん感かんになってきた感じがすることだ。

　胸から広がる快感が、下半身も直ちよく撃げきしてしまう。ケインは身み悶もだえ、思わず彼の頭を抱かかえて引っ張った。

「どうした？」

　この優やさしい声は曲くせ者ものだ。文句が言えなくなってしまう。

「ケイン？」

　促うながされて、ようやく声が出る。

「そこは、もういいから…」

「ここにキスされるのは嫌いやか？」

「い、嫌じゃないけど、そんなとこ、たいして楽しくないだろ。女性みたいに柔やわらかくもないんだし」

「ケインのここはかわいいよ」

「ば、馬鹿言うな」

「俺のキスでもっと硬かたくさせたい。嫌じゃないなら、もう少しかわいがらせてくれ」

「う…」

　こう言われたら、断るのは難しい。ケインは仕方なく、抱えていた頭からそろそろと手を放す。それを待っていたように、彼の舌が再び乳首に絡からみついた。

「あ、あ…っ」

　ケインは背をのけぞらせ、自ら胸を彼の唇に押しつける格好になってしまう。　>>>♥

　強ごう引いんにしてくれれば、彼のせいにできるのに。これでは、自分から望んだようではないか。いや実際に、望んでいたのかもしれない。

　嫌だったのは、感じすぎておかしくなりそうだったからなのだ。乳首だけでイきそうになるなんて、あまりに恥はずかしすぎる。

「ん、も、やあっ」

　びくびく震ふるえ始めると、ようやく竜崎が離してくれた。

「すっかり硬くなったな」

「う…」

「こっちも硬い」

　太ふと腿ももの間を撫なでられ、ケインはかっと赤くなった。

「だから、もういいって言ったのに…」

「今度はこっちもかわいがらないとな」

「ばっ…」

　下腹部に顔を伏ふせ、竜崎がケインのものにキスをする。ケインは慌てて身体を引こうとした。

「そこは、ほんとにいいから…！」

「なぜ？」

「触さわられたら、俺はすぐ…っ」

　今回のケインの言葉は無視された。竜崎は逃のがれようとするケインの腰こしを押さえ、先せん端たんから裏側まで舌を這はわせる。

　温かい口内に含ふくまれた瞬しゆん間かん、後ろに指が差し入れられた。

「ひ、ああっ…！」

　両方を刺激されたとたん、ケインは達してしまった。

「あ…」

　ケインは手で顔を覆った。竜崎とこうなってから、やたら早くイってしまう。前はもっと長くもたせられたと思うのに。

「ご、ごめ…」

「謝らなくていい」

　竜崎がケインの手を顔からはずさせ、指にキスをする。

「夜はまだ長い」

「ん…っ」

　指先を舐められてしゃぶられると、また体内に熱が湧わき出してくる。きっと、自分の身体はどこかおかしくなったに違いない。

　竜崎に触れられた場所は、どこだろうと感じてしまう。触れられるほどに渇かつ望ぼう感が高まって、もっと触れてほしくなる。

　自分は本当に、ゲイの淫いん乱らんだったのかもしれない。

「あ、あ…っ」

　手先から始まり、身体中に愛撫を散らしながら、竜崎が後ろをほぐしていく。入れる指の本数を増やし、何度も奥を擦こすり上げるのだ。

　ケインが悶もだえて死にそうになるまで。

「リュウ、も、早く…！」

　いつも耐たえられなくなるのはケインのほうで、懇こん願がんせずにはいられなくなる。

「早く、リュウ、リュウ…！」

　頭の中まで溶かされて、彼の名前と、早く、しか言えない。ケインがこうなると、今までならすぐ与えてくれたのに、なぜか身体からだを離はなされてしまった。

「あ、なに…」

「今日は俺じゃなくて、ケインが望むようにしよう」

「え…？」

　竜崎が身体を起こし、体勢を入れ替かえた。ケインは彼の腰を挟はさんで、上に乗った格好になる。彼の重みを失い、放ほうり出されたような感覚に狼狽うろたえた。

「リュウ…？」

「俺が欲しいならそうしろ。ケインの好きなように」

「え…」

　ごくっと唾つばを吞のみ込んでしまう。

　つまり、自分でやれということだろうか。自分で彼を中に入れる？　頭が真っ白になり、身体が硬こう直ちよくした。

「どうした？　俺を好きにしていいんだ。ケインは何がしたい？」

　竜崎を好きにする。自分がしたいように。

　まるで媚び薬やくのようにその言葉が浸しん透とうしてきて、ぞくりと震えた。感覚に膜まくがかかり、頭がくらくらする。

　気がつけば手を伸のばし、彼に触れていた。

　肩かたから胸に手を這わせ、何度も撫でる。それから身体を倒たおし、彼の唇にキスをした。竜崎が唇を開き、キスに応こたえてくれる。

　彼の唇を思う存分味わったあと、身体を起こした。

　竜崎のものに触れ、その硬さを確かめる。彼の欲よく望ぼうの証あかし。自分のせいでそれが硬くなっているのだと思うと、下半身が疼うずいてしまう。

　もう我が慢まんできず、腰を上げた。彼に手を添そえ、自分の中に彼を導く。とば口に押しつけたが、うまく入れられない。

　強引に腰を下ろそうとしていると、竜崎が軽く手で支えてくれた。

「少し身体をそらせて。そうだ」

　角度が変わり、彼の先端が潜もぐり込んできた。

「あ…っ」　>>>♥

　そこで動きをゆるめ、彼が入ってくる感かん触しよくを味わった。押し広げられ、侵しん略りやくされていくような感覚。

　それがこんなに気持ちいいのはなぜなのだろう。彼と深くつながれることが、こんなに嬉うれしいなんて。

　ケインはさらに腰を落とし、彼を奥まで受け入れた。

「う、あ…、んっ」

　身体の中に彼を感じる。彼の熱と、脈動を。そして、彼を包み込み、一番深い場所から湧き上がる自分の熱も。

　ケインはそろそろと腰を動かし、少し浮うかせた。それから、また下ろす。その痺しびれるような刺激を求め、動きを大きくする。

　腰を下ろすと同時にぐっと締しめつけると、稲いな妻ずまのような快感が湧いた。

「あ、あっ…！」

　ケインはもう何も考えず、ひたすら自分の快感を追った。腰を浮かせては落とす。彼を締めつけ、自ら中を擦りつける。

「んんっ、リュウ…、リュウ…！」

　無意識に名前を呼ぶと、彼の腕うでがケインの腰を摑つかんだ。たくましい腕に持ち上げられ、激しく引き落とされる。

　一番奥まで貫つらぬかれ、衝しよう撃げきが頭の先まで駆かけ抜ぬけた。

「あ、あーっ」

　ケインは身体をのけぞらせ、熱い迸ほとばしりを放っていた。










　動けないケインを抱だきかかえ、竜崎が身体を洗ってくれた。丁てい寧ねいに中まで洗われている間も、ケインはぼうっとしたままだった。

　タオルで身体を拭ふかれ、再び抱かれてベッドに戻もどる。シーツに身体が横たえられると、ようやく思考能力が戻ってきて、声を出すことができた。

「…ごめん」

　竜崎が顔を覗のぞき込んできた。

「何を謝る？」

　ケインは慌あわてて横を向いて顔を隠かくした。

　自分でも何がどうなったのかよく分からない。竜崎に『好きにしていい』と言われたとたん、乾かわいたわらに火をつけたみたいに欲望が燃え上がった。

　触ふれるほどにどんどん飢き餓が感かんがつのり、あとは身体が暴走してしまった。まるで全身が欲望に乗っとられたかのようである。

　そんな状態のケインを、竜崎は下から全部見ていたのだ。

「なんか、一人で興奮して…」

「二人でだろう。俺も興奮した」

「…ほんとに？」

　思わず彼のほうを向いてしまう。

「嫌いやじゃなかったのか？」

「何が？」

「その、あんな風に乱れて…」

「嫌なわけがないだろう。その証しよう拠こに、俺のほうが先にイったのに気づかなかったか？」

「そ、そうだっけ」

　確かに、身体の中に放たれたものを感じた。今まではわけが分からなくなりすぎて、彼がイったのに気づけないことが多かった。

　今回はたぶん、同時くらいにイけたのだろう。

「こんなことは初めてだ」

　苦く笑しよう混じりに竜崎が言って、ケインを抱き寄せた。

「ケインといると、タガが外れそうになる」

「…外してもいいよ」

　かすかに眉まゆを引き上げる彼に、少し笑う。

「俺なんて、とっくに外れてる」

　彼の上に乗って、自ら中に入れ、腰こしを振ふってよがってしまった。もはや淫乱なゲイで決定だ。

　恥はずかしくて死にたいくらいだが、竜崎が興奮してくれたなら、もういいような気がする。自分ばかりが気持ちいいわけじゃないのなら。

「俺があんな姿を見せても、嫌じゃないと言ってくれたろ。俺もリュウが何しても嫌じゃない」

「ケイン…」

　竜崎が顔を寄せて、キスをした。しっとりと唇くちびるを触れ合わせるだけの、優やさしいキスだ。唇が離れ、彼の黒い瞳ひとみと目が合う。

　そこに、いつもと違ちがう表情が浮かんでいるように見える。ひどく温かくて、胸を切なくするような何かが。

「明日あしたも仕事だ。もう眠ねむろう」

「うん…」

　胸に引き寄せられ、彼の瞳が見えなくなった。

　今までは、彼と目が合うたびに心臓が跳はね上がり、動どう揺ようしてしまった。でも今はもう少し彼の瞳を見ていたい。

　その瞳の中にある、彼の心を知りたかった。
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　翌朝、ケインは何か甘い匂においで目が覚めた。

　隣となりを見ると、竜崎がいない。匂いに誘さそわれるように寝しん室しつを出て、彼の姿を捜さがす。竜崎はキッチンで何やら作っているところだった。

　起きてきたケインに気づき、にっこりする。

「おはよう、ケイン」

「お、おはよう」

　なんだか彼の声まで甘い気がして、妙みようにどきまぎしてしまう。

「シャワーを浴びてくるといい。もうすぐ朝食ができるから」

「え…」

　ケインは目を瞬またたいた。

「リュウが作ってくれるのか？」

「ほかに誰だれがいる。早くシャワーを浴びてこいよ」

　ケインは不可思議な気分でバスルームへ向かった。

　竜崎の部屋には、広めのダイニングキッチンもある。一通りの調理道具も揃そろっていたが、彼が使った形けい跡せきはなかった。使っているのはコーヒーメーカーくらいだ。

　冷蔵庫にもビールくらいしか入っていない。

　一いつ緒しよに夜を過ごした朝は、近くのダイナーでモーニングを食べるのが常だった。彼が料理する姿を見たことなどなかったのに。

　シャワーを浴びて戻ると、本当に朝食ができあがっていた。コーヒーとサラダ。そして、焼きたてのパンケーキ。

「これって…」

「なんだ、パンケーキは嫌きらいだったか？」

「まさか。ただちょっと驚おどろいて」

　竜崎とパンケーキというのは、かなり異色の組み合わせな気がする。ケインの戸と惑まどいに気づいたのか、竜崎が苦笑した。

「子供の頃ころ、施し設せつでたまに出されたパンケーキが、俺には一番のご馳ち走そうだったんだよ。ずっと忘れてたが、なんだか急に食べたくなった」

「俺も好きだよ、パンケーキ」

　ケインはいそいそとテーブルについた。竜崎も向かいに座り、メイプルシロップの容器を指し示す。

「俺はこれをかけるが、ケインは？」

「俺もかける」

　彼が焼いたパンケーキは、少し厚めでふっくらしている。たっぷりとシロップをかけ、大きめにカットした一切れを頰ほお張ばった。

　甘くて温かい。どこか懐なつかしい感じがする味だ。

「おいしい」

「店で食べるパンケーキのようにはいかないけどな」

　ケインは首を振った。ホテル・メルビルにもパンケーキを出す店はある。街には専門店もあり、よく観光客が並んでいるのを見かけた。

　でもそういう店で食べるのと、竜崎が作ってくれたものとは、まるで違うと思う。

「専門店のパンケーキはいろいろ載のってて華はなやかだけど、俺はこのほうが好きだ」

「…そうか」

　竜崎は困ったように呟つぶやき、ふいっと顔をそらせた。

　ケインは自分の目を疑った。照れている？　あの竜崎が？

　これは、彼が初めて見せた、素すのままの表情ではないだろうか。いつもポーカーフェイスの彼が。

　胸の奥から、熱いものが湧わき上がってきた。

　心を読ませない、穏おだやかな微び笑しようの後ろ側。施設で育ち、パンケーキが好きだった、孤こ独どくな少年。

　ケインの中で、いろいろな彼が重なった。

　ディーラーとしての彼も、怖こわいほど無表情でポーカーをする彼も、ケインを熱く抱だきしめる彼も、パンケーキを焼いてくれる彼も。

　その、すべての竜崎が好きだ。

　雷かみなりに打たれたように、そう確信した。本当は、ずっと前から分かっていたのだ。監かん視し室のモニターで、彼を見つめていた時から。

　でも認めてしまうのが怖かった。だからうっかり告白した時も、彼に抱だかれるようになってからも、必死で自分に言いわけをしてきた。

　これは一時だけのことだから、本気になるのはやめよう、と。まだ本気で好きになっていないつもりだったとは。とっくに深みにはまっていたのに。

　好きだと言ったのは、本音が溢あふれてしまっただけだ。彼に触ふれられてあんなに感じてしまうのも、彼に恋こいをしていたから。

　彼がいつかいなくなってしまうとしても、もう手て遅おくれだ。自分のこの気持ちは変えられない。あとでどんな痛手を負おうとも。

　今はただ、竜崎の気持ちが知りたい。ケインのことをどう思っているのか。

　でもケインには、彼に言っていないことがある。彼をつけまわして近づいた、本当の理由。実際に部屋を調べたりもした。

　彼を騙だましたままで、本当の気持ちなど聞けるわけがない。

　竜崎に真実を話そう、と決意した。彼は怒おこるかもしれないが、なんとか分かってもらうのだ。彼の疑いを晴らしたかっただけなのだと。

　そして、自分の正直な気持ちを伝えたい。

　急に手を止めたケインに、竜崎が訝いぶかしげな顔をした。

「どうした？」

「え、いや、その…」

　いざ話すとなると、勇気がいる。今はせっかくおいしいパンケーキを食べているのだ。せめて食事が終わってからにしよう。

「あとで、リュウに聞いてほしいことがある」

「それはかまわないが…」

　竜崎がかすかに眉まゆを寄せたところで、電話が鳴った。彼が自分のスマートフォンを取り出し、画面に目を走らせる。

「悪いな。これには出ないと」

「あ、うん、いいよ」

　竜崎は電話を手にして立ち上がり、寝室のほうへ向かった。

　その時、どうして彼のあとをつけようと思ったのか分からない。彼を探さぐろうという、明確な意図などなかったのは確かだ。

　たぶん、朝から彼に電話をかけてくる人物が誰だか知りたかったのだろう。竜崎がケインに聞かれないように、別室へ行って話す相手に興味が湧いた。

　仕事関係だろうな、と思いながらもこっそり寝室のドアの傍そばまで行き、耳をそばだてる。ドアは完全には閉められていなかったので、彼の低い声が聞こえた。

「もう協力はしただろう。そっちの要求は果たしたはずだ。これ以上、やる気はない」

　心臓を摑つかまれたような感覚がした。嫌いやな汗あせが流れ出す。これは、なんの話だろう。ただの仕事の話とは思えない。

　相手の返事は聞こえなかった。しばらくすると、何か説得されたのか、竜崎が溜ため息いきをつく。

「分かった、いいだろう。仕事の前に話を聞く。だが、こっちにも条件がある」

　話が終わる気配がしたので、ケインは慌あわててドアから離はなれた。咄とつ嗟さにキッチンに行き、コーヒーメーカーからポットを取り上げる。

　竜崎が出てきた時は、ポットを持ってテーブルに戻もどる振ふりをした。

「コーヒーのお代わりをもらうよ」

「ああ、どうぞ」

　ケインは自分のカップにコーヒーを注ぎながら、何気ないように聞いた。

「誰からだったんだ？」

「ちょっと仕事の話だ」

「またアトキンズから呼び出しか？」

「そんなところだ」

「そうか、大変だな」

　竜崎のカップにもコーヒーを注ぎ足し、ケインはキッチンへ戻った。コーヒーメーカーにポットを戻す手が、震ふるえている。

　ケインの質問に、彼はまったく動どう揺ようも見せずに答えた。噓うその答えを、平然と。

『もう協力はした』

　彼は誰に、なんの協力をしたのか。強ごう盗とうとは別のことだと思おうとしても、悪いことしか頭に浮うかばない。

　やはり、ハモンドのほうが正しかったのだろうか。竜崎を好きになったせいで、自分のカンが曇くもっていたのか。

　いや、結論を出すのはまだ早い。はっきり確かめなければ。

　ケインはなんとか平静な顔を貼はり付け、テーブルに戻った。声が震えないように用心しつつ、普ふ通つうの会話を続ける。

「リュウはすぐ仕事に行くのか？」

「いや、その前にちょっと寄るところがある」

「俺はいったん家に戻るよ。着き替がえもしたいし」

「送っていこうか？」

「リュウは用事があるんだろ？　タクシーを使うからいいよ」

「悪いな」

　竜崎と一いつ緒しよの車で出たので、ケインの車はホテル・メルビルの駐ちゆう車しや場じようにある。いつもは彼が送ってくれるが、今日は別々のほうがいい。

「そうだ、何か俺に話があったんだろう？」

　思い出して言う竜崎にぎくりとした。さっきの会話を聞いたあとでは、とても話せない。ケインはどうでもいいというように、首を振ってみせた。

「そんなの仕事のあとでいいよ。たいした話じゃないし」

「そうか？」

「そんなことより、ほんとにうまいよな、これ」

　ケインはパンケーキにかぶりつき、表情を隠かくした。

　いつもと変わらない会話。いつもと変わらない、優やさしい微笑。その後ろに、まだケインの知らない顔があるのだろうか。

　あれほどおいしかったパンケーキが、今はもう味がしない。ケインはそれを無理やり口に押し込んだ。










　竜崎と別れて部屋を出たあと、ケインはタクシーを停とめた。そのままそこで待機してもらう。

　前に彼をつけた時は、すぐ見つかってしまった。今度はケインの車ではないし、タクシーはいつもそこら中を走っている。

　自分で運転するよりはうまくいくかもしれない。

　竜崎の車が出てくると、ケインはタクシー運転手にあとをつけるよう指示を出した。そういう注文をする客はほかにもいるのか、運転手は特に質問もせずに彼のあとをついていく。

　例の砂さ漠ばくに近い西部劇風の店にでも行くのかと思ったら、彼が向かったのはいつものダイナーだった。

　もう一度朝食を食べるとは思えないが、車を停めて中へ入っていく。ケインも支し払はらいをしてタクシーを降り、窓からそっと中を覗のぞいた。

　このダイナーは地元の人間がよく来る店なので、常連客が多い。ケインもすでに常連に近いため、中に入るのはまずいだろう。ウエイトレスに名前を呼ばれたりしたら、一発で見つかってしまう。

　そこで、窓から中を窺うかがうことにした。通りに面して大きな窓が開いているので、竜崎が誰だれと会っているか見ることはできるはずだ。

　なるべく窓からは見えないよう、人を待っている感じで壁かべ際ぎわに立ち、そっと中を覗く。

　いた。うまい具合にこちらに背を向け、カウンターに座っている。ウエイトレスがコーヒーを出したところで、隣となりに男が座った。

　特に危ない感じの男ではなさそうだった。きちんとスーツを着ているし、年ねん齢れいは四十歳前後というところか。中肉中背、普通の会社員という感じである。

　なんとなく拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。そもそも、こんなオープンなダイナーで、強盗仲間と会ったりするだろうか。本当に何か仕事の話なのかもしれない。

　だが、例の強盗は用意周しゆう到とうで頭がいい。後ろですべてを計画し、実行犯を操あやつっている人物がいると考えられる。

　その人物は、見るからに怪あやしそうな身なりはしていないだろう。

　二人はしばらく話し込んでいたが、やがて隣の男が立ち上がった。竜崎は特に別れの挨あい拶さつをする様子もなく、そのままコーヒーを飲んでいる。

　竜崎を残して男がダイナーを出てきたため、ケインは顔を背そむけてやりすごした。車で来たのではないらしく、徒歩で歩き去っていく。

　ケインは少し距きよ離りが開くまで待ってから、男のあとをつけ始めた。

　まずは、男の正体を突つき止める。何者か分かれば、竜崎との関係も分かるだろう。もし竜崎がなんらかの犯罪に関かかわっている疑いが強まっても、すぐハモンドに報告するつもりはなかった。

　その前に、彼自身と話して理由を聞く。電話の内容から想像するに、なんらかの取引が行われたらしい。

　何か弱みを握にぎられて、協力させられたのか。それとも、どうしても金が必要な事情があったのか。

　竜崎に裏の顔があったとしても、ケインに見せてくれたすべてが噓だとは、どうしても思えない。

　とにかく自分の手で真実を知りたかった。ハモンドに話すのは、それからだ。

　男は急ぐ様子もなく、散歩しているような足取りで歩いていた。靴くつ屋やのウインドウを覗き、スタンドで新聞を買う。

　ケインは用心して、あまり近づかないようにした。朝のこの時間は、人通りも少ない。今度こそ、うまくやらなければ。

　男は新聞を広げ、紙面に目を落としながら、また歩き出した。それからふいに、狭せまい路地へ曲がる。

　ケインは足を速めた。どこかの建物に入られたら見失ってしまう。小走りに路地を曲がったとたん、後ろから伸のびてきた腕うでに首を絞しめあげられていた。

「何者だ？」

「な、なに…」

「なぜ俺をつける？」

　またしてもバレてしまうとは。しかもこんな簡単に。探たん偵てい事務所にでも弟で子し入りして、尾び行こうのノウハウを習ったほうがいいかもしれない。

　男の力は強く、こういう事態に慣れているようだ。スーツの下がけっこう鍛きたえられているのが分かる。やはり、ただの会社員ではなかったらしい。

「なんのことだ？　俺はただ散歩してただけだ」

　効果があるとは思えないが、とりあえずはとぼけてみせる。案の定、さらに首を絞める力が強まってしまった。

「ダイナーでも俺を見張っていたな。どこの手の者だ？」

　この男はケインを、どこかの組織の人間だと思っているのだろうか。つまり、この男は組織に狙ねらわれるようなことをしているということだ。

　そんな男がどうして竜崎と会っていたのか。この男のせいで彼が罪を犯おかすようなことになったのなら、絶対に許せない。

「俺が見張ってたのは、あんたじゃない」

　ケインは首を絞める男の腕に左手をかけた。右拳こぶしは脇わきで握にぎって力を蓄たくわえる。

「俺が見てたのは、竜崎隆博だ」

「何？」

　その瞬しゆん間かん、思い切り右肘ひじを脇腹にたたきこんだ。わずかに力がゆるんだ隙すきに左手を首の間に入れ、相手の腕を引き離はなす。

　腕から逃のがれると同時に振ふり向き、さらに右ストレートを見み舞まおうとしたところで、動きが止まった。男の手に、銃じゆうがある。

　肘打ちされた脇腹を押さえながらも、狙いはしっかりケインに向いていた。一瞬、撃うたれるのを覚かく悟ごしたが、男は撃つ前に口を開いた。

「ちょっと待て。お前は竜崎のなんだ？」

「俺はホテル・メルビルの監かん視しチームだ」

「メルビル？」

「一千万ドルを盗ぬすんだのはお前たちか？」

「そういうことか…」

　男は妙みように納なつ得とくしたような顔をすると、スマートフォンを取り出した。電話をかけつつ、銃でケインを牽けん制せいする。

「おとなしくしててくれ。今、本人を呼ぶから」

　ケインは眉まゆを寄せた。本人？　竜崎を呼ぶということだろうか。電話がつながると、男はこう言った。

「実はな、黒くろ髪かみの物ぶつ騒そうな坊ぼうやがついてきたんだ。心当たりがあるなら、すぐこっちに来い。後始末はお前がしろよ。スタンドの角を曲がったところだ」

　ますます眉が寄る。後始末？　竜崎にケインを殺させるということなのか。本当に彼がそんなことを？

　ぐるぐる考えている間に、竜崎の姿が路地に現れた。息を切らしているところを見ると、走ってきたらしい。

「ケイン？　いったい…？」

　ケインが答える前に、男が言った。

「俺たち、メルビルの強ごう盗とう犯だと思われてるぞ」

「強盗犯？」

「監視チームに目をつけられるとは、お前もヤキがまわったな」

　竜崎の目がケインに向けられる。ケインはひるまず、彼の目を見返した。

「どういうことなんだ、リュウ。この男は何者だ？　何か事情があるなら、俺に話してくれ。俺にできることがあれば、力になるから」

　男が軽く口笛を吹ふいた。

「なんだ、けっこう愛されてるじゃないか。坊やの気持ちに免めんじて、俺の正体を教えよう」

　男は銃を懐ふところにしまい、代わりに身分証を取り出した。開かれた部分に目が釘くぎ付づけになってしまう。

　そこにはなんと、ＦＢＩと書かれていた。

「俺は強盗犯じゃなくて、連れん邦ぽう捜そう査さ官のランドルだ」

「どうしてＦＢＩが…」

「竜崎には以前、捜査に協力してもらったことがあってね」

　苦虫を嚙かみつぶしたような声で、竜崎が口を挟はさんだ。

「ビザをエサに、無理やり協力させたんだろう」

「ビザ？」

　首を傾かしげるケインに、ランドルが説明を加えた。

「ちょうど竜崎のビザが切れる頃ころでね。更こう新しんするための口くち添ぞえをする代わりに、協力を頼たのんだんだ」

「脅おどした、の間ま違ちがいだろう。協力しないと国外退去にするってな」

　竜崎の言葉にランドルが渋しぶい顔をする。

「そう言うな。アメリカに住むなら、アメリカ政府に協力するのは当然だろう」

　身分証をしまうと、ランドルはケインに向かってにやっとした。

「くわしいことは言えないが、竜崎は強盗犯じゃないと思うよ。何しろ協力の見返りに、強盗犯の情報を要求したくらいだから」

「え…」

「前に彼がいたカジノで起きた強盗と、今回の強盗の手口が同じなんだよ。だから俺なら、何か接点を見つけられると踏ふんだんだろう」

　脇腹をさすりながら、ランドルは続けた。

「あとは二人で話してくれ。俺は退散するとしよう。さっきの肘打ちはかなり効いたからな」

　そう言って、ひらひらと手を振る。ランドルがいなくなってしまうと、路地には沈ちん黙もくが垂れ込めた。

　何がどうなっているのかよく分からないが、自分がとんでもない勘かん違ちがいをしたことだけは確かだった。

　竜崎が『協力』したのは連邦政府であり、強盗とは関係がない。しかも、独自に強盗犯を調べようとしてくれたらしい。たぶん、ケインたちのために。オーナーが怒おこっていて、困っていると思ったから。

　それなのに自分は、電話の言葉を誤解して暴走したあげく、連邦捜査官に肘打ちしてしまった。

　最悪なのは、竜崎にバレてしまったことだ。ケインが彼を疑っていたことを。彼を好きだと自覚して、真実を話そうとした矢先に、こんなことになるなんて。

　竜崎は先ほどから何も言わず、ただケインを見つめている。

　そこにはなんの表情も浮うかんでおらず、その瞳ひとみは冷たい黒い氷のようだ。ケインはなんとか声を絞しぼり出した。　>>>♥

「ごめん、リュウ。まさか彼がＦＢＩだとは思わなくて…。変な誤解をして悪かった」

「俺に近づいたのは、俺が強盗の一味だと思ったからか？」

「それは…っ」

　違う、と言おうとして、言えなかった。彼を調べるために近づいたのは本当だ。ここまできて、もう噓うそはつけない。

「確かに、初めにリュウのことをつけてたのは、行動を探さぐるためだ。でも俺は、リュウの疑いを晴らしたくて…！」

「もういい」

「え…」

「俺の疑いは晴れたんだろう」

「あ、ああ、もちろん」

「それなら、もう俺の傍そばにいる必要はないな」

「それは…」

「心配するな。誰だれにも何も言わないし、二度と近づかない」

「違うんだ、リュウ、初めは俺にもよく分かってなかったけど、俺は本当に…！」

　もどかしい。もっとうまい言葉があるはずなのに、何をどう言えばいいか分からない。もたもたしている間に、竜崎が踵きびすを返して去っていってしまう。

「待ってくれ、リュウ…！」

　ケインの必死の呼びかけも空むなしく、竜崎は路地から姿を消した。ケインの前からも。
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　モニターに映る彼は、いつもと変わらなかった。

　優ゆう雅がにカードを切り、客たちに微笑ほほえむ。だが、今のケインには、そういう彼を見るのがつらかった。

　フロアですれ違っても、もう彼は声をかけてくれなくなった。無表情で脇わきを通りすぎていく。見知らぬ他人のように。

　誰にでも等しく向けられるあの笑えみが、ケインには向けられない。それがかなりのダメージを与あたえていた。

　あの穏おだやかな笑みが消えてしまうと、彼には近寄りがたくなる。声をかけることすら拒きよ絶ぜつされているようで、何も言えない。

　ケインは何度も後こう悔かいした。あの時、なぜはっきり『好きだ』と言わなかったのか。それだけは真実だったのに。

　でもあの時の彼はあまりに冷たくて、何を言っても信じてもらえない気がしたのだ。口先だけのごまかしだと思われたら、余計に彼を怒おこらせてしまう。

　どうすれば許してもらえるだろう。もう一度信じてもらうには、何をすればいいのか。

　いくら考えても答えが出ず、焦しよう燥そうがつのるばかりだ。でも竜崎のほうは、何事もなかったようにモニターの中で微笑んでいる。

　こんなことなら、ずっとモニターで見ているだけでいればよかったと思う。監かん視し室の外へ出て、彼と話し、触ふれてしまった結果がこれだ。

　欲張ったばかりに、微笑んでもらう資格さえ失ってしまった。

「リュウさん、カッコいいですよね」

　いきなりかけられた声に、ケインはぎょっとした。横に並んでモニターを見ているのは、ＩＴスタッフの一人、エリナという女性だ。

　リュウを見ていたことに気づかれて、声をかけてきたのだろうか。ケインはエリナの顔色を窺うかがったが、彼女は自分がリュウを見るのに夢中なようだった。

「リュウを知ってるのか？」

「みんな知ってますよ。カジノフロアで働いてる女性陣じんは特に。優やさしいし、頼りになるし、酔よっ払ぱらって絡からんでくる男たちとは大違いだって」

「…遊び人だっていう噂うわさもある」

　エリナはくるっとケインのほうを振ふり向いた。

「そんなの、もてない男たちがやっかんで流したデマですよ」

「そうなのか？」

　どうやらエリナは竜崎のファンらしい。彼の悪口に憤ふん慨がいしたのか、興奮口調で話し出した。

「リュウは誰に告白されても、今は誰とも付き合う気はないからって断ってるんです。でも、どうしてもって食い下がると、一度だけ応こたえてくれるって。最初から二度目はないって言われるし、本当に二度目はないらしいです。変に期待を持たせるより、それってむしろ誠実じゃないですか」

「そう、なんだ…」

　ケインは少々呆ぼう然ぜんとした。

　一度だけ。二度目はない。

　では、自分に許されていた、あの日々はなんだったのだろう。竜崎のコンドミニアムで過ごした、いくつもの夜。朝食に焼いてくれた、パンケーキ。

　いまさら気づいても、もう遅おそい。特別だ、と言ってくれたあの言葉の意味を。

　彼を信じ切れず、ぶち壊こわしにしたのは自分だ。彼を疑うハモンドに反発しながら、本当の意味で彼を信じていなかった。

　ポーカーフェイスの彼が、ケインには素すのままの顔を見せてくれたのに。

　胸が締しめつけられる。彼への気持ちが溢あふれて止まらない。やっぱり、モニターの中だけではもう耐たえられなかった。

　もう一度、彼に笑ってほしい。彼に話してほしい。彼に触れてほしい。

　そのために、今、自分にできることはなんだろう。彼のために、何をすればいいのか。

「アトキンズさんが差し入れをくれた時、リュウもいればよかったのに。タッチの差で出て行ったあとだったんですよね。彼にカップケーキを手て渡わたしたかったなあ」

　竜崎のことでいっぱいになっていた頭の中で、ふとエリナの言葉が引っかかった。

「それ、俺とリュウがミスター・スコットを捜さがしていた夜のことか？」

　エリナが目を瞬またたいた。

「ええ、あの日は夜勤だったんです。確か奥さんがすごく心配してて…」

「アトキンズがここに差し入れを持ってきた？」

「カップケーキを。レストランで新作の試食用に配ってたものが余ったから、ここまで持ってきてくれたんですよ。夜勤のみんなにご苦労様って」

「その時、持ち場を離はなれたか？」

「は？」

「アトキンズは差し入れを渡してすぐ帰った？」

「どうだったかな。私はみんなにカップケーキを配ってて…」

　ふと心配そうな顔になる。

「あの、何かまずかったですか？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。気にしないでくれ」

　エリナを持ち場に帰らせたあと、ケインは考えた。アトキンズは五人のリストの中には載のっていない。監視室に入った記録がないからだ。

　それでなくても彼は古株で、人望もある。だが裏を返せば、ホテルの構造やエレベーターなどの位置関係をよく知っているということだ。

　賞金の搬はん入にゆう経路は知らされていなくても、彼はフロアマネージャーだ。どの通路が閉へい鎖さされるか知る立場にある。

　そこからたやすく推察できるだろう。

　これは、初めての手がかりかもしれない。そうだ。強ごう盗とう犯を見つけ出し、竜崎への疑いをきっちり晴らしてやる。

　今の自分にできるのは、それぐらいしかないのだから。










　アトキンズは現在、四十六歳。妻と娘むすめが一人。ホテル・メルビルのポーターとして勤め始め、今のフロアマネージャーまで上り詰つめた。

　評価は真面目まじめで勤勉。特に問題を起こしたこともない。

　だがケインが調べを進めると、妙みようなことが分かった。自宅は車で二十分ほどの場所にあるのに、なぜか別に部屋を借りている。竜崎が住んでいるような、かなり高級なコンドミニアムだ。

　名義はアトキンズになっているが、住んでいるのは女性らしい。つまり、愛人を囲っていると考えられる。

　もちろん、それ自体は違い法ほうではない。でも家族を養いつつ、コンドミニアムの家賃を払うのは大変に違ちがいない。フロアマネージャーの給料は悪くはないが、それでも苦しいだろう。

　さらに、高級な装そう飾しよく品なども買っている。従業員割引を使ってホテルの店で買っているから、調べればすぐ分かるのだ。店員には妻へのプレゼント、と言っていたそうだが、おそらく違う。愛人の女には金がかかるらしい。

　女と金。真面目な男が身を滅ほろぼす原因となる、二大要素である。

　アトキンズの経済状じよう況きようを調べたが、銀行に借金などはなかった。だからハモンドの監視の目もすり抜ぬけたのだろう。

　だが明らかに、給料と使っている金が合わない。彼に金持ちの親しん戚せきの遺産が入った、という事実もなく、時間的にほかでバイトするのも無理だと思う。

　ということは、記録に残らない、もっとまずい場所から借りている、ということだ。そういう場所での借金は、さらにまずい連中と結びつく。

　借金を棒引きする代わりに、強盗の手助けをしろ、というようなことも。

　アトキンズが監視室に差し入れた、カップケーキについても調べた。それは確かに、新商品の宣伝としてレストランで配られていた。

　だが、夕飯時には品切れになっており、アトキンズに渡した分は、頼たのまれて残しておいたものだという。

　たまたま余ったから差し入れたのではなく、前もって計画して差し入れたのだ。もしかすると、ケインと竜崎が出かけるのを見届けてから、持ってきたのかもしれない。

　そこまで調べ上げてから、ケインはハモンドに報告した。

「彼がウイルスを仕込むのを見た者はいないし、強盗犯とつながっているという確かな証しよう拠こはありません。でも、機会と情報があり、金銭面で問題を抱かかえているのは彼だけです」

　ハモンドが厳いかめしい顔で頷うなずいた。

「アトキンズとは長い付き合いだし、真面目な奴やつだったから、盲もう点てんだったな」

「彼に愛人がいるのは知ってましたか？」

「いや。愛妻家だと思ってたよ」

　ふうっと溜ため息いきをつく。

「愛人のこともだが、奴が強盗と関かかわってたと分かれば、家族にとってはつらいことになるな。俺は奥さんも娘さんも知ってるんだ」

「じゃあ、捜そう査さはやめますか？」

　ハモンドは目を光らせた。

「それとこれとは話は別だ。やったことの責任は、きっちり取ってもらう」

「具体的にはどうします？」

「下手に締しめあげても、簡単には吐はかないだろう。証拠がなければ、シラを切られて終わりだ」

「それに、アトキンズが怪あやしまれていると知れば、ほかの仲間が金を持って逃にげるかもしれません」

「ポイントは金だな。連中はまだ盗ぬすんだ金を使えない。今動けば、怪しまれると分かっているからだ。だがどうしても早さつ急きゆうに金がいるようになれば、分け前をもらいに行くだろう。そこが狙ねらい目だ」

「どうやって揺ゆさぶりをかけるつもりです？　借金している相手と強盗犯がつながっていれば、金の問題はしばらくお預けということに…」

　そこでふと、あっという間に借金が増える事態が頭に浮うかんだ。

「裏カジノ…」

「何？」

「いえ、ちょっと思いついたことが…」

　あのベイツという男がやっていたポーカーゲーム。ほんの数時間で膨ふくれあがった、二十万ドルの負ふ債さい。

　ああいう状態になれば、アトキンズは焦あせりまくる。おそらく、金の許もとへ走るだろう。

　だが、実際問題としてはどうなのか。本当にベイツのところへ連れていくわけにもいかないし、こちらでそれらしく舞ぶ台たいを作っても、彼が乗ってくるとは限らない。

　何しろ彼はカジノのフロアマネージャーで、ギャンブルに溺おぼれる連中を山ほど見ているのだ。

「やっぱり無理があるか。彼はギャンブラーというわけじゃないし…」

「おい、俺にも分かるように話せ」

　ハモンドが文句を言ったところで、エリナが二人を呼びに来た。

「あの、お客様がいらしてます」

「誰だれだ？」

「それが…」

　エリナが言うより先に、声が割り込んできた。

「ＦＢＩのランドルだ。あんたたちに話がある」

　身分証を見せながら悠ゆう然ぜんと入ってくる男に、ケインは目を丸くした。

「あなたは…」

「よう、また会ったな」

　ハモンドがケインに目をやる。

「ＦＢＩに知り合いがいるのか？」

「ちょっとわけがあって…」

「そのわけも含ふくめて、お互たがい、腹を割って話そうじゃないか」

　ランドルがにやりとして言った。










　数分後、ランドルとケインとハモンドの三人は、小部屋で顔を突つき合わせていた。ランドルはコーヒーを頼み、それをゆっくり味わってから、やっと本題に入った。

「俺が追ってるのは、ベイツという男だ」

　ケインはどきっとしたが、かろうじて平静を保った。

「奴の仕事はマネーロンダリングで、いわゆる金の洗せん浄じよう屋だ。麻ま薬やくや売春で得た違法な金を、綺き麗れいにして持ち主に返す。高い手数料を取られても、安全に使える金は貴重だからな。奴に金を預ける悪党連中はアメリカ全土にいる」

　ハモンドは肩かたをすくめた。

「それと我々とどういう関係がある？」

「アトランティック・シティで一度は追い詰つめ、奴の組織は潰つぶしたが、ベイツ本人には逃げられた。部下を見捨ててつながりを消したから、捕つかまえるだけの証拠が揃そろえられなかったのさ。しばらくは身を潜ひそめていたが、今度はこのラスベガスで、同じ商売を始めたようだ」

「だから、それがなんだ？」

　イライラして睨にらむハモンドの鋭するどい視線を受け流し、ランドルは口元を引き上げた。

「近々、奴のところに一千万ドルが届けられるという情報が入った。この金額に覚えがないか？」

　ハモンドはケインと目を見み交かわした。

「それがメルビルから盗まれた金だというのか？」

「あちこちに一千万ドルが転がってるとは思えないからな。マネーロンダリングで綺麗にされたら、もう取り戻もどせないぞ」

　ハモンドが疑わしげに眉まゆをひそめた。

「どうしてそんな情報を俺たちに話す？」

「ちょっとした交こう換かん条件だ。強ごう盗とう犯の情報を流したら、協力してくれると言うから」

「誰が？」

「竜崎隆博だ」

　しばらくその情報を吟ぎん味みするような間があったあと、ハモンドが聞いた。

「なぜ奴が？」

「竜崎はアトランティック・シティで捜そう査さに協力してくれたんだよ。ベイツがえらく彼を気に入ってたから、仕事の誘さそいに乗って潜せん入にゆうしてもらった。ベイツは用心深い男でね、それまでは内部情報がほとんど摑つかめなかったんだ。彼の情報のおかげで、組織を潰せたようなものさ」

「ほう…」

「二人がベガスで再会したのは偶ぐう然ぜんらしいが、俺にとっては天の配はい剤ざいだ。今度こそ、ベイツを捕まえるチャンスだろう。ベイツはまだ竜崎を信用していて、クラブに誘ったりしていたし、ここはまた一ひと肌はだ脱ぬいでもらおうと思ったんだが…」

「だが…？」

「断られたよ。でもこのホテルの強盗事件のことを気にしてるようだから、ここは搦からめ手でいこうと思ってね」

　ケインを見てにっこりする。

「君の話をしたら、あの竜崎がすっ飛んで来たんだ。どうやら特別な存在らしい。君たちは金を取り戻したいんだろう。ベイツを追えば、金の在処ありかも分かる。だからここはお互い、協力しようじゃないか」

　ケインはぐっと唇くちびるを嚙かみしめて、首を振ふった。

「俺にリュウの説得なんて不可能です。俺は彼を怒おこらせたので…」

「怒らせた？」

　意外そうな声を出すハモンドに溜ため息いきをつく。

「俺が彼を調べるために近づいたのがバレたんです。怒るのは当然でしょう」

　ハモンドが眉を寄せた。

「それは俺が命じたことだろう。俺から奴に話すか？」

「余計なことはしないでください。ボスには関係ないことですから。それより、リュウ抜ぬきで強盗犯を捕まえる手を考えましょう」

　きっぱりしたケインの態度に押されたのか、ハモンドはそれ以上、竜崎のことには触ふれなかった。肩をすくめて、話を変える。

「さっき、お前が思いついたことというのはなんだったんだ？」

　ケインはざっと『裏カジノ』のことを説明した。ストリップクラブの裏でやっている、ハイリミットのポーカーゲーム。

　その主しゆ催さい者がベイツだということも。

「今思えば、あれもマネーロンダリングの一部かもしれませんね。でもアトキンズを引っ張り出すのは不可能で…」

「そうでもないぞ」

　ランドルが興奮した面おも持もちで言い出した。

「そのポーカーの掛かけ金がどこへ行くか知りたい。アトキンズとやらを嵌はめて、金の動きも追えるし、一石二鳥だ」

「でもどうやって…」

　ランドルが再びにやっとした。

「やはり、竜崎を説得するしかないな」










　呼び出されてやってきた竜崎は、明らかに不ふ機き嫌げんそうだった。これだけあからさまに感情を表に出しているのは珍めずらしい。

　その原因が自分だと思うと、背筋が冷える感じがする。

　彼が感情を表に出すところを見たいと思っていたが、こんな状じよう況きようは想像もしていなかった。彼に冷たい怒いかりを向けられることになるなんて。

　今となっては、尚なお更さらつらい。彼の優やさしいキスや、温かい胸を知ってしまったから。

　ケインはそうっと彼の顔色を窺うかがった。近くで彼を見るのは、久しぶりな気がする。竜崎はケインのほうには目もくれず、ランドルに向かって言った。

「こんなところまで来て、どういうつもりだ？」

「あんたを説得したくてね。強盗犯に興味があったんだろ？」

「…俺にはもう関係ない」

「まあ、そう言わず、彼の話を聞いてくれ」

　ランドルの視線を受けて、ケインはぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。今はプロとして、冷静に対処するしかない。ケインはなるべく淡たん々たんと、感情を込めずに話した。アトキンズのことと、彼を嵌める計画を。

「問題は、アトキンズをポーカーに誘さそう方法で…」

　ランドルが話を引き取った。

「それは俺に考えがある。アトキンズは女に夢中で散財したんだろう。同じ方法で、ポーカーに誘えばいい」

　じっと竜崎に目を当てる。

「あとは、お前がやるかどうかだ」

　竜崎の表情は変わらなかった。瞳ひとみには前のような温かみも、冷たい怒りもない。すべての感情を消してしまったようだ。

　ケインに対して、もう何も感じていないということだろうか。こんな頼たのみなど断られるに違ちがいないと思った時に、ハモンドが口を開いた。

「ケインにお前を調べろと言ったのは、俺だ。俺はお前を疑ってたが、ケインは初めからお前の潔白を信じていた。お前の疑いを晴らすために、命令に従ったんだ。それでもケインを許せないというなら、お前は大おお馬ば鹿か野や郎ろうってことだ」

　ケインは狼狽うろたえてしまった。自分と竜崎の間には、ハモンドの知らないことがある。彼の怒りは、ハモンドが思っているより深いところにあるのだ。

「いえ、ボス、悪いのは俺のほうで…」

「いいだろう」

　ケインの言葉を遮さえぎって、竜崎がいきなり言った。

「ただし、協力するのはこれが最後だ。ＦＢＩにも、監かん視しチームにも。いいな？」

「もちろんだ」

　ランドルがガッツポーズをする。ケインは驚おどろいて彼の顔を見つめたが、竜崎は最後までケインのほうを見なかった。
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　計画が決行されたのは、それから一週間後のことだった。

　その前に、いろいろと仕し掛かけが行われた。ランドルは連れん邦ぽう捜そう査さ局の権限を使い、アトキンズの愛人のことを調べ上げた。

　マリー・グレース、二十五歳。とあるバンドのバックダンサーだった。そのバンドのショーが以前メルビルであったから、その時にアトキンズと出会ったのかもしれない。

　彼女は贅ぜい沢たくな暮らしと引き替かえに、彼の愛人になったらしい。二人を目もく撃げきした人物によると、彼女は年上のアトキンズを振りまわして楽しんでいたという。

　二十歳以上も年下の愛人。彼女を自分につなぎ止めておくために、金が必要だったのか。いくら恋こいに溺おぼれたといっても、家族を悲しませ、ホテルの仲間たちを裏切っていい理由にはならない。

　マリーは時々、メルビルのカジノに顔を出していた。フロアマネージャーとして働いているアトキンズの前で、ゲームを楽しむ。彼女が大負けすれば、その負ふ債さいはアトキンズにいくというわけだ。

　ケインたちは、マリーがカジノに来る時を待った。フォックスに彼女の顔を登録させ、現れたらすぐ知らせるように指示を出す。

　待ち構えること三日目、ついに彼女がカジノに来た。まずは彼女の行動を監視する。しばらくスロットマシンで遊んだあと、ルーレットのテーブルへ。大穴狙ねらいのインサイド・ベット、いわゆる一点賭がけを繰くり返し、すぐに手持ちのチップを失う。

　アトキンズの動向もチェックしていたが、彼はマリーには近づかなかった。でも気にしているのは分かる。

　マリーは賭けをしながら、隣となりの若い男と親しげに話し、明らかに見せつけているからだ。

　確かに彼女は美人だし、元ダンサーというだけあってスタイルもいい。でもさほど好感が持てるタイプ、とは思えない。

　だが彼女のために、アトキンズは道を踏ふみ外した。彼にとっては、それだけの価値がある『運命の女』なのかもしれない。

　マリーは新たなチップを交こう換かんしに行き、そのついでにカクテルを飲んだ。そこで、竜崎の登場となる。

　何気ない感じで話しかけ、ポーカールームへ誘う。誘ゆう惑わくするような視線に、さりげないボディタッチ。マリーが瞬またたく間に彼に夢中になるのが、モニターからでも手に取るように分かった。

　本気で誘惑モードに入った時の竜崎の威い力りよく。改めてそれを見せつけられて、なんだか妙みような気分になってしまう。

　マリーは喜んで竜崎についていき、彼のテーブルでポーカーを始めた。仕掛けはこれからである。

　テーブルにいるのは、実は全員、ハモンドが仕込んだ客だ。彼らはゲームをしながら、『裏カジノ』のことを楽しげに話す。

　一度はあそこでゲームしたいものだ。あんなすごい経験はほかではできない。あの逃にげ場のない場所でやる真しん剣けん勝負。まさに究極のスリルと興奮。本物の男なら挑ちよう戦せんするべきだ。

　マリーが興味を持つのに十分な話題を提供したあと、竜崎がこっそりマリーを『裏カジノ』に誘う。彼女が二つ返事でオーケーしたのを見計らって、ケインも仕掛けを開始した。

　いつもの見まわりをしながら、アトキンズと『たまたま』出会う。ケインは愛あい想そよく話しかけた。

「この前は、リュウのことを教えてもらえて助かりました」

「ああ、少しは役に立ったかな？」

「ええ。でも、少し困ったことが…」

「え？」

　ケインは辺りを見まわし、声を潜ひそめた。

「これはあなただから話すんですが、実は竜崎は監視対象なんです。怪あやしげな『裏カジノ』にかかわってるらしくて」

　アトキンズも声を潜めた。

「そうなのか？」

「でも優ゆう秀しゆうなディーラーを失うのは惜おしいし、ホテルの外のことだから傍ぼう観かんしてたんですが、どうもうちの客も誘ってるみたいなんです。ほら、彼は女性にもてるでしょう。特に女性はスリルと冒ぼう険けんが好きだから」

　小さく溜ため息いきをつく。

「まあ、そういう店に行くのは本人の自由ですけどね。でもいざという時は、こちらに責任がかからないようにしておかないと」

「そうか、そうだな」

　アトキンズは気き遣づかわしげな視線をポーカールームのほうへ投げた。

「そういうことなので、一応、竜崎のことは気をつけて見ていてください」

「分かった」

　上の空で頷うなずき、アトキンズがマリーのほうへ向かう。ケインは監視室に戻もどり、仕掛けの結果を見守った。

　マリーはポーカーなどそっちのけで竜崎の隣に陣じん取どり、彼と話し込んでいた。普ふ段だんならあり得ないことだが、客も仕込みなので、竜崎も楽しげに相手をしている。いかにも親しげに耳元に何か囁ささやきながら。

　そこにアトキンズが現れ、竜崎に何か言って、マリーをテーブルから引き離はなそうとした。マリーが激高し、竜崎がそれを仲ちゆう裁さいする。

　二人の男が火花を散らし、一人の女を賭けた闘たたかいが始まったようだった。










　ケインはランドルが用意したバンの中で、ポーカールームの様子を聞いていた。

『本物の男なら、逃げ場のない場所で真剣勝負をしてみなさいよ！』というマリーの言葉で、アトキンズは竜崎との勝負を決めた。

　本物のスリルが味わえる、『裏カジノ』で。

　勝負に先立って、竜崎はベイツに連れん絡らくを取り、ポーカーゲームへの参加を取り付けた。どうしても金を巻き上げたい奴やつがいる、という話で乗ってきたらしい。

　ベイツのような仕事では、客と直接会ったり、身上調査をしたりはしない。強ごう盗とう犯が彼と連絡を取っていたとしても、アトキンズがその一味だと分かる可能性はゼロだ。

　いや、分かっていたとしても、その分け前を取ろうとするだろう。この世界は、食うか食われるかなのだ。

　竜崎が元手にする十万ドルは、ＦＢＩが用意した金である。この札には特とく殊しゆなインクが仕込まれていて、どこへ運ばれていくかあとを追うことができるという。金の流れを追って、マネーロンダリングのルートを暴あばくのだろう。

　竜崎の仕事は、アトキンズを負けさせつつ、自分はほかのプレイヤーに適度に負けて、金をベイツの許もとに残すことだ。

　主役のマリーは招待されているが、今回、ケインは中に入れない。でも竜崎が身体に盗とう聴ちよう器をつけているため、中の会話を聞くことができる。

　ケインはバンの中で、ランドルとハモンドと共に、ゲームの行方ゆくえに耳を傾かたむけた。

　今回、プレイヤーの中にマーティンはいないようだ。熱くなりすぎるので、ベイツに外されたのだろう。

　映画のような雰ふん囲い気きに、マリーがはしゃいでいるのが分かる。彼女は椅い子すと飲み物をすすめられ、ゲームは穏おだやかに始まった。

　始めの頃ころ、アトキンズは勝っていた。余よ裕ゆうが出てきて、葉巻をくゆらせているらしい。だがある時を境に、負け始めた。

　これが、判断を狂くるわせるのだ。勝っていた感覚が残っているから、負けを取り戻そうとしてまた賭ける。

　ベイツは借用書と引き替えにチップをどんどん出すため、ますます感覚が鈍にぶり、チップがおもちゃのコインに見えてくるのだろう。

　だがチップは現金と等価であり、それに気づいた時はあとの祭りだ。

　傍そばにいるマリーの叱しつ咤た激げき励れいも、アトキンズを追い詰つめたに違ちがいない。勝負を下りるタイミングを逃のがし、彼の負債はついに五十万ドルとなった。

　そこで、ベイツがいったんゲームを切った。アトキンズに返済能力があるか、確かく認にんするためだ。持ち家の評価額。貯金、この先の給料。つまり、すべて巻き上げる、という脅おどしである。

　アトキンズは絶対に返す、すぐ金を持って戻るから待ってろ、と宣言して席を立った。

　ここまでは、ほぼ目もく論ろ見み通りに進んだ。あとは、金のところへ向かうアトキンズをつけるだけだ。

　怒いかりに燃えたアトキンズが、マリーを引きずるようにして店を出てきた。彼女の抗こう議ぎを無視し、車に放ほうり込む。

　急発進する車を、ランドルが追った。ケインはプロの尾び行こう術を観察しようと思ったが、あまり参考になりそうにない。

　アトキンズはすっかり頭に血が上っていて、まわりのことなど目に入っていない様子だったからだ。

　今なら、ケインの尾行でも気づかれないに違いない。

　アトキンズは自宅とは別に借りているコンドミニアムに向かい、マリーを伴ともなって中へ入っていった。

　金が彼女の部屋にあるとは思えない。おそらくどこかへ取りに行くはずだ。出口を見張りながらアトキンズが出てくるのを待っていると、バンのドアにノックの音がした。

　ドアを引き開け、竜崎が乗り込んでくる。目を見開くケインに、ランドルが説明した。

「彼も結果を知りたいだろうと思ってね。ここにいると連絡したんだ」

「ベイツのほうの話はついた。俺の負けはほぼ八万ドル。それ以上やると怪しまれる。儲もうけは奴が動かすだろう」

「よくやってくれた。あとは一千万ドルを見つけるだけだな」

　気楽な調子のランドルの言葉を聞きながら、ケインは妙に緊きん張ちようしていた。同じ車の中に竜崎がいるだけで、心臓に悪い。

　今は、アトキンズに集中しなければならないのに。

　アトキンズの車が駐ちゆう車しや場から出てきた時は、思わずほっとした。やることがあるほうが、彼を意識しないですむ。

　車にはアトキンズ一人らしい。ラスベガスブルバードを、ホテル・メルビルのほうへ向かっている。

　本当にホテルへ行くのかと思ったが、車は前を通りすぎた。さらに進んでホテル街を抜ぬけ、ガソリンスタンドに停とまる。

　ランドルは少し離はなれた場所に車を停め、アトキンズの様子を見守った。ここでガソリンを入れ、もっと遠くへ向かうのか。ケインはちらっとバンの燃料計に目を走らせた。さすが連れん邦ぽう捜そう査さ官。ガソリンは満タンだ。

　だが、アトキンズが車にガソリンを入れている様子はなかった。店に入って、店員と何やら話している。

　店は電気がついて明るいため、窓から中の様子がよく見えた。二人はしばらく普ふ通つうに話していたが、だんだん興奮してきた様子で、ついに言い合いが始まった。

「ボス、もしかするとあれは…」

「そのようだな」

　あの店員が、強ごう盗とうの仲間ということか。おそらく、アトキンズが分け前を要求し、揉もめているのだ。

　このスタンドは、メルビルからほんの数ブロック先である。車の修理も請うけ負っているから、ケインも車の調子が悪い時に見てもらったことがあった。

　まさか、こんな目と鼻の先に犯人がいたとは。

　もしかすると、盗ぬすんだ金もここにあるのだろうか。盗んで、すぐ傍に隠かくす。いくら検問しても引っかからないはずだ。

「どうします、ボス。乗り込みますか？」

「もう少し様子を見る。まだ金がここにあるか分からないからな」

「はい」

　彼らの押し問答を見守るうちに、アトキンズの我が慢まんが限界を迎むかえたようだった。何事か言い置いて、ドアへ向かう。すると、店員が後ろから何かでアトキンズの頭を殴なぐった。

　アトキンズが倒たおれ、視界から消える。店員がドアにカギをかけ、窓のブラインドを閉め始めた。

「まずい」

　ケインは腰こしを浮うかせた。

「彼はアトキンズを殺すつもりです。警察を呼んでください」

　バンのドアを開けるケインに、ハモンドが聞く。

「おい、どうするつもりだ？」

「時間を稼かせぎます」

　外へ出ると、今度は竜崎の声が追ってきた。

「ケイン」

　どきっと心臓が鳴った。

「な、なに」

「気をつけろ」

　その真しん剣けんな眼まな差ざしに、こんな状じよう況きようにもかかわらず胸が高鳴った。彼はまだ、ケインの心配をしてくれているのだ。声を出すことができず、ただ頷うなずいて、ケインは店に向かった。

　ドアの前まで小走りで駆かけ寄る。深呼吸してから、どんどんとノックした。

「おい、開けてくれよ、困ってるんだ」

　しつこくたたき続けると、中から迷めい惑わくそうな声がした。

「今日はもう閉店だ」

「そんなこと言わずに助けてくれ。車がエンコして動かないんだ。あの車は借り物で、どうしても今夜中に返さなきゃならないんだ」

「俺が知るか。さっさと消えろ」

「なあ、開けてくれったら。修理代なら、いつもの倍払はらうよ。三倍でもいい。とにかく今夜中に直してくれたら、恩にきるから」

　さらにドアをたたき続ける。とうとう根負けしたのか、店員がドアを開けた。

「おい、いい加減にしろ」

「よかった、車はその先にあるんだ。急いでくれ」

「今は忙いそがしい。ほかの業者でもなんでも自分で探せ」

「頼たのむよ、すぐそこだから」

「うるせえ！　いい加減に帰れ！」

　店員は右手を後ろにまわしていたが、怒ど鳴なった拍ひよう子しにちらりと持っているものが見えた。銃じゆうだ。ケインがここを去れば、アトキンズはすぐ殺されるだろう。

　警察は間に合わないかもしれない。

「じゃあ、ほら、電話を貸してくれ。ほかにやってる業者の名めい簿ぼとかあるだろ。そこに連れん絡らくして…」

　ケインはしゃべりながら、いきなりドアに体当たりした。勢いでドアが店員の頭を直ちよく撃げきし、後ろによろめく。

　ケインは中に飛び込み、店員の右手に組みついた。銃を奪うばおうとしたが、店員は手を放さない。互たがいに体勢を入れ替かえながら銃を奪い合う。睨にらみ合った時に、気がついた。首筋から覗のぞくタトゥー。こいつがあの時の強盗だ。

　アドレナリンが噴ふん出しゆつし、ケインは自分の頭を思い切り相手の顔にたたきつけた。店員の鼻から血が溢あふれ出す。

　ひるんだ隙すきに手を壁かべにたたきつけると、店員の手から銃が飛び、床ゆかを転がっていった。

「くそっ」

　鼻血を出しながら飛びかかってきた店員の股こ間かんを蹴けり上げ、右ストレートを見み舞まう。見事に決まって店員が倒れた時、後ろでカチッと音がした。

　振ふり向くと、アトキンズが銃を構えていた。後ろ手にドアにカギをかけ、出口を塞ふさぐように立つ。頭から血を流し、少しふらついてはいたが、銃はしっかり握にぎっていた。

　彼を救おうと戦っている間に気がついて、銃を拾ったらしい。銃口をこちらに向けているところを見ると、まだ意識が混こん濁だくしているのだろうか。

　ケインは息を整え、落ち着いた声を出した。

「ミスター・アトキンズ。銃をこっちに渡わたしてください」

　アトキンズは首を振り、ぴたりと狙ねらいをケインに定めた。どうやら、意識はしっかりしているようだ。

「君がここに来たってことは、俺のしたことがバレたんだろう？」

「あなたが強盗に協力したことは知ってます。でも、何か事情があったんでしょう？」

「…そうだ。借金の返済で困っているところに、この話を持ちかけられた。どうしても金が必要だったんだ」

「俺はあなたの罪を暴あばくためじゃなくて、あなたを救うために来たんです。さっきのことで分かったでしょう？　こいつらは仲間じゃない。あなたを利用し、用がなくなったら殺す気だった。あなた自身のためにも、俺と一緒に警察に行きましょう」

　アトキンズが迷うように目を泳がせる。だがその時、倒れていた店員が起き上がろうと不ふ審しんな動きをしたため、たちまち表情が険しくなった。

「二人とも動くな！」

　ケインは彼を刺し激げきしないように、両手をあげてみせた。

「こんなことはやめましょう。あなたには家族もいる。今なら誰だれも傷ついていないし、やりなおせます」

「家族…」

　アトキンズが苦しそうに呟つぶやいた。

「俺は真面目まじめに働いてきて、妻も娘むすめも愛してる。だが毎晩大金を湯水のように使い、好きなように生きている連中を見ていると、自分の人生がひどくつまらないものに思えたよ。マリーと会った時、俺は初めて、本当に生きていると実感した。彼女がいなければ、俺は死んだも同然だ」

「それなら尚なお更さら、ここで死ぬわけにはいかないでしょう。生きて彼女と幸せになるためにも、まずは罪を償つぐなって…」

「いや、駄だ目めだ。刑けい務む所しよに入ったりしたら、彼女はほかの男のところに行ってしまう」

　アトキンズは口元を歪ゆがめて笑った。

「俺は金を手に入れ、マリーと一いつ緒しよに街を出る。邪じや魔まする奴やつは、誰だろうと容よう赦しやしない」

　引き金にかかる指に力が入る。彼の目には狂きよう気きの光があり、もはや理性的な行動は望めそうになかった。

　この距きよ離りでは、近すぎる。横へ飛び退のくにしろ、相手に飛びかかるにしろ、撃うたれることは確実だ。

　ただ、なんとか急所を避さけることができれば…。

　その時に備えて筋肉に力を込めた時、いきなり横の窓ガラスが割れた。大きな黒い固まりが飛び込んでくる。

　それはケインの上に覆おおい被かぶさり、岩のように押し潰つぶした。

　銃声が轟とどろき、ドアを蹴け破やぶる音に次いで、肉を打つ音。

　身体を押し潰している岩は、竜崎だった。彼がケインを腕うでに抱かかえ、銃じゆう弾だんの盾たてとなっているのだ。

　まわりが静かになっても、彼は動かない。自分の代わりに撃たれたのかもしれないと思うと、ぞっと恐きよう怖ふが駆け抜ぬけた。

「リュ、リュウ！　大丈夫か、リュウ！」

　必死で名を呼び、彼の服を引っ張る。すると竜崎が顔を起こし、ケインと目を合わせた。険しい黒い瞳ひとみがケインを射い貫ぬく。

「怪け我がは？」

「お、俺は大だい丈じよう夫ぶ…」

「そうか」

　彼がふうっと息をつく。そこで、怒鳴り声が轟いた。

「お前ら、無む茶ちやするんじゃねえ！」

　首をめぐらせると、怒いかり心頭に発したハモンドがこちらを睨んでいた。彼の身体の下にはアトキンズがいて、膝ひざで押さえつけられており、ランドルのほうは店員を押さえつけている。銃はすでにハモンドが取り上げたようだ。

　無事に状じよう況きようが制圧されたのを見届け、竜崎が身体を起こした。何も言わずに離はなれていく彼の腕を、ケインは咄とつ嗟さに摑つかんでいた。

「リュウ、これだけは信じてくれ。俺はほんとにリュウが好きだ。抱だかれたのも、騙だますためなんかじゃない。気づくのが遅おそいけど、俺はずっと前からリュウが好きだったんだ」

　こんな状況で言うことではないが、今でなければ言えない気がした。このまま竜崎が離れていってしまえば、二度と触ふれられないかもしれない。

　竜崎は無言でケインの目を見つめていた。その瞳の中に、怒りとは違ちがうものを見つけた。前にも一度、見たものだ。ひどく温かくて、胸を切なくするような何か。

　確かに見たと思ったのに、それはすぐに消えてしまい、また元のポーカーフェイスに戻もどってしまう。

　竜崎は二度目の告白に何も答えることなく、ただケインの腕をほどき、静かに立ち去っていった。
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　警察が到とう着ちやくしたあと、ロイド刑けい事じからは大目玉をくらった。

　何しろ、勝手にＦＢＩと手を組み、強ごう盗とう犯を捕つかまえてしまったのだ。警察に逮たい捕ほされたアトキンズは、すべてを自白した。

　ガソリンスタンドを捜そう索さくした結果、隣りん接せつした修理工場の中にバンがあった。修理中の車に見せかけてあり、台座に載のせられ、カバーがかけられ、荷台には段ボール箱が積まれていたという。

　その段ボール箱の中身は、札束だった。

　一千万ドルは、ホテルのこんな近くにずっとあったのだ。灯台もと暗しとはよく言ったものである。

　バンの色は塗ぬり替かえられ、ナンバープレートも付け替えられていたから、運び出す寸前だったらしい。おそらくベイツのところに預け、綺き麗れいな金に変えるつもりだったのだろう。

　そのあとなら、好きなように使っても誰にも疑われない。

　スタンドの店員は強盗の前科があり、数ヶ月前からここで働いて準備を整えていた。彼のほうは沈ちん黙もくを保っているが、アトキンズの供述に従って、残りの強盗犯も手配されたそうである。

　ＦＢＩのランドルは金の流れを追っており、ベイツの新たな組織を潰つぶすべく奔ほん走そうしていた。ああいう『裏カジノ』がなくなれば、観光客も安心だろう。あのポーカールームで、一人は人生を失いかけ、一人は完全に人生を失った。

　スリルと興奮は、もう少し安全な場所で味わったほうがよさそうだ。

　盗ぬすまれた一千万ドルは証しよう拠こ品として押おう収しゆうされたが、いずれホテルに戻されるだろう。オーナーは上じよう機き嫌げんで、すべて順調だ。

　ケインの心を除いて。

　あれから竜崎とは話せていない。二度目のケインの告白に、彼は黙だまって去っていった。それが彼の答えなのだろう。

　竜崎に拒きよ絶ぜつされてしまえば、ケインには話しかけることさえできない。モニターで彼を見るのも、もうやめた。見ればつらい気持ちになるだけだから。

　いつもの見まわりに行こうとしていると、ハモンドが傍そばに来て隣となりに並んだ。でもすぐには何も言わず、じっとモニターを見ている。

　ケインは首を傾かしげた。彼は言いたいことはすぐ口に出すタイプだから、言い淀よどんでいるのは珍めずらしい。

「何か用ですか、ボス」

「調子はどうだ？」

「…いいですよ」

「特に問題はないか？」

「今日のカジノフロアは静かなものです」

「そうか」

　そこまで世間話をしたところで、ハモンドの忍にん耐たい力が切れたらしい。がしがしと頭を搔かいて、本当に言いたいことを口に出した。

「俺は竜崎を探さぐれとは言ったが、寝ねろとは言わなかったぞ」

　ケインは溜ため息いきをついた。あのガソリンスタンドでの告白は、ハモンドにもランドルにも聞かれてしまった。ついでに言うなら、強盗犯にも。

　だがあれから警察の取り調べなどでバタバタし、改めて話す暇ひまがなかったのである。

「俺がリュウと寝たのは、探るためじゃありません」

　もうハモンドはごまかせない。ケインも隠かくすつもりはなかった。

「リュウが好きだから、彼と寝たんです」

「そうか」

　ハモンドは静かにそう答えたあと、急に別なことを言った。

「俺が若い頃ころ、モニターで見ていた相手を教えてやろう。お前の母親のサラだ」

「えっ」

　ケインは本気で驚おどろいた。

「でもボスと母はずっと友人のままで…」

「俺はな、ずっと前にサラに告白して、振ふられてるんだ。俺にはもっとふさわしい女性がいると言って、どうしても受け入れてもらえなかった。俺は彼女を諦あきらめて別の女性と結けつ婚こんしたが、まだ心の奥ではサラを想おもってたんだろう。そんなんで結婚生活がうまくいくはずがない。妻が出ていったのも当然だ」

　たぶんハモンドに告白された頃、母はケインを生んだのだろう。未婚で子供がいる自分は、ハモンドにふさわしくないと思ったのかもしれない。

「ボスが離り婚こんしたあと、俺は母とボスが付き合うんじゃないかと思ってました」

「前は急ぎすぎて失敗したから、今度はゆっくりやろうとしてたんだ。お互たがい年をとって、いろいろなこだわりが消えれば、いずれ一いつ緒しよにいられるようになるってな。だがあの事故で、その望みは消えた。後こう悔かいしても、もう遅い」

「ボス…」

「お前も後悔したくなかったら、さっさと行動することだ」

　ケインは彼の顔を見つめた。

「俺がゲイでもかまいませんか？」

「お前は俺の息子むすこみたいなものだ。ゲイだろうとなんだろうと、受け入れるのが家族ってものだろう」

「その相手がリュウでも？」

　ハモンドが溜息をつく。

「俺はあいつが妙みように穏おだやかで、落ち着いてるのが気にいらなかった。本心を隠しているようでな。今回のことでよく分かったぜ。あいつは少しも穏やかじゃないし、落ち着いてもいない」

「え…」

「あのスタンドで、お前が中にいた奴やつと揉もめ始めたら、血相変えて飛び出してったぜ。お前がアトキンズに銃じゆうで狙ねらわれてるのを見た時は、自分が奴の気をそらせるから、その隙すきに取り押さえろって言って、止めるのも聞かずに飛び込みやがって。泡あわくった奴が狙いを外したからいいが、下手したら死んでたぞ」

「リュウが俺のために…」

「竜崎は俺に負けず劣おとらず気き性しようが激しい。普ふ段だんは意志の力でそれを抑おさえてるんだろう。そのタガが外れるのは、お前絡がらみの時だけらしいな」

「ボス…」

　ケインはハモンドが言ったことの意味を考えた。

　あの一いつ瞬しゆん、命がけで助けに来てくれた。自分だけに許されていた時間。それが竜崎の本心なら、まだ望みはあるのだろうか。

　もう一度、彼の傍そばにいられる日がくるのなら…。

「ところで、竜崎はここを辞やめるらしい」

　続けられたハモンドの言葉に、ケインはぎょっとした。

「リュウが辞める？」

「なんでもオーナーに辞職願を出したとか…」

　ケインはモニターにかぶりつき、竜崎の姿を捜さがした。ブラックジャックのテーブルにも、ほかのテーブルにもいない。

　ようやく見つけた時、彼はすでに私服に着き替がえ、出口へ向かっていた。

「あとをお願いします！」

　ケインはそう言い残し、監かん視し室から飛び出していた。










　竜崎が従業員用の駐ちゆう車しや場で車に乗り込んだところで、ようやく追いついた。ケインは車のボンネットに手をつき、出られないようにする。

　軽くクラクションを鳴らしたあと、竜崎が窓から顔を出した。

「そこをどいてくれ」

「話を聞いてくれるまで動かない」

「なんの話だ？」

「ここを辞めるっていうのは本当か？」

　竜崎は特に表情も変えずに頷うなずいた。

「本当だ」

「ど、どこへ行くんだ？」

「マカオに移る。前から向こうのカジノホテルに誘さそわれててね」

　マカオ。ラスベガスどころか、アメリカからも彼がいなくなる。そうなったら、ほとんど会えなくなってしまう。

「駄だ目めだ…」

　車のボンネットに爪つめをたて、ケインは呟つぶやいた。

「何？」

「行かないでくれ」

　考えるより先に、口から言葉が溢あふれ出てしまう。しばらくの沈ちん黙もくのあと、淡たん々たんとした声がした。

「ケインには関係ないだろう」

「関係ある！」

　ケインは激しく首を振った。

「俺はリュウが好きなんだ。もう受け入れてもらえなくても、傍にいたい。ずっとリュウを見ていたい。頼たのむから、俺にそれだけは許してくれ」

　三度目の告白にも返事はなかった。ケインがここをどけば、彼は車を出し、遥はるか遠くへ走り去ってしまうのか。ケインの心だけを置き去りにして。

　必死で頭を働かせる。どうすれば、彼を引き留められるだろう。彼の心を動かすには、何をすればいい？

　ふいに、一つの考えが浮うかんだ。無む謀ぼうとしか言えないが、可能性はゼロではない。なぜならここはラスベガス。誰だれにでもチャンスが訪おとずれる街なのだから。

「賭かけをしよう、リュウ」

　唐とう突とつな提案に、竜崎が戸と惑まどうのが分かった。

「賭け？」

「ポーカーで勝負を決める。リュウが勝ったら、もう邪じや魔まはしない。好きなところへ行って、俺のことは忘れていい」

「お前が勝ったら？」

「クリスマスまで、辞めるのを延期してくれ」

「…クリスマス？」

「約束したじゃないか、次のクリスマスにプレゼントをするって。その日まで、俺は何度でもリュウを好きだと言う。信じてもらえるまで言い続けるよ。応こたえてくれなくてもかまわない。でもここを去っていく時は、俺が本気でリュウを好きだったことを覚えていてほしい。だから時間をくれ」

　再び沈黙があった。ポーカーの勝負を挑いどむなんて、馬ば鹿かな奴だと思われただろうか。勝てるとも思えない。

　でもこれは賭けだ。ケインにとって、一世一代の大勝負である。

「それとも、俺に負けるのが怖こわいか？」

　わざと挑ちよう発はつするように言うと、竜崎がドアを引き開け、車から降りた。

「いいだろう、勝負してやる」










　竜崎を連れてカジノフロアに戻もどった時、ちょうどハモンドが警備員と話しているところに出くわした。

「何かありましたか？」

「いや、ちょっとした揉め事だ。もう対処した。そっちは？」

　ケインはハモンドに真しん剣けんな目を向けた。

「少しの間だけ、空いているテーブルを使わせてもらえませんか？　リュウとポーカーの勝負がしたいので」

「ほう」

　ハモンドがおもしろそうに眉まゆを引き上げた。

「うちの名物ディーラーと、監視チームのエースとの対決か。客寄せにもなるから、俺が手配してやろう」

　そう言ってにやりとする。

「今日はもうこっちの仕事は非番にしてやる。その代わり、きっちりカタをつけてこい」

「…はい」

　そうして、竜崎とのポーカー対決は始まった。

　ポーカールームの端はしにある一つのテーブルが、二人の勝負に当てられた。

　竜崎がこのカジノを辞めるという話と、ケインが勝ったらその辞表が撤てつ回かいされる、というような話が伝わって、テーブルには見物客が集まってきた。

　ほとんどが竜崎のファンの客と、竜崎のファンのスタッフだ。必然的に、ケインのほうが応おう援えんされているのだが、その期待に添そうのは至難の業わざだろう。

　今回はテキサスホールデムではなく、古典的なドローポーカーを選んだ。各自にカードが五枚配られ、最初のアクション。次に好きな枚数をチェンジして、二回目のアクション。

　これで勝負が決まる。

　ブラフも駆かけ引きもなし。勝負の行方ゆくえはカードの運、ということで、このほうがまだ勝つ可能性があるような気がしたのだ。

　女性ディーラーの一人が参加を買って出てくれて、位置につく。ケインと竜崎は少し離はなれて座った。

　ケインはポーカープレイヤーとして素人しろうと同然だし、あの『裏カジノ』とは比べものにならないような状じよう況きようだが、竜崎は変わらない。

　考えていることを読ませない、まったくの無表情。

　だが、今回は一発勝負なのだ。手の内を読まれたところで、勝敗は同じ。ハンドの強さがものをいう。

　カードが配られている間、ケインの心臓は早はや鐘がねを打っていた。

　祈いのるような気持ちで、そろそろとカードを見る。九が二枚。あとは三と七とジャック。とりあえずワンペアはある。

　無む駄だだと知りつつ、ちらりと竜崎を見た。ポーカーフェイスの向こう側で、彼は何を考えているのだろう。

　さっさとこんな勝負は終わらせて、車に乗って出ていきたいと？　それとも、この状況を楽しんでいるのか。

　ワンペアとジャックだけを残して、二枚チェンジした。竜崎が変えたのは一枚。かなりいいハンドが揃そろっているのか。背中に冷や汗あせが流れる。だがまだ、勝敗は分からない。

　ディーラーからカードが来る。一枚ずつめくってみた。

　最初は二。もう一枚はジャック。来た。ジャックと九のツーペアだ。

　心臓が脈打つ。勝利の女め神がみにはまだ見捨てられていない。勝てる可能性がない、とは言い切れないハンドだ。

「ショーダウン」

　ケインはカードを開いた。後ろの観客たちがどよめく。次に、全員が竜崎のほうを見る。彼がカードを開く番だ。

　固かた唾ずを吞のむような視線の中で、竜崎はカードを裏に伏ふせたまま、ディーラーに戻した。

「マックだ…！　リュウがカードを捨てた」

「リュウが負けたわ」

　後ろのざわめきが大きくなった。

　竜崎がカードを捨てたということは、彼のハンドがケインより低いということだ。つまり本当に、ケインが勝ったのである。

　まだ実感が湧わかずにぼうっとしていると、誰からともなく肩かたをたたかれ、もみくちゃにされた。

　これで竜崎が辞やめないと思って、みんな喜んでいるのだろう。実はクリスマスまでの、期間限定なのだが。

　ケインが祝福されている間に、竜崎がテーブルを離れていってしまう。そのあとを追おうとして、ふとボードに残された竜崎のカードが気になった。

　勝負が終わったので、ディーラーの女性も忘れているのだろう。ルール違い反はんではあるのだが、どうしても知りたい。

　ケインはこっそり彼のカードを開いてみた。

　キングと十のツーペア。明らかに、彼のハンドのほうが上だ。それなのに、どうしてカードを捨てたのか。竜崎が勝っていたのに。

　理由を知りたい衝しよう動どうに突つき動かされて、ケインは駆け出していた。










　再び駐ちゆう車しや場で竜崎を捕つかまえた。今度は車に乗り込む前に、彼の腕うでを摑つかむ。

「逃にげるなよ、リュウ！」

「逃げたわけじゃない。勝負は決まったから、家に帰るだけだ。明日も働かなきゃならないからな」

「勝ってたくせに」

　ぼそりと言うと、竜崎が目を細めた。

「こら、捨てたカードを見るのはルール違反だ」

「ごめん。リュウが負けるなんて信じられなくて。どうして俺に勝たせてくれたんだ？」

　竜崎は肩をすくめた。

「見ての通りだ」

「え…？」

「俺はお前に勝ちたくなかったんだろう」

「それって…」

「クリスマスまでここにいるのも悪くない」

　喜びが体内を駆けめぐる。彼は自分の意志で、ここに留とどまると決めてくれたのだ。こんな嬉うれしいことはない。

「ほんとにいいのか？」

「オーナーには引き留められたし、残るのに問題はないだろう」

「そうじゃなくて、リュウはそれでいいのか？」

　竜崎が眉を引き上げた。

「実際のハンドがどうあれ、賭けに負けたのは俺だ。掛かけ金は払はらうさ」

「でも俺は、リュウを好きだって言い続けるよ。信じてくれるまで」

「その必要はない」

　ケインはびくっと震ふるえた。

「ご、ごめん、やっぱり迷めい惑わくだよな」

「そうじゃない」

　竜崎がふっと微笑ほほえんだ。

「もう信じているからだ」

　自分に向けられた、久しぶりの笑えみ。信じている、と言ってくれたのは、聞き間ま違ちがいじゃない。胸が熱くなり、言葉が溢あふれ出た。

「俺はほんとにリュウが好きだよ。モニターで見ていた時からずっと」

「モニター？」

「監かん視し室で、いつもリュウを見てたんだ。自分でも理由がよく分かってなかったけど、目が惹ひきつけられたのも当然だよな。俺はリュウに恋こいしてたんだから」

　竜崎がじっとケインに目を当てている。もう何度目かの告白なのに、急に気き恥はずかしくなって、ケインは照れ笑いを浮うかべた。

「でもリュウを縛しばりつけたりはしないよ。リュウの自由を奪うばって、疎うとまれるようなことはしたくない。俺はリュウがどこにいても、何をしてても、ずっと好きでいるから。クリスマスが過ぎても、それだけは忘れないでくれ」

　彼の気持ちを軽くするために言ったのに、竜崎が見たことのない表情を浮かべた。ぎくっとしてしまう。それを表すのに一番近い言葉は、痛みだ。

「リュウ…？」

「自由というのは、何とも誰だれともつながっていないということだ。どこへでも行けるが、いなくなっても誰も気にしない。俺は今までそんな風に、何も持たないようにして生きてきた。俺は初めから何も持ってなかったし、持たなければ失うこともない」

　赤ん坊ぼうの時に捨てられていたという竜崎。『家族』というつながりが、初めから与あたえられなかった。孤こ独どくだからこそ、わざと孤独でいようとしたのだろうか。

　むしろそれを強みにして。

「ケインの言葉を聞いた時、初めて何かを持ちたいと思った」

「お、俺？」

「例のミスター・スコットを捜さがしていた時だ。ちょっといなくなっただけで心配してもらえるのは、幸せなことだと。そういう存在がいるのはどんな気分なんだろう、とふと思った。お前にそんな風に心配してもらえたら、俺も幸せかもしれないと」

「リュウ…」

「お前が強ごう盗とう犯を探さぐるために俺に近づいたと知った時、しっぺ返しをくらった気分だった。何かを持とうとしたから、失うことになる。だからもう二度と、何かを望むのはやめようと思ったんだが…」

「リュウ…！」

　ケインは我が慢まんできず、彼に抱だきついていた。胸が切り裂さかれるように痛む。

　何物にも縛られず、好きな時にどこにでも行ける、自由な男。彼を愛するなら、そういう部分も愛さなければならないと思っていた。

　でも、自由という翼つばさが彼を傷つけるなら、自分が羽を休められる場所になりたい。彼がケインを望んでくれるなら。

「騙だますつもりはなかったんだ。すべてをちゃんと話すつもりだった。でも、俺が馬ば鹿かな誤解をしたせいで、あんなことになって…。傷つけたことを許してくれ」

「もういい」

　竜崎が抱きしめてくれる。その腕の強さに、涙なみだが出そうなほどの安心感を覚えた。　>>>♥

「俺はリュウを心配するよ。どこにいる時も、何をしてても。いつまたどこの窓ガラスをぶち破るか、分からないんだから」

　半分本気の言葉に、竜崎が笑った。

「それはお互たがい様だ」

　軽く顔を上げさせられる。

「銃じゆうを持った男に飛びかかるような真似まねは、二度とやらないでくれ。俺の心臓が持たない」

「リュウが心配してくれるなら」

「ああ、心配だ。俺の傍そばにいない時はいつも」

　そう言って、唇くちびるが下りてくる。温かくて、優やさしいキス。ケインは夢中で彼にしがみついた。そのキスが、もっと熱くて激しいものになるように。
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　久しぶりに竜崎の部屋に入った時、ケインには感かん慨がいにふける暇ひまもなかった。窓から見える夜景を楽しむ余よ裕ゆうもない。

　玄げん関かんを入ったあたりで服をはぎ取られ、少しでも多く互いに触ふれようとしながらリビングを抜ぬけ、ベッドに倒たおれ込んだから。

　ケインは必死で竜崎を引き寄せた。二人の間のわずかな距きよ離りがもどかしい。もっと近く、もっと深いところでつながりたい。

　離はなれていた時間が飢き餓が感をつのらせ、ケインの全身を急せかしている。あまりに性急な求めに、竜崎が低くうめいた。

「待て、ケイン」

「嫌だ」

「久しぶりだから慣らさないと」

「かまわない」

「お前を傷つけたくない」

「傷つけていい」

　前にやったように、自分で受け入れようと彼に手を伸のばす。竜崎がその手を摑つかみ、シーツに縫ぬいつけた。

　ケインは逃のがれようとしたが、押さえつける腕うでの力が強くて動けない。抗こう議ぎしようと目を上げると、竜崎の恐おそろしいほど険しい視線とぶつかった。

　彼の瞳ひとみが、まるで黒い太陽のように燃えている。ケインを丸ごと焼きつくそうとするかのように。

「そんなに俺を煽あおって、どうなるか分かってるか？」

「な、なに…」

「タガが外れると言っただろう」

　ケインはごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

　まるで獲え物ものを前にした、肉食獣じゆうのような獰どう猛もうな目。これが、竜崎だ。穏おだやかでも落ち着いてもいない、激しい気き性しよう。

　身体の奥底から、熱いものが湧わき上がる。

　こんな彼を知っているのはケインだけ。穏やかに微笑ほほえむ彼はみんなのものでも、こういう彼は自分だけのものだ。

　この先もずっと、そうであればいい。

「タガを外してみろよ」

　唇を舐なめて挑ちよう発はつする。

「俺に本当のリュウを見せてくれ」

　竜崎が低くうなる。次の瞬しゆん間かん、一気に激しく貫つらぬかれていた。

　悲鳴は声にならなかった。衝しよう撃げきで背中が弓なりになり、彼の肩かたに爪つめを食い込ませる。まるで灼しやく熱ねつの楔くさびを打ち込まれたようだ。

　彼が筋肉を震ふるわせ、さらに奥まで押し込み、根元まで埋うずめた。

「あっ、ひ…っ」

　ケインは磔はりつけにされた虫みたいに悶もだえた。昂たかぶる感情が口から喘あえぎとなって漏もれると、竜崎がそれを口移しで吞み込んだ。

「んんっ…」

　竜崎の熱を感じる。彼の欲望の激しさを。

　彼はいつもケインの身体をとろけさせ、ぎりぎりまで高めてから、自分を結びつける。ケインがさんざん乱れて欲しがっても、竜崎は見事に抑よく制せいしていた。

　でも今の竜崎には、抑制のかけらもない。

　彼もケインを欲しがってくれていることを、この痛みが教えてくれる。それが苦しさを凌りよう駕がして、ケインを燃え上がらせた。

「も、もっと、リュウ…！」

　自分の欲望も、彼に負けない。こんなに彼が欲しいのだから。

「もっと、俺をめちゃくちゃにしろよ…！」

　ほとんど咆ほう吼こうのような声をあげ、竜崎が動き出した。ケインはたちまち嵐あらしの中に放ほうり出され、高波に翻ほん弄ろうされた。

「あっ、あ…っ」

　容よう赦しやなく突つき上げられて、身体がずり上がる。大きくて丈じよう夫ぶなベッドすら、ガタガタ揺ゆれている。

　突かれるたびに苦しさが高まり、切れ切れの悲鳴となった。自分でなんとかしようと身をよじったが、鋼はがねのような肉体がそれを許さない。

　もはや快感と苦痛の区別がつかなくなってくる。

「リュウ…！」

　想おもいを込めて呼んだ瞬間、一番深いところまで貫かれた。　>>>♥

「あ、ああっ！」

　凄すさまじい快感が来て、彼の下で弓なりになり、己おのれを放っていた。ほとんど同時に、竜崎の熱いものが吐はき出されたのを感じる。

　一気に脱だつ力りよくし、荒あらい息を繰くり返す。息が整う前に気がついた。彼はまだ体内にいて、硬こう度どを保ったままだ。

「あ…？」

「まだだ」

　竜崎の低い声が、臓ぞう腑ふに響ひびく。

「もっと俺にお前をくれ」

「リュ、リュウ…！」

　焦あせって身をよじるのを押さえつけ、彼が再び長く深く突き始めた。

　まるで何かの壁かべが決けつ壊かいし、閉じ込められていたパワーが解き放たれたようだった。雪崩なだれに吞み込まれるように、なすすべもなく押し流されてしまう。

　ケインにできることは、彼にしがみつき、身体のすべてで彼を受け止めることだけだ。

　喉のどの奥から、くぐもった悲鳴が漏れる。全身が悶えて震えている。力強いリズムにのけぞり、強すぎる快感に目がくらむ。

「あ、あ、もう、だめ…っ」

　身体がバラバラになりそうだ。真っ赤に染まったような世界に存在しているのは竜崎だけで、すがりつけるのも彼しかいない。

「リュウ…！」

　救いを求めて名を呼ぶと、激しく抱だきしめられていた。息をも奪うばうようなキスをされて、欲望の奔ほん流りゆうが襲おそいかかってくる。

　一気に駆かけ上がり、次の瞬間にはきりもみ落下して、ケインは意識を手放していた。










　ふっと目を開けると、目の前に心配そうな竜崎の顔があった。

「あれ、俺、気を失ってた…？」

「少しの間な」

　竜崎がそっと頰ほおを撫なでる。

「乱暴にして悪かった」

「リュウは悪くない！」

　ケインは否定しようとして飛び起き、腰こしの痛みにうめいた。

「こら、急に動くな」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。それにこれはリュウのせいじゃない。俺が欲しがったせいだ。俺は嬉うれしかったよ。リュウの本当の顔が見られて」

「まったく、お前は…」

　竜崎が苦く笑しようした。

　その目の中に宿る、切ないほどの温かな光。これも、本当の竜崎だ。優やさしくて、誰だれよりもケインに温ぬくもりを与あたえてくれる。

　竜崎はハモンドと対極にいると思ったが、まったくの間ま違ちがいだった。むしろ彼はハモンドに似ている。

　ケインの憧あこがれで、理想の男。竜崎の傍そばにいられるなら、何をされてもかまわない。

「初めから、お前には振ふりまわされっぱなしだ」

　溜ため息いき混じりの彼の言葉に、ケインは目を瞬またたいた。

「俺がリュウを？」

「いきなり告白してきたと思ったら、初めてだと言うし。初心者だと思って気を遣つかってたら、やたら乱れて色っぽいし。そのくせ無む茶ちやをするから、目を離はなせない」

「リュ、リュウのほうこそ、簡単に寝ねてみるかって言ったじゃないか。見るたびに違う女の人を連れてるから、俺はてっきり遊び人なんだと思ってて…」

「お前もまだ迷っているようだったし、俺も男は初めてだから、身体を重ねてみればはっきりするかと思っただけだ。初めから、お前は特別だと言っただろう」

「俺だって、リュウのことは特別だ。あんな風にキスだけで感じたのも初めてで…」

　妙みように恥はずかしいことを言っているのに気づき、顔が赤くなる。竜崎が笑って、ケインを腕の中に抱き入れた。

「いいから少し休め。身体がつらいだろう。無理してこれ以上、俺を心配させるな」

　ケインの胸に、甘やかな悦よろこびが広がった。竜崎に心配してもらえるのは、なんて幸せなことだろう。

　ケインがずっと彼を見ていたように、彼にももっと自分を見ていてほしい。傍から離せなくなるくらいに。

「そうだ、リュウ、聞きたいことがあったんだ」

「なんだ？」

「クリスマス・プレゼントは何が欲しい？」

　話題が唐とう突とつすぎたのか、彼が呆あきれたように言う。

「それは今必要な話か？」

「いや、だって、前に聞きそびれたから…」

　彼はクリスマスまではいる、と言った。無理やり縛しばりつけるつもりはないが、ケインはもう彼と離れる気はない。

　そのためには、彼がずっといたいと思えるくらい、楽しいクリスマスにしたかった。まだかなり先の話ではあるのだが、準備する時間が長くあればそれだけのことができる。

　ケインの気持ちを知ってか知らずか、竜崎がおもしろそうに笑った。

「季節外れのサンタだな」

「いいじゃないか、教えてくれよ。あ、ただ、あんまり高いものは無理だけど」

「なんだ、期待したのに」

「俺の給料じゃ仕方ないだろ。でもリュウなら、ポーカーで稼かせげそうだよな」

　軽い気持ちで言った言葉に、ふと竜崎の笑いが消える。ケインは慌あわてて言った。

「冗じよう談だんだよ、リュウ」

「…ケインには言わなかったが、俺は一時期、ポーカーで稼いでいたことがある」

「そうなんだ…」

「だが、あんな生活はいつまでも続けられないと思って、ディーラーになった」

　場数を踏ふんでる、と竜崎は言った。彼の腕うでと度胸は、ギャンブラーだった頃ころに培つちかわれたものなのだろうか。

　でもケインには、彼が昔何をやっていても関係がない。今、ここで、自分の傍にいてくれる彼がすべてだ。

　その気持ちを伝えたくて、竜崎をぎゅっと抱きしめた。

「リュウにはディーラーの制服が誰より似合ってる」

「そうか？」

「たぶんそのせいで、一ひと目め惚ぼれしたのかも」

　竜崎がくすくす笑った。

「それなら、ディーラーになってよかったな」

「俺はリュウがうちのホテルでディーラーをやっててくれれば、ほかに欲しいものはないよ。リュウが欲しいものは？」

「そうだな」

　竜崎が軽くケインの額に唇くちびるを当てた。

「俺はケインがほしい」

「え…」

「お前の身体も心も全部」

　ケインは腰の痛みなどすっかり忘れ、彼に抱きついていた。

「そんなの、ずっと前からリュウのものだ」

　応こたえるように竜崎がキスしてくれる。

　そうだ、既き成せい事実にしてしまうために、クリスマスには自分にリボンをかけて、竜崎に贈おくるのはどうだろう。

　頭の中までとろける彼のキスを味わいながら、ケインはそんな馬ば鹿かなことを考えていた。







　あとがき




　こんにちは。洸あきらです。こちらには初めてお邪じや魔まいたします。

　今回の舞ぶ台たいは、ラスベガスです。カジノが合法で、有名歌手のコンサートや、華はなやかなショーが見られる魅み惑わくの街。

　主人公のケインは、カジノホテルの監かん視しチームに所属しています。監視チームというのは、ホテルやカジノに設置された監視カメラで客を見守り、トラブルを解決するのが仕事。

　ケインはサブリーダーとしてがんばっていますが、ついモニターで目を惹ひきつけられてしまうのが、ディーラーの竜崎。世界中を渡わたり歩いてきたという彼に、ずっと不可思議な感情を抱いだいています。

　ところが、カジノで強ごう盗とう事件が発生。ケインは竜崎を容疑者として調べることに。二人の危あやうい駆かけ引きが始まり、勝負のカードはどちらに微笑ほほえむのか？

　歓かん楽らくと欲よく望ぼうの街で繰くり広げられる、男たちの熱い賭かけをお楽しみください。

　挿さし絵えは高たか崎さきぼすこさんです。初めて組ませていただくのですが、とても素す敵てきなイラストを見て、すごく楽しみにしておりました。皆みなさまも、カッコいいイラストをご堪たん能のうください！

　ところで、実は私、ラスベガスに行ったことはありません（笑）。ただ、ニューカレドニアでカジノは体験しました。

　ツアーに千円分くらいのチップがついていたため、恐おそる恐る足を踏ふみ入れてみました。テーブルゲームのところで、どうしたらいいか分からずにいると、金きん髪ぱつイケメンのディーラーさんが、ブラックジャックのテーブルで『おいでおいで』をしてくれたのです。

　喜んでテーブルにつくと、言葉がよく分からなくても、すごくなごやかに楽しませてくれました。元手千円でけっこう長く遊べたし、いい目の保養もできました。

　ほんとに、ディーラーの制服ってカッコいいんですよね。

　友人は女性ディーラーさんのテーブルに行ったところ、美人だったけどちょっと怖こわかったそうなので、やっぱりディーラーさんは大事だと実感しました。

　そんなこんなで、今回、カジノのディーラーさんを話に出せて、とても嬉うれしかったです。





　なお、私は「祭まつり囃ばや子し」というサークルに所属しております。イベントなどにもそこで参加しています。　http://www1.odn.ne.jp/matsurib/（※二〇一五年七月現在）



　ブログもちまちまっと更こう新しんしておりますので、お暇ひまな時はのぞいてみてください。

　最後になりましたが、読んでいただいた読者の皆さまに、厚く御おん礼れい申し上げます。




　　　　　二〇一五年　初夏


洸　　　


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト／高崎ぼすこ

デザイン／chiaki-k（コガモデザイン）










駆かけ引ひきのインサイド・ベット








洸あきら





[image: ]





平成27年7月1日　発行





(C) Akira 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『駆け引きのインサイド・ベット』

平成27年7月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8521（カスタマーサポート）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/image/img-008.jpg





item/image/img-007.jpg





item/image/img-006.jpg





item/image/img-005.jpg





item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg





item/image/img-002.jpg





item/image/img-001.jpg





item/image/cover.jpg
i
\J
=
&






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/rubygallery-001.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		駆け引きのインサイド・ベット



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/kuchie-001.jpg
D:; ?\7}\7\/% C&1co

RDFImHE





